
備 考

平成26年4月
第1年次

令和5年4月
第4年次

同上

平成26年4月
第1年次

令和5年4月
第4年次

同上

学士（教育
学）
(Bachelor of
Education)

同上

学士（保健医
療学）
(Bachelor of
Allied Health
Sciences)

学士（看護
学）
(Bachelor of
Nursing)

平成26年4月
第1年次

同上

平成26年4月
第1年次

4年次
5

（0）

－

　　年　月
第　年次

410

学士（教育
学）
(Bachelor of
Education)

360

平成26年4月
第1年次

大阪府吹田市片山町2
丁目5番1号

年 人 年次
人

人

教育学部
(Faculty of Education)

　教育学科
  (Department of Education)

　　初等幼児教育専攻
    (Division of Primary
     educcation)

100

4

4

90

　看護学科
  (Department of Nursing)

4 100 － 400

4

　　理学療法学専攻
    (Division of Physical
     therapy)

　総合リハビリテーション学科
  (Department of
   Rehabilitation Sciences)

40
165
(160)

新 設 学 部 等 の 目 的

　保健医療学部総合リハビリテーション学科、理学療法学専攻・作業療法学専攻は、短期大
学等の３年制課程を卒業あるいは卒業見込みの者を対象に、理学療法学、作業療法学のそれ
ぞれの分野に関する知識と技能を有し、保健医療の実践を担うことができる応用能力及び医
療人としての豊かな人間性を備えた人材を育成するため編入学定員を設定する。
　政治経済学部政治・政策学科・経済経営学科は、社会の要請に応え、「広い教養と倫理観
の上に政治、経済の各分野を広く俯瞰する視点を獲得し、さらに各分野における豊かな専門
的知識・理論に裏打ちされた実学的・実践的視点を修得することで、学術文化の向上と社会
の発展に貢献することができる人材」の育成を実践し、有為な人材を世に輩出するため収容
定員を変更する。
　また、「情報学を基軸とする情報科学、社会科学の文理融合の学びにより、多角的な視点
で情報をとらえ、課題解決に意欲的に取り組み、社会の発展と豊かな暮らしの創造に貢献す
る人材を養成すること」を目的とする情報学部情報学科を令和5年4月に設置することに伴
い、大学の収容定員を変更する。

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

新
設
学
部
等
の
概
要

　　作業療法学専攻
    (Division of Occupational
     therapy)

4 40
4年次

5
（0）

165
(160)

学士（保健医
療学）
(Bachelor of
Allied Health
Sciences)

　　国語教育専攻
    (Division of Japanese
     educcation)

3年次
5

　　数学教育専攻
    (Division of Mathematics
     educcation)

　　英語教育専攻
    (Division of English
     educcation)

保健医療学部
(Faculty of Allied Health
Sciences)

大 学 本 部 の 位 置 大阪府吹田市片山町2丁目5番1号

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾆｼﾔﾏﾄｶﾞｸｴﾝ

設 置 者 学校法人　西大和学園

大 学 の 目 的
  大和大学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに基づき、高い専門性と幅広い視
野を授けるとともに、豊かな人間性を涵養し、一人ひとりの「ひと」を見つめ、学術文化の
向上と社会の平和と発展に貢献する有能な人材を育成することを目的とする。

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ﾔﾏﾄﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 大和大学　（Yamato University)
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※令和4年4月
設置届出予定

平成26年4月
第1年次

同上

令和3年4月
第1年次

同上

同上

令和2年4月
第1年次

学士（社会
学）
（Bachelor
of
Sociology）

学士（経済経
営学）
(Bachelor of
Economics and
Business
Management)

－

学士（政治・
政策学）
(Bachelor of
Political and
Policy
Science)

令和5年4月
第1年次

令和5年4月
第1年次

同上

同上

学士（保健医
療学）
(Bachelor of
Allied Health
Sciences)

240
(160)

　経済経営学科
  (Department of Economics
   and Business Management)

120
(80)

480
(320)

4

　社会学科
  (Department of Informatics)

4 200 － 800

　理工学科
  (Department of Science and
   Engineering)

4 920

160
　　言語聴覚学専攻
    (Division of Seech-
     Hearing therapy)

4 40 －

理工学部
(Faculty of Science and
Engineering)

社会学部
（Faculty of Sociology）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

－　単位

演習 実験・実習 計

－ 　－　科目 　－　科目 　－　科目 　－　科目

3年次
5

4年次
10
(0)

計
1,220

（960）
4,900

（3,850）

同 一 設 置 者 内 に お け る 変 更 状況
（ 定 員 の 移 行 ， 名 称 の 変 更 等）

保健医療学部
　総合リハビリテーション学科
　　理学療法学専攻　 [定員増]   （4年次 5） (令和5年4月開設)
　　作業療法学専攻   [定員増]   （4年次 5） (令和5年4月開設)

政治経済学部
　政治・政策学科 [定員増]　　　　　（60）　（令和5年4月開設）
　経済経営学科   [定員増]　 　　　（120）　（令和5年4月開設）

情報学部
　情報学科　 　[定員増]　　　 　　（200）　（令和5年4月開設）

新
設
学
部
等
の
概
要

政治経済学部
(Faculty of Political Science and
Economics)

　政治・政策学科
  (Department of Political
   and Policy Science)

4
60

(40)
－

230 －

学士（理
学）、学士
（工学）
(Bachelor of
Science),(Bac
helor of
Engineering)

　情報学科
  (Department of Informatics)

4
200

（0）
－

800
（0）

学士（情報
学）
(Bachelor of
Informatics)

令和5年4月
第1年次

同上

情報学部
(Faculty of Informatics)
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大学全体

大学全体

6 0 0 22 0 26

（9） （5） （0） （0） (14) (0) （19）

西大和学園中学・高等学
校
（必要面積18,120㎡）
白鳳短期大学
（必要面積7,100㎡）
と共用

特になし
体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,760.54㎡

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

1,378.98㎡ 432席 75,200冊

106

（40,408〔2,476〕） （131〔14〕） （27〔21〕） （736） （16,634） （106）

106

（40,408〔2,476〕） （131〔14〕） （27〔21〕） （736） （16,634） （106）

42,619〔2,476〕　 131〔14〕　 27〔21〕　 736 16,968

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具

大学全体
42,619〔2,476〕　 131〔14〕　 27〔21〕　 736 16,968

計

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 174 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

5 室  1 室  

（補助職員3人） （補助職員－人）
44 室  50 室  69 室  

合 計 56,327.21㎡ 11,858.00㎡ 69,441.58㎡ 137,626.79㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

6,436.15㎡ 10,683.03㎡

41,029.30㎡ 0㎡ 0㎡ 41,029.30㎡

（　41,029.30㎡） （　　　　0㎡） （　　　　　0㎡） （　41,029.30㎡）

97,700.00㎡

運 動 場 用 地 7,400.64㎡ 11,858.00㎡ 14,232.00㎡ 33,490.64㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 48,926.57㎡ 0      ㎡ 48,773.43㎡

小 計 52,080.33㎡ 11,858.00㎡ 63,005.43㎡ 126,943.76㎡

そ の 他 4,246.88㎡ 0      ㎡

（1） （0） （1）

計
24 27 51

（12） （27） （39）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

（0）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
10        人 23　    人 33     人

（10）

図 書 館 専 門 職 員
1 4 5

（1） （4） （5）

（23） （33）

技 術 職 員
13 0 13

合　　　　計
103 43 27 3 176

（-） （-） （-） （-）

既設分

該当なし

計
- - -

(91) (36) (30) (4) (161)

-- -

（-）

- - -

（-） （-） （-） （-） （-） （-） （-）

- - - -

(36) (30) (4) (161) （0）

3

教育学部　教育学科
18 14 3 0 35 0

保健医療学部　総合リハビリテーション学科
8 5 5 0 18 0

政治経済学部　経済経営学科
7

社会学部　社会学科
16

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

計

（-） （-）

0 -

（-）

-

-

（-）

新

設

分 27 176 0

(91)

0

（18） （14） （3） （0） （35） （0） （0）

保健医療学部　看護学科
8 3 11 3 25 0 0

（8） （3） （11） （3） （25） 0 （0）

0

（8） （2） （7） （1） （18） （0） （0）

政治経済学部　政治・政策学科
9 1 2 0 12 0 0

（8） (2) （2） （0） （12） （0） （0）

5 2 0 14 0 1

（6） （3） （3） （0） （12） （0） （1）

0 3

（24） （4） （4） （0） （32） （0） （3）

0 4

（10） （3） （0） （0） （13） 0 （2）
情報学部　情報学科

14 4 0 0

理工学部　理工学科

18

23 5 4 0 32

103 43
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1,250千円 1,250千円 －千円 －千円

1,560千円 1,560千円 －千円 －千円

1,170千円 1,170千円 1,170千円 1,170千円 －千円 －千円

1,750千円 1,750千円 －千円 －千円

1,170千円 1,170千円 1,170千円 1,170千円 －千円 －千円
学生１
人当り
納付金

教育学部

保健医療学部

政治経済学部

理工学部

社会学部

情報学部

1,750千円 1,750千円

1,630千円 1,560千円

1,350千円 1,250千円

学部

同上

同上

平成26年度

大阪府吹田市片山
町2丁目5番1号

同上

同上

同上

同上

同上

同上

平成26年度

平成26年度

平成26年度

4

－

－

平成28年度

平成26年度

同上

平成26年度

1.09

1,000千円 1,000千円 1,000千円 1,000千円

410 学士（教育学） 1.05

1.07

　経済経営学科 80 320 学士（経済経営学） 1.13 平成28年度

理工学部

政治経済学部 1.11

　理工学科 4 230 － 690 学士（理学）、
学士（工学） 1.07 令和２年度

　社会学科 4 200 － 400 学士（社会学） 1.08 令和3年度

社会学部 1.08

　政治・政策学科 4 40 － 160 学士（政治・政策学） 1.08

　　理学療法学専攻 40 160 学士（保健医療学） 1.12

　　言語聴覚学専攻 4 40 － 160 学士（保健医療学） 1.08

　　作業療法学専攻 4 40 － 160 学士（保健医療学） 1.06

4

　総合リハビリテーション学科

　看護学科 4 100 － 400 学士（看護学） 1.11

1.09

4

保健医療学部 1.09

　　英語教育専攻

4 90 360 1.14　　数学教育専攻

　　国語教育専攻

－ 学士（教育学）

－千円 －千円

15,622千円

120,000千円

大学全体

300千円 300千円 300千円 300千円 －千円 －千円

3,000千円 3,000千円 3,000千円 3,000千円 －千円 －千円

1,033千円 1,033千円 1,033千円 1,033千円 －千円 －千円

第５年次

倍

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 大和大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

　教育学科

教育学部 1.09

　　初等幼児教育専攻 100 3年次
5

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等

経費の見積
り及び維持
方法の概要

経費の
見積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

第６年次

1,340千円 1,220千円 1,220千円 1,220千円 －千円 －千円

学生納付金以外の維持方法の概要
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附属施設の概要
該当なし

大 学 の 名 称 白鳳短期大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

平成14年度

総合人間学科(３年課程) 1.11
奈良県北葛城郡王
寺町葛下１丁目７
番１７号

　看護学専攻 3 100 0 300 短期大学士（看護学） 1.10 平成17年度

　こども教育専攻 2 100 0 200
短期大学士（こども保
育学） 0.80

平成28年度
　作業療法学課程

　リハビリテーション学専攻
3 40 0 120

短期大学士（リハビリ
テーション学） 1.13 平成19年度

　理学療法学課程

　リハビリテーション学専攻
3 30 0 90

短期大学士（リハビリ
テーション学） 1.13

総合人間学科(２年課程) 0.80

年 人 年次
人

人 倍
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令和4年度 令和5年度

入学
定員

収容
定員

入学定
員

収容
定員 変更の事由

大和大学 大和大学

教育学部 教育学部

教育学科 190 770 教育学科 190 770

初等幼児教育専攻 ３年次 5 初等幼児教育専攻 ３年次 5

国語教育専攻 - 国語教育専攻 -

数学教育専攻 - 数学教育専攻 -

英語教育専攻 - 英語教育専攻 -

保健医療学部　 保健医療学部　

看護学科 100 - 400 看護学科 100 - 400

総合リハビリテーション学科 総合リハビリテーション学科

理学療法学専攻 40 - 160 理学療法学専攻 40 4年次 5 165 定員変更(5)

作業療法学専攻 40 - 160 作業療法学専攻 40 4年次 5 165 定員変更(5)

言語聴覚学専攻 40 - 160 言語聴覚学専攻 40 - 160

政治経済学部 政治経済学部

政治・政策学科 40 - 160 政治・政策学科 60 - 240 定員変更(20)

経済経営学科 80 - 320 経済経営学科 120 - 480 定員変更(40)

理工学部 理工学部

理工学科 230 - 920 理工学科 230 - 920

数理科学専攻 数理科学専攻

情報科学専攻 情報科学専攻

機械工学専攻 機械工学専攻

電気電子工学専攻 電気電子工学専攻

建築学専攻 建築学専攻

社会学部 社会学部

社会学科 200 - 800 社会学科 200 - 800

情報学部

情報学科 200 - 800 学部の設置（届出）

計 960 ３年次 5 3850 計 1220 ３年次 5 4900

4年次 10

白鳳短期大学 白鳳短期大学

総合人間学科 総合人間学科

こども教育専攻 100 - 200 こども教育専攻 100 - 200

看護学専攻（3年制） 100 - 300 看護学専攻（3年制） 100 - 300

リハビリテーション学専攻（3年制） リハビリテーション学専攻（3年制）

理学療法学課程 40 - 120 理学療法学課程 40 - 120

作業療法学課程 30 - 90 作業療法学課程 30 - 90

計 270 - 710 計 270 - 710

編入学
定員

編入学
定員

学校法人 西大和学園　設置認可等に関わる組織の移行表
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間と文化 心理学概論 １後 2 〇 1 兼1

人間と社会 日本国憲法 １前 2 〇 1 兼1

情報処理 １前 2 〇 1 兼1

基礎統計学 １後 2 〇 1 兼1

発達心理学 １前 2 〇 1

教育の方法技術 ４前 2 〇 1

英語Ⅰ １前 2 〇 1 兼1

英語Ⅱ １後 2 〇 1 兼1

スポーツ １後 2 〇 1 兼1

基礎セミナーⅠ １通 2 〇 3 3 共同

基礎セミナーⅡ ２通 2 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅰ ３前 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅱ ３後 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅲ ４前 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅳ ４後 1 〇 3 3 共同

26 0 0 22 3 20 0 0 兼7

チーム医療概論Ⅰ １前 1 〇 1 4 共同

チーム医療概論Ⅱ １前 1 〇 1 4 共同

解剖学総論 １前 2 〇 1

解剖学Ⅰ(骨・筋の形態学) １前 2 〇 1

解剖学Ⅱ(神経の形態学) １前 2 〇 1

生理学Ⅰ １前 2 〇 1

生理学Ⅱ １前 2 〇 1

運動学 １後 2 〇 1

運動学演習 １後 1 〇 1

人間発達学 ２前 2 〇 1

臨床心理学 ２前 2 〇 1

病理学 ２前 1 〇 1

内科学 ２前 2 〇 1

臨床神経学 １後 2 〇 1

整形外科学 １後 2 〇 1

精神医学 ２前 2 〇 1

小児科学 ２前 2 〇 1

リハビリテーション医学Ⅰ １後 2 〇 4 1 2 共同

リハビリテーション医学Ⅱ ２前 2 〇 5 1 2 共同

リハビリテーション概論 １前 1 〇 1

保健医療論 １前 2 〇 1

社会保障制度 ２前 2 〇 1

39 0 0 15 3 25 0 0

理学療法概論 １前 2 〇 1

基礎理学療法学 ２前 2 〇 1

基礎理学療法学演習 ２後 2 〇 1

理学療法管理学 理学療法管理学 ３後 2 〇 1

基礎理学療法評価学 １後 2 〇 1

神経系検査法 ２前 2 〇 1

運動器系検査法 ２前 2 〇 1

運動・動作分析学演習 ２前 1 〇 1

運動器障害理学療法学 ２後 1 〇 1

運動器障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

神経系理学療法 ２後 1 〇 1

中枢神経障害理学療法学 ２後 1 〇 1

中枢神経障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

発達障害理学療法学 ２後 1 〇 1

発達障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

内部・循環障害理学療法学 ２後 1 〇 1

内部・循環障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

理学療法評価治療演習 ３前 1 〇 1

物理療法学 ２後 1 〇 1

物理療法学演習 ３前 1 〇 1

呼吸障害理学療法学 ２後 1 〇 1

呼吸障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

日常生活活動評価学 ２前 1 〇 1

日常生活活動指導法 ２後 1 〇 1

義肢学・装具学 ２後 1 〇 1

スポーツ障害学 ３前 1 〇 1

理学療法特論Ⅰ ４前 3 〇 3 3 共同

理学療法特論Ⅱ ４後 3 〇 3 3 共同

理学療法特論Ⅲ ４後 3 〇 3 3 共同

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人間と自然

社会の理解

外国語科目

保健体育科目

キ
ャ

リ
ア
・
ガ
イ

ダ
ン
ス
科
目

小計15（科目） －

専
門
教
育
科
目

専門共通科目

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

及
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
障
害
の
成
り
立

ち
及
び
回
復
過
程
の
促

進

保健医療福祉とリハビリテーショ
ンの理念

小計22（科目） －

専
門
科
目

基礎理学療法学

理学療法評価学

理
学
療
法
治
療
学

-基本計画書 -7-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地域理学療法学 ２後 2 〇 1

生活環境整備学 ３前 1 〇 1

理学療法学臨床実習Ⅰ １後 2 〇 3 3

理学療法学臨床実習Ⅱ ３前 3 〇 3 3

理学療法学臨床実習Ⅲ ３後 7 〇 3 3

理学療法学臨床実習Ⅳ ３後 8 〇 3 3

研究方法論 ２後 2 〇 1

卒業論文 ４後 2 〇 3 3 共同

－ 69 0 0 5 0 12 0 0

－ 134 0 0 11 3 24 0 0 兼7

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

地域理学療法学

臨床実習

卒業論文

小計37（科目） －

合計（17科目） －

学位又は称号
学士（保健衛生

学）
学位又は学科の分野 保健衛生学関係(リハビリテーション関係）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下に掲げる基準を満たし、合計134単位以上修得することを卒業要件とする。

＜共通基礎科目＞
　　・必修科目26単位を修得すること。
　　・合計26単位以上修得すること。

＜専門基礎科目＞
　　・必修科目39単位を修得すること。
　　・合計39単位以上修得すること。

＜専門科目＞
　　・必修科目69単位を修得すること。
　　・合計69単位以上修得すること。

※　履修科目の登録の上限は、年間45単位を上限とする。

<履修要件>

      専門教育科目の必修科目をすべて修得すること。

１学年の学期区分 2期

90分

-基本計画書 -8-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

英語演習 ４後 2 〇 1 「英語Ⅱ」に読替

卒業研究 ４後 1 〇 3 3 「卒業研究Ⅳ」に読替

4年次編入生用授業科目（保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻）

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

-基本計画書 -9-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間と文化 心理学概論 １後 2 〇 1 兼1

人間と社会 日本国憲法 １前 2 〇 1 兼1

情報処理 １前 2 〇 1 兼1

基礎統計学 １後 2 〇 1 兼1

発達心理学 １前 2 〇 1

教育の方法技術 １後 2 〇 1

英語Ⅰ １前 2 〇 1 兼1

英語Ⅱ １後 2 〇 1 兼1

スポーツ １後 2 〇 1 兼1

基礎セミナーⅠ １通 2 〇 3 3 共同

基礎セミナーⅡ ２通 2 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅰ ３前 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅱ ３後 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅲ ４前 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅳ ４後 1 〇 3 3 共同

26 0 0 22 3 20 0 0 兼7

チーム医療概論Ⅰ １前 1 〇 1 4 共同

チーム医療概論Ⅱ １後 1 〇 1 4 共同

解剖学総論 １前 2 〇 1

解剖学Ⅰ(骨・筋の形態学) １前 2 〇 1

解剖学Ⅱ(神経の形態学) １後 2 〇 1

生理学Ⅰ １前 2 〇 1

生理学Ⅱ １後 2 〇 1

運動学 １後 2 〇 1

運動学演習 ２前 1 〇 1

人間発達学 ２前 2 〇 1

臨床心理学 ２前 2 〇 1

病理学 ２後 1 〇 1

内科学 ２後 2 〇 1

臨床神経学 ２前 2 〇 1

整形外科学 ２前 2 〇 1

精神医学 ２前 2 〇 1

小児科学 ２後 2 〇 1

リハビリテーション医学Ⅰ ２前 2 〇 4 1 2 共同

リハビリテーション医学Ⅱ ２後 2 〇 5 1 2 共同

リハビリテーション概論 １前 1 〇 1

保健医療論 １前 2 〇 1

社会保障制度 ２後 2 〇 1

39 0 0 15 3 25 0 0

作業療法概論 １前 2 〇 1

基礎作業療法学Ⅰ １後 1 〇 1

基礎作業療法学Ⅱ ２前 2 〇 1

作業療法管理学 作業療法管理学 ３前 2 〇 1

作業療法評価 ２前 1 〇 1

身体機能評価法 ２後 1 〇 1

精神機能評価法 ２後 1 〇 1

日常生活活動 ２前 1 〇 1

作業療法評価演習Ⅰ ２後 1 〇 1

作業療法評価演習Ⅱ ３前 1 〇 2 4 共同

身体障害の作業療法Ⅰ ２後 1 〇 1

身体障害の作業療法Ⅱ ２後 1 〇 2 共同

身体障害演習 ３前 1 〇 1

精神障害の作業療法 ２後 1 〇 1

精神障害演習 ３前 1 〇 1

発達障害の作業療法 ３前 1 〇 1

発達障害演習 ３前 1 〇 1

高次脳機能障害の作業療法 ３前 2 〇 1

老年期障害の作業療法 ３前 1 〇 1

老年期障害演習 ３前 1 〇 1

作業療法特論Ⅰ ４後 2 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅱ ４後 2 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅲ ４後 2 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅳ ４後 3 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅴ ４後 3 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅵ ４後 3 〇 2 4 共同

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健医療学部総合リハビリテーション学科作業療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人間と自然

社会の理解

外国語科目

保健体育科目

キ
ャ

リ
ア
・
ガ
イ

ダ
ン
ス
科
目

小計15（科目） －

専
門
教
育
科
目

専門共通科目

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

及
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
障
害
の
成
り
立

ち
及
び
回
復
過
程
の
促

進

保健医療福祉とリハビリテーショ
ンの理念

小計22（科目） －

専
門
科
目

基礎作業療法学

作業療法評価学

作
業
療
法
治
療
学

-基本計画書 -10-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地域作業療法 ３前 2 〇 1

地域作業療法演習 ３前 1 〇 1

生活環境整備学 ３前 1 〇 1

作業療法学臨床実習Ⅰ ２前 1 〇 〇 1

作業療法学臨床実習Ⅱ ３後 4 〇 〇 1

作業療法学臨床実習Ⅲ ３後 9 〇 〇 1

作業療法学臨床実習Ⅳ ４前 9 〇 〇 1

研究方法論 ２前 2 〇 1

卒業論文 ４前 2 〇 2 4 共同

－ 70 0 0 32 0 44 0 0

－ 135 0 0 69 6 89 0 0 兼7

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

地域作業療法学

臨床実習

卒業論文

小計35（科目） －

合計（72科目） －

学位又は称号
学士（保健衛生

学）
学位又は学科の分野 保健衛生学関係(リハビリテーション関係）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下に掲げる基準を満たし、合計135単位以上修得することを卒業要件とする。

＜共通基礎科目＞
　　・必修科目26単位を修得すること。
　　・合計26単位以上修得すること。

＜専門基礎科目＞
　　・必修科目39単位を修得すること。
　　・合計39単位以上修得すること。

＜専門科目＞
　　・必修科目70単位を修得すること。
　　・合計70単位以上修得すること。

※　履修科目の登録の上限は、年間45単位を上限とする。

<履修要件>

      専門教育科目の必修科目をすべて修得すること。

１学年の学期区分 2期

90分

-基本計画書 -11-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

英語演習 ４後 2 〇 1 「英語Ⅱ」に読替

卒業研究Ａ ４前 1 〇 3 3 「卒業研究Ⅱ」に読替

卒業研究Ｂ ４後 1 〇 3 3 「卒業研究Ⅲ」に読替

卒業研究Ｃ ４前 1 〇 3 3 「卒業研究Ⅳ」に読替

作業療法特論Ａ ４通 3 〇 2 4 「作業療法特論Ⅳ」に読替

作業療法特論Ｂ ４通 3 〇 2 4 「作業療法特論Ⅴ」に読替

作業療法特論Ｃ ４通 3 〇 2 4 「作業療法特論Ⅵ」に読替

4年次編入生用授業科目（保健医療学部総合リハビリテーション学科作業療法学専攻）

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

-基本計画書 -12-



別記様式第2号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

言葉と文学 1前 2 ○ 兼1

くらしと芸術 1前 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学概論 1前 2 ○ 兼1

哲学概論 1後 2 ○ 1

生活文化概論 1前 2 ○ 兼1

日本国憲法 1前 2 ○ 1

福祉と人権 1前 2 ○ 1

地理学 1後 2 ○ 兼1

近現代史 1後 2 ○ 1

地球環境論 1後 2 ○ 1

国際コミュニケーション論 1後 2 ○ 1

情報処理Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

情報処理Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

基礎数学 1前 2 ○ 兼1

科学史 1後 2 ○ 兼1

AI・データサイエンス 1後 2 ○ 兼1

英語Ⅰ 1前 1 ○ 1

英語Ⅱ 1後 1 ○ 1

英語Ⅲ 2前 1 ○ 1

英語Ⅳ 2後 1 ○ 1

英語基礎演習Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英語基礎演習Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

TOEIC英語Ⅰ 2前 1 ○ 1

TOEIC英語Ⅱ 2後 1 ○ 1

英会話Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英会話Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

ビジネス英語 3前 1 ○ 1

日本語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

日本語Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

日本語Ⅲ 2前 1 ○ 兼1

日本語Ⅳ 2後 1 ○ 兼1

スポーツⅠ 1前 1 ○ 兼1

スポーツⅡ 1後 1 ○ 兼1

健康科学概論 1前 2 ○ 兼1

基礎演習Ⅰ 1通 2 ○ 2 共同

基礎演習Ⅱ 2通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅠ 1通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅡ 2通 2 ○ 2 共同

キャリア・ガイダンスⅢ 3通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅣ 4通 2 ○ 1 1 共同

小計40（科目） － 22 39 0 5 2 2 0 0 兼15

政治学入門 1前 2 ○ 1

政策学概論 1後 2 ○ 1

法学概論 1前 2 ○ 1

経済学基礎 1前 2 ○ 兼1

経営学入門 1後 2 ○ 兼1

政治学Ⅰ 1後 2 ○ 1

政治学Ⅱ 2前 2 ○ 1

日本国憲法特論 1後 2 ○ 1

国家論 2前 2 ○ 1

議会政治論 2前 2 ○ 1

政治体制論 2後 2 ○ 1

政治過程論 2前 2 ○ 1

比較政治学 3前・4前 2 ○ 1

政党政治論 3前・4前 2 ○ 1

政治思想史 2後 2 ○ 1

政治哲学 3前・4前 2 ○ 1

日本政治史 2前 2 ○ 1

欧米政治史 3前・4前 2 ○ 1

アジア政治史 3後・4後 2 ○ 1

国際政治学 2後 2 ○ 1

日本の政治と外交 3前・4前 2 ○ 1

平和安全保障論 3後・4後 2 ○ 1

国際機関論 3後・4後 2 ○ 1

ＮＰＯ／ＮＧＯ論 3後・4後 2 ○ 1

発展途上国論 3後・4後 2 ○ 1

国際法 3前・4前 2 ○ 1

マスメディア論Ⅰ 2後 2 ○ 兼1

マスメディア論Ⅱ 3前・4前 2 ○ 兼1

政治学実践演習 3通 2 ○ 1 1 共同

（用紙　日本工業規格A4縦型）

基
盤
科
目

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（政治経済学部政治・政策学科）

授業科目の名称

授業
形態

備考科目区分 配当年次

授業
形態

共
通
基
礎
科
目

ー

教
養
科
目

人
間
と
自
然

基礎演習
科目

単位数

キャリア・
ガイダンス

科目

人
間
と
文
化

人
間
と
社
会

政
治
分
野
科
目

外
国
語
科
目

保健体育
科目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

授業
形態

備考科目区分 配当年次

授業
形態単位数

行政学 1後 2 ○ 1

地方自治論 2前 2 ○ 1

公共政策学Ⅰ 2前 2 ○ 1

公共政策学Ⅱ 2後 2 ○ 1

政策評価論 3前・4前 2 ○ 1

公務員論 3後・4後 2 ○ 1

都市・地域政策 2前 2 ○ 1

自治体経営論 3前・4前 2 ○ 1

地方財政論 3前・4前 2 ○ 兼1

社会保障論 2前 2 ○ 1

環境政策論 3後・4後 2 ○ 1

経済政策論 3前・4前 2 ○ 兼1

金融政策論 3前・4前 2 ○ 兼1

福祉行政と人権 2後 2 ○ 1

社会政策 3前・4前 2 ○ 1

民法 2前 2 ○ 1

行政法 2前 2 ○ 1

地方自治法 2後 2 ○ 1

労働法 3前・4前 2 ○ 1

現代情報法 3後・4後 2 ○ 兼1

地方自治特論 2後 2 ○ 1

政策学実践演習 3通 2 ○ 1 1 共同

社会学概論 2前 2 ○ 兼1

国際関係論 2前 2 ○ 1

ミクロ経済学 1後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 1後 2 ○ 兼1

基礎統計学 2前 2 ○ 兼1

ゲーム理論 2前 2 ○ 兼1

経済分析Ⅰ 2後 2 ○ 兼1

経済統計学 2後 2 ○ 兼1

経済史 2前 2 ○ 兼1

産業組織論 2後 2 ○ 兼1

経済地理学 2前 2 ○ 兼1

国際経済学 2後 2 ○ 兼1

財政学 2前 2 ○ 兼1

金融論 2後 2 ○ 兼1

経済学演習 1通 2 ○ 兼1

経営戦略論 2前 2 ○ 兼1

経営組織論 2前 2 ○ 兼1

経営管理論 2後 2 ○ 兼1

経営分析論 2後 2 ○ 兼1

経営情報論 2後 2 ○ 兼1

企業統治論 2後 2 ○ 兼1

マーケティング論 2前 2 ○ 兼1

中小企業論 2前 2 ○ 兼1

簿記Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

簿記Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

会計学基礎 2前 2 ○ 兼1

原価計算論 2前 2 ○ 兼1

財務会計論 2後 2 ○ 兼1

税法 2後 2 ○ 兼1

会社法 2後 2 ○ 1

経済法 2前 2 ○ 1

産業社会学 2前 2 ○ 兼1

社会心理学 2前 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 兼1

情報と法の倫理／情報セキュリティ 3前・4前 2 ○ 兼1

知的財産権 3前・4前 2 ○ 兼1

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

政
策
分
野
科
目

関
連
分
野
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

授業
形態

備考科目区分 配当年次

授業
形態単位数

キャリア研究Ⅰ 1通 2 ○ 1 1 共同

キャリア研究Ⅱ 2通 2 ○ 2 共同

キャリア・ボランティア実践Ⅰ 1通 2 ○ 1

キャリア・ボランティア実践Ⅱ 2通 2 ○ 1

卒業論文Ⅰ 3通 4 ○ 8 1

卒業論文Ⅱ 4通 4 ○ 8 1

－ 22 168 0 8 2 1 0 0 兼14

－ 44 207 0 8 2 2 0 0 兼28

実践演習
科目

専
門
教
育
科
目

－

合計（133科目） －

卒業論文

小計93（科目）

学位又は学科の分野 　法学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下のすべてを満たし、124単位以上修得することを卒業要件とする。
＜共通基礎科目＞
・必修22単位を修得し、教養科目のうち「人間と文学」「人間と社会」「人間と自然」の各分野
について、必修単位以外にそれぞれ2単位を修得すること。（合計28単位）
＜専門教育科目＞
（1）専門科目
①「基盤科目」の必修科目10単位を修得すること。
②政治学専攻選択者は、政治分野科目の選択科目から、「政治学Ⅰ」「政治学Ⅱ」「日本政治
史」「日本国憲法特論」を含み24単位以上、政策分野科目、関連分野科目から、それぞれ8単位以
上修得すること。
③政策学専攻選択者は、政策分野科目の選択科目から、「行政学」「公共政策学Ⅰ」「地方自治
論」「社会保障論」を含み24単位以上、政治分野科目、関連分野科目から、それぞれ8単位以上修
得すること。
（2）実践演習科目
・必修4単位を修得すること。
（3）卒業論文
・必修8単位を修得すること。
※　履修科目の登録の上限は、年間43単位を上限とする。

１学年の学期区分 2期

学位又は称号 学士(政治・政策学)

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

-基本計画書 -15-



別記様式第2号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

言葉と文学 1前 2 ○ 兼1

くらしと芸術 1前 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学概論 1前 2 ○ 兼1

哲学概論 1後 2 ○ 兼1

生活文化概論 1前 2 ○ 兼1

日本国憲法 1前 2 ○ 兼1

福祉と人権 1前 2 ○ 兼1

地理学 1後 2 ○ 兼1

近現代史 1後 2 ○ 兼1

地球環境論 1後 2 ○ 兼1

国際コミュニケーション論 1後 2 ○ 兼1

情報処理Ⅰ 1前 1 ○ 1

情報処理Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

基礎数学 1前 2 ○ 兼1

科学史 1後 2 ○ 兼1

AI・データサイエンス 1後 2 ○ 兼1

英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

英語Ⅲ 2前 1 ○ 兼1

英語Ⅳ 2後 1 ○ 兼1

英語基礎演習Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英語基礎演習Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

TOEIC英語Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

TOEIC英語Ⅱ 2後 1 ○ 兼1

英会話Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英会話Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

ビジネス英語 3前 1 ○ 兼1

日本語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

日本語Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

日本語Ⅲ 2前 1 ○ 兼1

日本語Ⅳ 2後 1 ○ 兼1

スポーツⅠ 1前 1 ○ 1

スポーツⅡ 1後 1 ○ 1

健康科学概論 1前 2 ○ 1

基礎演習Ⅰ 1通 2 ○ 2 1 1 共同

基礎演習Ⅱ 2通 2 ○ 2 2 共同

キャリア・ガイダンスⅠ 1通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅡ 2通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅢ 3通 2 ○ 1 1 兼1 共同

キャリア・ガイダンスⅣ 4通 2 ○ 1 1 兼1 共同

小計40（科目） － 22 39 0 6 5 1 0 0 兼22

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人
間
と
文
化

人
間
と
社
会

人
間
と
自
然

外
国
語
科
目

保健体育
科目

基礎演習
科目

キャリア・
ガイダンス

科目

（用紙　日本工業規格A4縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（政治経済学部経済経営学科）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業
形態 授業
形態

備考

ー

-基本計画書 -16-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業
形態 授業
形態

備考

政治学入門 1前 2 ○ 兼1

政策学概論 1後 2 ○ 兼1

法学概論 1前 2 ○ 兼1

経済学基礎 1前 2 ○ 1

経営学入門 1後 2 ○ 1

ミクロ経済学 1後 2 ○ 1

マクロ経済学 1後 2 ○ 1

経済学演習 1通 2 ○ 1

基礎統計学 2前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前 2 ○ 1

経済分析Ⅰ 2後 2 ○ 1

経済統計学 2後 2 ○ 1

経済史 2前 2 ○ 1

産業組織論 2後 2 ○ 1

経済地理学 2前 2 ○ 1

国際経済学 2後 2 ○ 1

財政学 2前 2 ○ 1

計量経済学 3前・4前 2 ○ 1

経済分析Ⅱ 3前・4前 2 ○ 1

公共経済学 3前・4前 2 ○ 1

アジア経済論 3前・4前 2 ○ 1

欧米経済論 3後・4後 2 ○ 兼1

国際貿易・流通論 3前・4前 2 ○ 1

労働経済学 3前・4前 2 ○ 1

環境経済学 3後・4後 2 ○ 1

農業経済学 3前・4前 2 ○ 1

経済政策論 3前・4前 2 ○ 1

金融論 2後 2 ○ 1

金融政策論 3前・4前 2 ○ 1

ファイナンス 3前・4前 2 ○ 1

証券市場論 3後・4後 2 ○ 1

銀行論 3後・4後 2 ○ 1

国際金融論 3後・4後 2 ○ 1

経営戦略論 2前 2 ○ 1

経営組織論 2前 2 ○ 1

経営管理論 2後 2 ○ 1

経営分析論 2後 2 ○ 1

経営情報論 2後 2 ○ 1

企業統治論 2後 2 ○ 1

マーケティング論 2前 2 ○ 1

中小企業論 2前 2 ○ 1

流通経済論 1後 2 ○ 1

市場調査論 2前 2 ○ 1

商品企画論 2前 2 ○ 1

生産管理論 2後 2 ○ 1

人的資源管理論 3前・4前 2 ○ 1

事業創造・承継論 3後・4後 2 ○ 1

リスクマネジメント論 2前 2 ○ 1

観光産業論 3前・4前 2 ○ 1

地域産業論 3前・4前 2 ○ 1

簿記Ⅰ 1前 2 ○ 1

簿記Ⅱ 1後 2 ○ 1

会計学基礎 2前 2 ○ 1

原価計算論 2前 2 ○ 1

財務会計論 2後 2 ○ 1

管理会計論 2前 2 ○ 1

会計監査論 3後・4後 2 ○ 1

税務会計論 3前・4前 2 ○ 1

ビジネス倫理 3前・4前 2 ○ 1

経営学実践演習Ⅰ 2後 2 ○ 1 兼1 共同

経営学実践演習Ⅱ 3前・4前 2 ○ 1 兼1 共同

基
盤
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

経
済
分
野
科
目

経
営
分
野
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業
形態 授業
形態

備考

社会学概論 2前 2 ○ 兼1

国際関係論 2前 2 ○ 兼1

政治学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

政治学Ⅱ 2前 2 ○ 兼1

日本国憲法特論 1後 2 ○ 兼1

国家論 2前 2 ○ 兼1

議会政治論 2前 2 ○ 兼1

政治体制論 2後 2 ○ 兼1

政治過程論 2前 2 ○ 兼1

政治思想史 2後 2 ○ 兼1

日本政治史 2前 2 ○ 兼1

国際政治学 2後 2 ○ 兼1

マスメディア論Ⅰ 2後 2 ○ 兼1

行政学 1後 2 ○ 兼1

地方自治論 2前 2 ○ 兼1

公共政策学Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

公共政策学Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

都市・地域政策 2前 2 ○ 兼1

社会保障論 2前 2 ○ 兼1

福祉行政と人権 2後 2 ○ 兼1

社会政策 3前・4前 2 ○ 兼1

民法 2前 2 ○ 兼1

行政法 2前 2 ○ 兼1

地方自治法 2後 2 ○ 兼1

地方自治特論 2後 2 ○ 兼1

税法 2後 2 ○ 1

会社法 2後 2 ○ 兼1

経済法 2前 2 ○ 兼1

産業社会学 2前 2 ○ 1

社会心理学 2前 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 兼1

情報と法の倫理／情報セキュリティ 3前・4前 2 ○ 1

知的財産権 3前・4前 2 ○ 1

キャリア研究Ⅰ 1通 2 ○ 1 1 共同

キャリア研究Ⅱ 2通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ボランティア実践Ⅰ 1通 2 ○ 兼1

キャリア・ボランティア実践Ⅱ 2通 2 ○ 兼1

卒業論文Ⅰ 3通 4 ○ 7 5 1 共同

卒業論文Ⅱ 4通 4 ○ 7 5 1 共同

－ 22 182 0 7 5 1 0 0 兼12

－ 44 221 0 7 6 1 0 0 兼28

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下のすべてを満たし、124単位以上修得することを卒業要件とする。
＜共通基礎科目＞
・必修22単位を修得し、教養科目のうち「人間と文学」「人間と社会」「人間と自然」の各分野
について、必修単位以外にそれぞれ2単位を修得すること。（合計28単位）
＜専門教育科目＞
（1）専門科目
①「基盤科目」の必修科目10単位を修得すること。
②経済学専攻選択者は、経済分野科目の選択科目から、「ミクロ経済学」「マクロ経済学」「経
済学演習」「基礎統計学」を含み24単位以上、経営分野科目、関連分野科目から、それぞれ8単
位以上修得すること。
③経営学専攻選択者は、経営分野科目の選択科目から、「簿記Ⅰ」「簿記Ⅱ」「会計学基礎」
「マーケティング論」を含み24単位以上、経済分野科目、関連分野科目から、それぞれ8単位以
上修得すること。
（2）実践演習科目
・必修4単位を修得すること。
（3）卒業論文
・必修8単位を修得すること。
※　履修科目の登録の上限は、年間43単位を上限とする。

１学年の学期区分 2期

卒業論文

小計100（科目） －

合計（140科目） －

学位又は学科の分野

専
門
教
育
科
目

90分

　経済学関係

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

専
門
科
目

学位又は称号 　学士（経済経営学）

関
連
分
野
科
目

実践演習
科目

-基本計画書 -18-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学入門 1前 2 〇 1

心理学入門 1前 2 〇 兼1

倫理学入門 1後 2 〇 1

日本国憲法 1前 2 〇 1

人間関係論 1前 2 〇 兼1

数学入門 1前 2 〇 1 1

統計学入門 1後 2 〇 1

AI・データサイエンス入門 1前 2 〇 1

英語Ⅰ 1前 1 〇 1

英語Ⅱ 1後 1 〇 1

英語Ⅲ 2前 1 〇 1

英語Ⅳ 2後 1 〇 1

スポーツ 1通 2 〇 1

キャリアデザインⅠ 1通 2 〇 4 3 共同

キャリアデザインⅡ 2通 2 〇 5 4 共同

キャリアデザインⅢ 3通 2 〇 5 4 共同

キャリアデザインⅣ 4通 2 〇 4 3 共同

－ 12 18 0 9 4 0 0 0 兼2

基礎数学Ⅰ 1前 2 〇 2 1

基礎数学Ⅱ 1後 2 〇 2 1

情報数学 1後 2 〇 5

微分積分 1後 2 〇 4 1

線形代数 1後 2 〇 4 1

確率統計 1後 2 〇 4 1

情報学概論 1前 2 〇 2

データサイエンス基礎 1前 2 〇 1

データエンジニアリング基礎 2前 2 〇 1 1

コンピュータシステム基礎 2前 2 〇 2

AI基礎 2前 2 〇 2

情報科学 2前 2 〇 2

AI社会の情報倫理と法 2前 2 〇 2

データ構造とアルゴリズム 2後 2 〇 2

データベース工学 2後 2 〇 1

データ分析基礎 2後 1 〇 1 1

データ分析演習 3前 1 〇 1 1

プログラミングⅠ 2後 1 〇 2

プログラミングⅡ 3前 1 〇 2

情報システム 2・3前 2 〇 2

データマイニング 2・3後 2 〇 2

数理モデリング 2・3後 2 〇 2

オペレーティングシステム 2・3前 2 〇 1

最適化理論 2・3前 2 〇 1

グラフ理論 2・3前 2 〇 2

多変量解析 2・3後 2 〇 2

画像解析 2・3後 2 〇 2

信号処理 2・3後 2 〇 1

意思決定論 2・3後 2 〇 1

ソフトウェア工学 2・3後 1 〇 2

コンピュータネットワーク 2・3前 2 〇 1 1

コンピュータアーキテクチャ 2・3前 2 〇 2

コンピュータグラフィックス 2・3後 2 〇 2

マルチメディア論 2・3後 2 〇 2

ヒューマンインターフェイス 2・3前 2 〇 2

AI技術と社会 2・3前 2 〇 2

機械学習・深層学習 2・3後 2 〇 2

情報セキュリティ 2・3後 2 〇 2

外
国
語
科
目

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（情報学部情報学科）

配当年次授業科目の名称 備考

共
通
基
礎
科
目

視
野
形
成
科
目

保
健
体

育
科
目

－小計17（科目）

キ
ャ

リ
ア
デ

ザ
イ
ン
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

基
盤
科
目

情
報
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

経済学概論 2前 2 〇 1

経営学概論 2前 2 〇 1

ミクロ経済学 2・3後 2 〇 1

マクロ経済学 2・3後 2 〇 兼1

計量経済学 2・3後 2 〇 2

経営情報論 2・3前 2 〇 2

マーケティング論 2・3後 2 〇 2

ビジネスイノベーション論 2・3後 2 〇 2

金融論 2・3後 2 〇 兼1

社会学概論 2前 2 〇 1

情報社会論 2・3前 2 〇 1 1

情報政策論 2・3前 2 〇 2

社会調査法 2・3後 1 〇 1

認知科学 2・3後 2 〇 2

情報行動論 2・3前 2 〇 2

情報文化論 2・3前 2 〇 1 1

情報メディア論 2・3前 2 〇 2

基礎演習 1通 2 〇 7 1 共同

専門演習Ⅰ 2通 2 〇 11 2 共同

専門演習Ⅱ 3通 2 〇 11 2 共同

卒業研究 4通 4 〇 9 2

－ 56 58 0 12 3 0 0 0 兼2

－ 68 76 0 14 4 0 0 0 兼4

小計59（科目） －

１学年の学期区分

以下に掲げる基準を満たし、合計124単位以上修得することを卒業要件とする。

＜共通基礎科目＞
　　・必修科目12単位を修得すること。
　　・合計22単位以上修得すること。

＜専門教育科目＞

　（専門科目）
　　・「基盤科目」の必修科目20単位を修得すること。
　　・「情報・データサイエンス分野科目」の必修科目16単位を修得すること。
　　・「経済・経営分野科目」の必修科目10単位を修得すること。
　　・合計92単位以上修得すること。

　（基礎・専門演習科目）
　　・6単位修得すること。

　（卒業研究）
　　・4単位修得すること。

※　履修科目の登録の上限は、年間45単位を上限とする。

合計（76科目）

授業期間等

－

学位又は学科の分野
工学関係
経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号

１時限の授業時間

学士（情報学）

2期

15週

90分

１学期の授業期間

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

経
済
・
経
営
分
野
科
目

卒業研究

基礎・専門
演習科目
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１．都道府県内における位置関係図 （大学キャンパス／大阪府吹田市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-図面 -1-



１．都道府県内における位置関係図 （課外活動運動場／奈良県北葛城郡河合町） 

 

 

 

-図面 -2-



２．最寄り駅からの距離・交通機関図 （大学キャンパス／大阪府吹田市） 

 

〇 大阪駅から約１５分でキャンパス 

 

【最寄駅】 ＪＲ東海道本線「吹田駅」から約３００ｍ（徒歩約５分） 

阪急千里線  「吹田駅」から約５００ｍ（徒歩約１０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学キャンパス 
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２．最寄り駅からの距離・交通機関図 （課外活動運動場／奈良県北葛城郡河合町） 

 

 〇 大学キャンパスから、約３８ｋｍ（約４０分） 

 

  【最寄駅】 ＪＲ「王寺駅」・近鉄「王寺駅」「新王寺駅」から約１．５ｋｍ（バス３分） 

 

 

 

 

課外活動運動場 

-図面 -4-
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大和大学学則（案） 
 

 

第１章 総則 

 

  (目的) 

第１条 大和大学(以下｢本学｣という。)は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに基づき、

高い専門性と幅広い視野を授けるとともに、豊かな人間性を涵養し、一人ひとりの「ひと」を見

つめ、学術文化の向上と社会の平和と発展に貢献する有能な人材を育成することを目的とする。 

 

  (自己評価等) 

第２条 本学の目的を達するために、教育研究活動等の状況について、自ら点検及び評価を行い、

その結果を公表するものとする。 

２ 点検及び評価については、別に定める。 

３ 本学は、第１項の点検及び評価の結果について、政令で定める期間ごとに、文部科学大臣の 

認証を受けた者による評価を受けるものとする。 

 

  (情報の公開) 

第３条 本学は、教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることがで

きる方法によって、積極的に情報を公開するものとする。 

 

  (教育内容等の改善のための組織的な研修等) 

第４条 本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を行う。 

 

  (社会的・職業的自立に関する指導等) 

第５条 本学は、学部等の教育上の目的に応じ、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的及び

職業的自立を図るために必要な能力を、教育課程の実施及び厚生補導を通じて培うことができる

よう、大学内の組織間の有機的な連携を図り、適切な体制を整えるものとする。 

 

 

第２章 学部、学科等及び修業年限 

 

（学部）                        

第６条 本学に、次の学部を置き、学部ごとに次のとおり教育研究上の目的を定める。 

 

・教育学部 

 

教育学科のもとに、初等幼児教育専攻、国語教育専攻、数学教育専攻、英語教育専攻の４

つの専攻を置き、初等幼児教育専攻は初等幼児教育を柱に、国語教育、数学教育、英語教育

の各専攻は、それぞれの教科教育を柱に関連する領域に関する専門的知識を身につけること

によって、教育保育分野に貢献する人材を育成する。 

 

・保健医療学部 

 

看護学、理学療法学、作業療法学、言語聴覚学の各分野について、理論及び応用の研究を

行うとともに、十分な知識と技能を有し、保健医療の実践を担うことができる応用能力及び

豊かな人間性を備えた看護師、保健師、助産師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等の

人材を育成する。 
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・政治経済学部 

 

政治経済学部のもとに、政治・政策学科、経済経営学科を置き、政治・政策学科のもとに

政治学専攻、政策学専攻、経済経営学科のもとに経済学専攻、経営学専攻を設け、政治、経

済の各分野を広く俯瞰し、各分野における豊かな専門的知識・理論に裏打ちされた実学的・

実践的視点をもった人材を育成する（2年次専攻選択制）。 

 

 ・理工学部 

 

理工学科のもとに数理科学専攻、情報科学専攻、機械工学専攻、電気電子工学専攻、建築

学専攻を設け、幅広い視野、専門的知識、また、強い探究心、使命感を有し、持続可能な社

会の実現に向けて、創造性、独創性、発想力を発揮してイノベーションを創出することがで

きる科学技術者、研究者を育成する。 

 

・社会学部 

 

社会学科のもとに現代社会学コース、メディア社会学コース、社会心理学コースを設け、 

社会学に関する理論、知識を活かし、社会が抱える課題の解決に意欲的に取り組み、社会の 

発展と幸せな暮らしの創造に貢献する人材を養成する（2年次コース選択制）。 

 

・情報学部 

 

情報学を基軸とする情報科学、社会科学の文理融合の学びにより、多角的な視点で情報を 

とらえ、課題解決に意欲的に取り組み、社会の発展と豊かな暮らしの創造に貢献する人材を 

養成する。 
 

 （修業年限） 

 

第７条 本学学部の修業年限は 4年とする。 

 

 （入学定員） 

第８条 本学の学部、学科及び課程別の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

 

 学科 専攻・コース 入学定員 収容定員 

教育学部 教育学科 

初等幼児教育専攻 190名 

(3年次編入 

初等幼児教育

専攻 5名) 

770名 
国語教育専攻 

数学教育専攻 

英語教育専攻 

保健医療学部 

看護学科  100名 400名 

総合リハビリテーシ

ョン学科 

理学療法学専攻 

40名 

(4年次編入 5

名) 

165名 

作業療法学専攻 

40名 

(4年次編入 5

名) 

165名 

言語聴覚学専攻 40名 160名 

政治経済学部 政治・政策学科 
政治学専攻 

60名 240名 
政策学専攻 
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経済経営学科 
経済学専攻 

120名 480名 
経営学専攻 

理工学部 理工学科 

数理科学専攻 

230名 920名 

情報科学専攻 

機械工学専攻 

電気電子工学専攻 

建築学専攻 

社会学部 社会学科 

現代社会学コース 

200名 800名 メディア社会学コース 

社会心理学コース 

情報学部 情報学科 － 200名 800名 

 

 

第３章 職員組織 

 

  (職員)  

第９条 本学に、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及びその他の職員を置く。 

２ 本学に、非常勤講師、客員教授、その他必要な職員を置くことができる。 

 

  (学長及びその他役職) 

第 10条 本学に、学長を置く。学長は大学を代表するととともに、大学を統括する。 

２ 本学に、副学長を置くことができる。副学長は学長を助け、学長の命を受けて校務をつかさ

どる。 

３ 本学に、学部長を置く。学部長は、当該学部の学務、所属職員を統括する。 

４ 本学に、学部長補佐を置くことができる。学部長補佐は、学部長を助け、学部長の命を受け

て学部の校務をつかさどる。 

５ 本学に、その他必要な役職を置くことができる。 
 

 

第４章 大学協議会及び教授会 

 

  (大学協議会) 

第 11条 本学の管理運営に関する重要事項を審議し、理事会との連絡調整を図るため、大学協議 

会を置く。 

２ 大学協議会は、学長、学部長、学部長補佐、室長、部長及び学長が必要と認めた専任職員等  

によって構成する。 

３ 大学協議会は、学長が招集し、その議長となる。学長が議長をつとめることができない場合

は、学長が指名した者がこれに代わるものとする。 

４ 大学協議会は、次の事項について審議し、学長が最終決定する。 

一 大学運営、将来計画に関する事項 

二 学則、諸規程等の制定改廃に関する事項  

三 学部等編成、学生定員に関する事項 

四 人事に関する事項 

五 学生募集、入学試験に関する事項 

六 教育課程に関する事項 

七 学生の入学、卒業、課程の修了及び在籍に関する事項 
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八 学位授与に関する事項 

九 教育研究に関する事項  

十 学生の補導・賞罰に関する事項  

十一 自己点検・評価に関する事項  

十二 その他、重要事項  
 

  (教授会) 

第 12条 本学に教授会を置く。 

２ 教授会は、当該学部の専任教員をもって構成する。 

３ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

一 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

二 学位授与に関する事項 

三 前二号に規定するもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くこ

とが必要なものとして学長が認める事項 

 ４ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会が置かれる組織の長 

  がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べるこ 

  とができる。 
 

 

第５章 学年、学期及び休業日 

 

  （学年） 

第 13条 学年は、4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 
 

  （学期） 

第 14条 学年を分けて、次の 2学期とする。 

     前 期  4月 1日から 9月 30日まで 

     後 期 10月１日から 3月 31日まで 

２ 前項の期日は、当該年度の学年暦によって変更することができる。 

 

  （休業日） 

第 15条 休業日は、次のとおりとする。 

一 日曜日 

二 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律 178号）に定める休日 

三 創立記念日（6月 1日） 

四 夏期休業 

五 冬期休業 

六 春期休業 

２ 前項第四号から第六号は、当該年度の学年暦に定める期間とする。 

３ 学長は、必要がある場合、前項の休業日を臨時に変更し、又は臨時の休業日を定めることが

できる。 

 

 

第６章 入学 

 

 （入学の時期）            

第 16条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、特別な場合は、学期の始めに入学を許可 

することがある。 
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  （入学の資格）                               

第 17条 各学科第 1学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

一 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

二 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程によりこれに  

相当する学校教育を修了した者 

三 外国において学校教育による 12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で､文部科学

大臣の指定したもの                    

四 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外教育施

設の当該課程を修了した者                         

五 専修学校の高等課程（修業年限が 3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以降に修了した者 

六 文部科学大臣の指定した者 

七 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17年文部科学省令第 1号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者(同規則附則第 2条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程

(昭和 26年文部省令第 13号)による大学入学資格検定に合格した者を含む。) 

八 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、18歳に達した者 

 

 (入学の出願) 

第 18条 入学を志願する者は、別に定める入学検定料を納入し、指定期日までに所定の入学手 

続きを行うことによって本学に願い出なければならない。 
 

  (入学者の選考) 

第 19条 入学者の選考は、学力試験、その他の方法による。 

２ 選考の方法は、別に定める。 

 

  (入学手続及び入学許可) 

第 20条 前条の選考に合格した者は、指定された期日までに、入学金、授業料、その他の学費 

に保証人連署の誓約書など所定の書類を添えて、入学手続きを完了しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者について、入学を許可する。 

 

  (編入学) 

第 21条 本学に編入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する資格を有する者 

でなければならない。 

一 短期大学、高等専門学校を卒業した者 

二 大学入学資格を有し、文部科学大臣の定める基準を満たす専修学校の専門課程を修了し

た者 

三 その他法令で定めるところにより資格があるとされている者 

２ 前項の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位の取扱い、並びに在

学すべき年数については、大学協議会の議を経て学長が決定する。 

 

  (転入学) 

第 22条 本学に転入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、選考のうえ相当年次 

に入学を許可することがある。 

２ 転入学をすることのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

一 大学を卒業した者又は退学した者 

二 他の大学に在学している者 

３ 前項の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位の取扱い、並びに在
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学すべき年数については、大学協議会の議を経て学長が決定する。 

 

 (再入学) 

第 23条 正当な理由で本学を退学した者が、再入学を希望するときは、欠員のある場合に限り、

選考のうえ相当年次に入学を許可することがある。 

２ 前項の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位の取扱い、並びに在

学すべき年数については、大学協議会の議を経て学長が決定する。 

 
 

第７章 教育課程、単位及び履修方法等 

 

  (教育課程) 

第 24条 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目、自由選択科目に分け、これを各学年  

次に配当して編成するものとする。 

 

  (授業科目の区分) 

第 25条 授業科目を分けて、共通基礎科目、専門教育科目とする。 

 

  (授業科目の名称及び単位数並びに卒業に必要な単位数) 

第 26条 授業科目の名称及び単位数並びに卒業に必要な単位数は、別に定める。 

 

  (授業の方法) 

第 27条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技等により行うものとする。 

 

  (単位計算方法) 

第 28条 授業科目の単位計算方法は、次の基準によるものとする。 

一 講義については、15時間をもって 1単位とする。ただし､外国語科目の講義については、

30時間をもって 1単位とする。 

二 演習については、30時間をもって 1単位とする。 

三 実験、実習、体育実技等については、45時間をもって 1単位とする。 

四 教育上必要があるときは、講義については 30時間の講義、演習については 15時間の演

習、実験、実習、体育実技については 30時間の実験・実習・体育実技をもって 1単位と

することができる。 

五 卒業論文、卒業研究等の授業科目については、単位を授与する。単位数は、学科ごとに

別に定める。 

 

  (単位の認定、科目の修得及び評価) 

第 29条 授業科目を履修し、その試験、又は論文等の審査に合格した者には、所定の単位を与  

える。 

２ 前項の規定にかかわらず、平常点をもって試験に代えることを認められた科目については、

この限りでない。 

３ 試験に関する事項は、別に定める。 

 

  (成績の評価) 

第 30条 成績の評価は、秀・優・良・可・不可の 5種とし、秀・優・良・可を合格、不可を不合

格とする。 

 

  (授業日数) 

第 31条 毎学年の授業日数は、定期試験の日数を含め、35週以上とする。 
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  (履修方法) 

第 32条 学生は、4年以上在学し、各学科所定の授業科目を履修しなければならない。 

２ 履修方法については、別に定める履修規程の定めるところによる。 

 

  (メディアを利用して行う授業) 

第 33条 メディアを利用して行う授業は、あらかじめ指定した情報機器その他の通信手段によって

行う。 

２ 前項の授業を実施する授業科目については、別に定める。 

 

  (他の大学又は短期大学における授業科目の履修等) 

第 34条 学生が本学の定めるところにより他の大学又は短期大学において履修した授業科目に 

ついて修得した単位を、60単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得した

ものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学した場合に準用する。 

 

  (大学以外の教育施設における学修) 

第 35条 学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が定め

る学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、前条第 1項により本学において修得したものとみ

なす単位数と合わせて 60単位を超えないものとする。 

 

  (入学前の既修得単位等の認定) 

第 36条 学生が本学に入学する前に大学、短期大学、高等専門学校又は大学設置基準第 29条第 1

項の規定による専修学校において履修した授業科目について修得した単位を、本学に入学した後

の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 学生が本学に入学する前に行った前条第 1項に規定する学修を本学における授業科目の履修

とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転入学等

の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第 34条第 1項及び第 2項

並びに前条第 1項により、本学で修得したものとみなす単位数と合わせて 60単位を超えない

ものとする。 

 

 (免許資格) 

第 37条  教育職員免許状を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則

に定める所要の単位を修得しなければならない。 

２ 前項の規定により所要の単位を修得した者が教育職員免許状を取得できる学部学科、教育職

員免許状の種類は次のとおりとする。 

３ 前項の学部学科専攻に在籍していない者が教育職員免許状を取得しようとする場合、当該学

部学科専攻の教育課程における所要の単位を科目履修等によって修得することができる。 
 

 学科 専攻 教育職員免許状の種類 

教育学部 教育学科 

初等幼児教育専攻 
幼稚園教諭一種免許状 

小学校教諭一種免許状 

中学校教諭一種免許状（国語） 

高等学校教諭一種免許状（国語） 

中学校教諭一種免許状（数学） 
国語教育専攻 
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数学教育専攻 
高等学校教諭一種免許状（数学） 

中学校教諭一種免許状（英語） 

高等学校教諭一種免許状（英語） 

特別支援学校教諭一種免許状 英語教育専攻 

社会学部 社会学科  

中学校教諭一種免許状（社会） 

高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

高等学校教諭一種免許状（公民） 

 

第 38条 本学学部に、以下の免許資格に関する授業科目を開設する。 

 

 ・保健医療学部 

 

   保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士 

 

 

 ・理工学部 

 

   第一級陸上特殊無線技士、第二級海上特殊無線技士、第一級陸上無線技術士、 

   第一種電気主任技術者、第一種電気通信主任技術者、一級建築士、二級建築士 

 

 ・社会学部 

 

   社会調査士、司書教諭、司書、学芸員、認定心理士 

 

２ 前項の免許資格取得、受験資格取得、一部試験免除資格等の取得要件については別に定め 

る。 

 

 

第８章 休学、転学、留学、除籍及び退学 

                   

  (休学) 

第 39条 病気その他やむを得ない事由により、引き続き 3か月以上修学できない見込みの者は、

所定の手続により、学長の許可を得て休学することができる。 

２ 病気のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ずること

ができる。 

 

  (休学期間) 

第 40条 休学の期間は 1年を超えることができない。ただし、やむを得ない事由があるときは、 

許可を得て更に 1年以内に限り、期間を延長することができる。 

２ 休学の期間は、通算して、4年を超えることはできない。 

３ 休学の期間は、第 7条の在学年限に算入しない。 

４ 休学期間中にその理由が消滅した場合は、所定の手続により、学長の許可を得て復学するこ

とができる。 

 

  (転学) 

第 41条 本学から他の大学へ転学しようとする者は、所定の手続により、学長に願い出て許可 

を受けなければならない。 
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  (転学部、転学科) 

第 42条 本学内において、他の学部、学科への転学部、転学科を志願する者があるときは、大 

学協議会において審議のうえ、学長が転学部、転学科を許可することがある。 

２ 転学部、転学科の許可を受けた者の修業年限及び既に取得した単位の取扱は、大学協議会の

議を経て、学長が決定する。 

 

  (留学) 

第 43条 外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者は､学長の許可を得て留学すること

ができる。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第 7条に定める在学期間に含めることができる。 

３ 留学に関する事項は、別に定める。 

 

  (退学) 

第 44条 退学しようとする者は、その事由を付して、所定の様式により学長に願い出て、許可を

受けなければならない。 

 

  (除籍) 

第 45条 次の各号の一に該当する者は、大学協議会の議を経て学長が除籍する。 

一 学生納付金の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

ニ 第 7条に定める在学年限を超えた者 

三 長期間にわたり行方不明の者 

四 第 39条第 2項に定める休学の期間を超えてもなお修学できない者 

五 死亡した者 

 

 

第９章 卒業及び学士の学位 

 

 (卒業)                  

第 46条 本学に 4年以上在学し、所定の単位を修得した者について、大学協議会の議を経て、学

長が卒業を認定する。                                     

２ 学長は、卒業を認定した者に対して、学士の学位を授与する。 

 

  (学士の学位) 

第 47条 学士の学位については、別に定める。 

 

 

第 10章 賞罰 

 

  (表彰) 

第 48条 学生として表彰に値する行為があった者には、学長は、大学協議会の議を経て、表彰 

することができる。 
 

  (懲戒) 

第 49条 本学の諸規程に違背し、若しくは秩序を乱し、又は学生の本分に反する行為をした者 

は、大学協議会の議を経て、学長がこれを懲戒する。 

２ 懲戒は、訓告、停学及び退学とする。 

３ 前項の退学は次の各号の一に該当する者に対して行う。 

一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

二 学業劣等で成業の見込がないと認められる者 
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三 正当の理由なくして出席常でない者 

四 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

４ 停学期間は在学年限に算入し、修業年限には算入しないものとする。ただし、停学期間が３

か月未満の場合は、修業年限に算入することができる。 

 

 

第 11章 厚生補導    

 

  (学生指導) 

第 50条 本学は、学生の福利厚生並びに学生生活全般の指導の適切かつ円滑な実施を図るもの 

とする。 

２ 前項に関する事項は別に定める。 

 

 

 (保健管理) 

第 51条 本学に保健室を置き、学生の保健管理を行う。 

 

 

第 12章 施設利用 

 

  (施設利用) 

第 52条 本学の施設は、本学の学生及び職員が使用できる。ただし、本学の運営に支障のない 

限りにおいて、一般市民の利用に供することができる。 

 

 

第 13章 研究生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生 

 

  (研究生) 

第 53条 本学において、特定の課題について研究することを志願する者があるときは、学部の 

教育研究に支障のない限り、選考のうえ、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生を志願することのできる者は、大学を卒業した者、又はこれと同等以上の学力がある

と認められた者とする。 

３ 研究期間は、1年とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を更新することがで

きる。 

 

  (聴講生) 

第 54条 本学において特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、本学の教育 

に支障のない場合に限り、選考のうえ、聴講生として入学を許可することがある。 

２ 聴講生は学期ごとに許可する。 

 

  (科目等履修生) 

第 55条 本学の学生以外の者で、本学において一又は複数の授業科目の履修を志願する者があ 

るときは、教育・研究に支障がない場合に限り、選考のうえ、科目等履修生として、入学を許 

可することがある。 

２ 前項の科目等履修生に対し単位を与えることができる。 

３ 科目等履修生に対する単位の授与については、第 29条の規定を準用する。 

 

  (外国人留学生) 

第 56条 外国人で、大学において教育を受ける目的で入国し、本学に入学を志願する者がある 

ときは、選考のうえ、外国人留学生として入学を許可する。 
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第 14章 入学検定料及び学生納付金 

 

  (入学検定料及び学生納付金) 

第 57条 入学検定料及び学生納付金については、別に定める。 

 

 (免除等) 

第 58条 学業優秀である者若しくは経済的理由によって納付が困難な者に対しては、学生納付金

の一部又は全部を免除し、徴収を猶予することがある。 

２ 休学期間中及び留学期間中の学生納付金については、別に定める。 

 

  (退学等の場合の学生納付金) 

第 59条 学年の中途において退学し、転学し、又は停学若しくは退学を命ぜられた者もその学 

年の学生納付金を納めなければならない。 

 

(研究生、聴講生及び科目等履修生の入学検定料及び学生納付金) 

第 60条 研究生、聴講生及び科目等履修生の入学検定料及び学生納付金については、別に定め 

る。 

 

 (返還)                 

第 61条 納付した入学検定料及び学生納付金は、返還しない。 

 

 

第 15章 奨学金 

 

  (奨学金) 

第 62条 本学に奨学金の制度を設けることができる。 

２ 奨学金の支給は、品行方正で学業優秀な学生に対して行う。 

 

 

第 16章 各種講座及び講習会等 

 

  (各種講座及び講習会等) 

第 63条 学生の教育研究、また、地域社会の教育文化の向上に資するため、各種講座、講習会を

開設することができる。 

２ 前項の講座、講習会実施にあたり、学長は、特任教授を任命することができる。 

 

 

  第 17章 附属施設 

 

第 64条 本学に、図書館を置く。 

２ 図書館に関する事項は、別に定める。 
 

 

  第 18章 改廃及び細則 

 

 

  （改廃） 

第 65条 本学則の改廃は、大学協議会の議を経て学長が決定する。 
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  （補則） 

第 66条 本学則の施行に関する細則、その他必要な事項は、別に定める。 

 

 

附 則 

 

この学則は、平成 26年 4月 1日から施行する。 

 

附 則 

 

この学則は、平成 27年 4月 1日から施行する。 

 

 附 則 
 

この学則は、平成 28年 4月 1日から施行する。 

 

 附 則 
 

この学則は、平成 29年 4月 1日から施行する。 

 

 附 則 （教職課程再認定申請に伴う学則の一部変更） 

     （保健医療学部看護学科における教職課程認定取下げに伴う学則の一部変更） 
 

１ この学則は、2019年 4月 1日から施行する。 

２ 第 37条 教育職員免許状について、平成 30年度以前の入学生は従前の規定を適用する。 
 

 附 則 （理工学部設置・卒業要件・改廃等に伴う学則の一部変更） 

 

この学則は、2020年４月１日から施行する。 

 

 附 則 （社会学部設置に伴う規定、教育職員免許状に関する規定の学則の一部変更） 

 

この学則は、2021年４月１日から施行する。 

 

 

 附 則 （政治経済学部政治行政学科の名称変更に伴う規定の一部変更） 

 

この学則は、2022年４月１日から施行する。 

 

 

 附 則 （情報学部設置に伴う規定の一部変更） 

（保健医療学部総合リハビリテーション学科・政治経済学部の収容定員変更に伴う規定 

の一部変更） 

 

この学則は、2023年４月１日から施行する。 
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

言葉と文学 講義 2 ４前 ○
くらしと芸術 講義 2 ４前 ○
心理学概論 講義 2 １前 ○
日本国憲法 講義 2 ２前 ○
くらしと福祉 講義 2 １後 ○
経済学概論 講義 2 １前 ○
情報処理 演習 2 １前 ○
基礎統計学 講義 2 ２前 ○
英語Ⅰ 演習 2 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 １後 ○
スポーツ 演習 2 １後 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 2 ３通 ○
卒業研究Ⅱ 演習 2 ４通 ○
教師論 講義 2 １後 ○
教育基礎論 講義 2 ２後 ○
教育心理学 講義 2 １後 ○
教育制度論 講義 2 ２後 ○
特別支援教育入門 講義 1 １前 ○
幼児理解 講義 2 １後 ○
教育課程論 講義 2 １前 ○
道徳理論と指導法 講義 2 ２後 ○
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 講義 2 ２前 ○
教育の方法技術 講義 2 ３前 ○
生徒・進路指導論 講義 2 ２後 ○
教育相談 講義 2 ３前 ○
初等国語Ⅰ 講義 2 １前 ○
初等国語Ⅱ 講義 2 ２前 ○
初等社会 講義 2 ３前 ○
初等算数Ⅰ 講義 2 １後 ○
初等算数Ⅱ 講義 2 ２前 ○
初等理科 講義 2 １後 ○
初等生活 講義 2 ２前 ○
初等音楽 演習 2 １前 ○
初等図画工作 演習 2 １後 ○
初等家庭 講義 2 １後 ○
初等体育 演習 2 １前 ○
初等英語 講義 2 ２前 ○

専
門
教
育
科
目

初
等
幼
児
教
育

基
礎
科
目

第24条関係

教育学部教育学科初等幼児教育専攻　教育課程

保健体育科目

キャリア・
ガイダンス
科目

人間と自然

専
門
基
礎
科
目

共通教育
基礎科目

専
門
科
目

教
科
に
関
す
る
科
目

科目区分

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人間と文化

人間と社会

外国語科目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

初等教科教育法（国語） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（社会） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（算数） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（理科） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（生活） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（音楽） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（図画工作） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（家庭） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（体育） 講義 2 １後 ○
初等教科教育法（英語） 講義 2 ２後 ○
保育内容総論Ⅰ 演習 2 １前 ○
保育内容総論Ⅱ 演習 2 １後 ○
保育内容（表現） 演習 2 １後 ○
保育内容（健康） 演習 2 １後 ○
保育内容（人間関係） 演習 2 １前 ○
保育内容（環境） 演習 2 １前 ○
保育内容（言葉） 演習 2 １後 ○
特別支援教育総論 講義 2 １前 ○
知的障害者の心理・生理・病理 講義 2 ３前 ○
肢体不自由者の心理・生理・病理 講義 2 １後 ○
病弱者の心理・生理・病理 講義 2 ２後 ○
知的障害者教育論 講義 2 １前 ○
知的障害者教育課程論 講義 2 ４前 ○
肢体不自由者教育論 講義 2 １前 ○
肢体不自由者教育課程論 講義 2 ４前 ○
病弱者教育論 講義 2 １前 ○
病弱者教育課程論 講義 2 ４後 ○
視覚障害教育総論 講義 1 ３前 ○
聴覚障害教育総論 講義 1 ３前 ○
重複障害教育総論 講義 2 ４前 ○
発達障害教育総論 講義 2 ３前 ○
障害児教育指導法 演習 2 ４後 ○
小学校実習事前事後指導 演習 1 ３前 ○
小学校教育実習 実習 4 ３後 ○
幼稚園実習事前事後指導 演習 1 ２前 ○
幼稚園教育実習 実習 4 ２後 ○
障害児教育実習事前事後指導 演習 1 ４後 ○
障害児教育実習 実習 2 ４後 ○

総合演習 教職実践演習（幼・小） 演習 2 ４後 ○
卒業論文 卒業論文 演習 4 ４通 ○

AIデータサイエンス入門 講義 2 １前・後 ○自由選択科目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

教
科
・
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目

実
習
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

言葉と文学 講義 2 ４前 ○
くらしと芸術 講義 2 ４前 ○
心理学概論 講義 2 １前 ○
日本国憲法 講義 2 ２前 ○
くらしと福祉 講義 2 １後 ○
経済学概論 講義 2 １前 ○
情報処理 演習 2 １前 ○
基礎統計学 講義 2 ２前 ○
英語Ⅰ 演習 2 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 １後 ○
スポーツ 演習 2 １前 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 2 ３通 ○
卒業研究Ⅱ 演習 2 ４通 ○
教師論 講義 2 １後 ○
教育基礎論 講義 2 ２後 ○
教育心理学 講義 2 １後 ○
教育制度論 講義 2 ２後 ○
特別支援教育入門 講義 1 １前 ○
教育課程論 講義 2 １前 ○
道徳理論と指導法 講義 2 ３前 ○
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 講義 2 ３前 ○
教育の方法技術 講義 2 ２後 ○
生徒・進路指導論 講義 2 ３前 ○
教育相談 講義 2 ３前 ○
国語学Ⅰ（音声言語含む） 講義 2 １前 ○
国語学Ⅱ（文章表現含む） 講義 2 １後 ○
国語文法論Ⅰ 講義 2 ２後 ○
国語文法論Ⅱ 講義 2 ３前 ○
国語史Ⅰ 講義 2 ３前 ○
国語史Ⅱ 講義 2 ４前 ○
国文学概論Ⅰ 講義 2 １前 ○
国文学概論Ⅱ 講義 2 １後 ○
国文学史Ⅰ 講義 2 １後 ○
国文学史Ⅱ 講義 2 ２後 ○
国文学講読Ⅰ 講義 2 １後 ○
国文学講読Ⅱ 講義 2 ２後 ○
漢文学Ⅰ 講義 2 １後 ○
漢文学Ⅱ 講義 2 ２前 ○
書道（書写） 演習 2 ２前 ○
中等教科教育法（国語Ⅰ） 講義 2 １後 ○
中等教科教育法（国語Ⅱ） 講義 2 ２前 ○
中等教科教育法（国語Ⅲ） 講義 2 ２後 ○
中等教科教育法（国語Ⅳ） 講義 2 ３前 ○

専
門
科
目

保健体科目

キャリア・
ガイダンス
科目

教
科
に
関
す
る
科
目

教科の指
導法に関
する科目

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

外国語科目

中等教育
基礎科目

専
門
基
礎
科
目

第24条関係

人間と社会

教育学部教育学科国語教育専攻　教育課程

専
門
教
育
科
目

共通教育
基礎科目

人間と自然

科目区分

人間と文化
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

特別支援教育総論 講義 2 １前 ○
知的障害者の心理・生理・病理 講義 2 ３前 ○
肢体不自由者の心理・生理・病理 講義 2 １後 ○
病弱者の心理・生理・病理 講義 2 ２後 ○
知的障害者教育論 講義 2 １前 ○
知的障害者教育課程論 講義 2 ４前 ○
肢体不自由者教育論 講義 2 １前 ○
肢体不自由者教育課程論 講義 2 ４前 ○
病弱者教育論 講義 2 １前 ○
病弱者教育課程論 講義 2 ４後 ○
視覚障害教育総論 講義 1 ３前 ○
聴覚障害教育総論 講義 1 ３前 ○
重複障害教育総論 講義 2 ４前 ○
発達障害教育総論 講義 2 ３前 ○
障害児教育指導法 演習 2 ４後 ○
中等教育実習事前事後指導 演習 1 ３前 ○
中等教育実習 実習 4 ３後 ○
障害児教育実習事前事後指導 演習 1 ４後 ○
障害児教育実習 実習 2 ４後 ○

総合演習 教職実践演習（中・高） 演習 2 ４後 ○
卒業論文 卒業論文 演習 4 ４通 ○

初等国語Ⅰ 講義 2 １前 ○
初等国語Ⅱ 講義 2 ２前 ○
初等算数Ⅰ 講義 2 １後 ○
初等算数Ⅱ 講義 2 ２前 ○
初等理科 講義 2 １後 ○
初等音楽 演習 2 １後 ○
初等図画工作 演習 2 １後 ○
初等体育 演習 2 １後 ○
初等英語 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（国語） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（社会） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（算数） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（理科） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（生活） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（音楽） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（図画工作） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（家庭） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（体育） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（英語） 講義 2 ２後 ○
小学校実習事前事後指導 演習 1 ３前 ○
小学校教育実習 実習 4 ３後 ○
教職実践演習（幼・小） 演習 2 ４後 ○
AIデータサイエンス入門 講義 2 １前・後 ○

自
由
選
択
科
目

専
門
科
目

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目

実習科目

専
門
教
育
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

言葉と文学 講義 2 ４前 ○
くらしと芸術 講義 2 ４前 ○
心理学概論 講義 2 １前 ○
日本国憲法 講義 2 ２前 ○
くらしと福祉 講義 2 １後 ○
経済学概論 講義 2 １前 ○
情報処理 演習 2 １後 ○
基礎統計学 講義 2 ２前 ○
英語Ⅰ 演習 2 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 １後 ○
スポーツ 演習 2 １後 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 2 ３通 ○
卒業研究Ⅱ 演習 2 ４通 ○
教師論 講義 2 １後 ○
教育基礎論 講義 2 ２後 ○
教育心理学 講義 2 １後 ○
教育制度論 講義 2 ２後 ○
特別支援教育入門 講義 1 １前 ○
教育課程論 講義 2 １前 ○
道徳理論と指導法 講義 2 ３前 ○
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 講義 2 ３前 ○
教育の方法技術 講義 2 ２後 ○
生徒・進路指導論 講義 2 ３前 ○
教育相談 講義 2 ３前 ○
基礎数学 講義 2 １前 ○
代数学Ⅰ 講義 2 １前 ○
代数学Ⅱ 講義 2 ２後 ○
代数学Ⅲ 講義 2 ３前 ○
代数学Ⅳ 講義 2 ４前 ○
幾何学Ⅰ 講義 2 １前 ○
幾何学Ⅱ 講義 2 ２前 ○
幾何学Ⅲ 講義 2 ３前 ○
幾何学Ⅳ 講義 2 ４前 ○
解析学Ⅰ 講義 2 １後 ○
解析学Ⅱ 講義 2 ２後 ○
解析学Ⅲ 講義 2 ３前 ○
解析学Ⅳ 講義 2 ４前 ○
確率・統計学 講義 2 ２後 ○
コンピュータ 講義 2 １後 ○
中等教科教育法（数学Ⅰ） 講義 2 １後 ○
中等教科教育法（数学Ⅱ） 講義 2 ２前 ○
中等教科教育法（数学Ⅲ） 講義 2 ２後 ○
中等教科教育法（数学Ⅳ） 講義 2 ３前 ○

専
門
科
目

保健体育科目

キャリア・
ガイダンス
科目

教
科
に
関
す
る
科
目

教科の指
導法に関
する科目

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

外国語科目

中等教育
基礎科目

専
門
基
礎
科
目

第24条関係

人間と社会

教育学部教育学科数学教育専攻　教育課程

専
門
教
育
科
目

共通教育
基礎科目

人間と自然

科目区分

人間と文化
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

特別支援教育総論 講義 2 １前 ○
知的障害者の心理・生理・病理 講義 2 ３前 ○
肢体不自由者の心理・生理・病理 講義 2 １後 ○
病弱者の心理・生理・病理 講義 2 ２後 ○
知的障害者教育論 講義 2 １前 ○
知的障害者教育課程論 講義 2 ４前 ○
肢体不自由者教育論 講義 2 １前 ○
肢体不自由者教育課程論 講義 2 ４前 ○
病弱者教育論 講義 2 １前 ○
病弱者教育課程論 講義 2 ４後 ○
視覚障害教育総論 講義 1 ３前 ○
聴覚障害教育総論 講義 1 ３前 ○
重複障害教育総論 講義 2 ４前 ○
発達障害教育総論 講義 2 ３前 ○
障害児教育指導法 演習 2 ４後 ○
中等教育実習事前事後指導 演習 1 ３前 ○
中等教育実習 実習 4 ３後 ○
障害児教育実習事前事後指導 演習 1 ４後 ○
障害児教育実習 実習 2 ４後 ○

総合演習 教職実践演習（中・高） 演習 2 ４後 ○
卒業論文 卒業論文 演習 4 ４通 ○

初等国語Ⅰ 講義 2 １前 ○
初等国語Ⅱ 講義 2 ２前 ○
初等算数Ⅰ 講義 2 １後 ○
初等算数Ⅱ 講義 2 ２前 ○
初等理科 講義 2 １後 ○
初等音楽 演習 2 １後 ○
初等図画工作 演習 2 １後 ○
初等体育 演習 2 １後 ○
初等英語 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（国語） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（社会） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（算数） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（理科） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（生活） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（音楽） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（図画工作） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（家庭） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（体育） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（英語） 講義 2 ２後 ○
小学校実習事前事後指導 演習 1 ３前 ○
小学校教育実習 実習 4 ３後 ○
教職実践演習（幼・小） 演習 2 ４後 ○
AIデータサイエンス入門 講義 2 １前・後 ○

自
由
選
択
科
目

専
門
科
目

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目

実習科目

専
門
教
育
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

言葉と文学 講義 2 ４前 ○
くらしと芸術 講義 2 ４前 ○
心理学概論 講義 2 １前 ○
日本国憲法 講義 2 ２前 ○
くらしと福祉 講義 2 １後 ○
経済学概論 講義 2 １前 ○
情報処理 演習 2 １後 ○
基礎統計学 講義 2 ２前 ○
英語Ⅰ 演習 2 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 １後 ○
スポーツ 演習 2 １前 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 2 ３通 ○
卒業研究Ⅱ 演習 2 ４通 ○
教師論 講義 2 １後 ○
教育基礎論 講義 2 ２後 ○
教育心理学 講義 2 １後 ○
教育制度論 講義 2 ２後 ○
特別支援教育入門 講義 1 １前 ○
教育課程論 講義 2 １前 ○
道徳理論と指導法 講義 2 ３前 ○
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 講義 2 ３前 ○
教育の方法技術 講義 2 ２後 ○
生徒・進路指導論 講義 2 ３前 ○
教育相談 講義 2 ３前 ○
英語学概論Ⅰ 講義 2 １前 ○
英語学概論Ⅱ 講義 2 １後 ○
英文法概説Ⅰ 講義 2 １前 ○
英文法概説Ⅱ 講義 2 １後 ○
英語学演習Ⅰ 演習 2 ４前 ○
英語学演習Ⅱ 演習 2 ４後 ○
英語文学概論Ⅰ 講義 2 １前 ○
英語文学概論Ⅱ 講義 2 １後 ○
Communicative EnglishⅠ 演習 2 １前 ○
Communicative EnglishⅡ 演習 2 １後 ○
Intensive ListeningⅠ 演習 2 ２前 ○
Intensive ListeningⅡ 演習 2 ２後 ○
Interactive Reading 演習 2 ２前 ○
Academic Writing 演習 2 ２後 ○
異文化理解 講義 2 ２前 ○
中等教科教育法（英語Ⅰ） 講義 2 １後 ○
中等教科教育法（英語Ⅱ） 講義 2 ２前 ○
中等教科教育法（英語Ⅲ） 講義 2 ２後 ○
中等教科教育法（英語Ⅳ） 講義 2 ３前 ○
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目
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人間と社会

教育学部教育学科英語教育専攻　教育課程
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目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

特別支援教育総論 講義 2 １前 ○
知的障害者の心理・生理・病理 講義 2 ３前 ○
肢体不自由者の心理・生理・病理 講義 2 １後 ○
病弱者の心理・生理・病理 講義 2 ２後 ○
知的障害者教育論 講義 2 １前 ○
知的障害者教育課程論 講義 2 ４前 ○
肢体不自由者教育論 講義 2 １前 ○
肢体不自由者教育課程論 講義 2 ４前 ○
病弱者教育論 講義 2 １前 ○
病弱者教育課程論 講義 2 ４後 ○
視覚障害教育総論 講義 1 ３前 ○
聴覚障害教育総論 講義 1 ３前 ○
重複障害教育総論 講義 2 ４前 ○
発達障害教育総論 講義 2 ３前 ○
障害児教育指導法 演習 2 ４後 ○
中等教育実習事前事後指導 演習 1 ３前 ○
中等教育実習 実習 4 ３後 ○
障害児教育実習事前事後指導 演習 1 ４後 ○
障害児教育実習 実習 2 ４後 ○

総合演習 教職実践演習（中・高） 演習 2 ４後 ○
卒業論文 卒業論文 演習 4 ４通 ○

初等国語Ⅰ 講義 2 １前 ○
初等国語Ⅱ 講義 2 ２前 ○
初等算数Ⅰ 講義 2 １後 ○
初等算数Ⅱ 講義 2 ２前 ○
初等理科 講義 2 １後 ○
初等音楽 演習 2 １後 ○
初等図画工作 演習 2 １後 ○
初等体育 演習 2 １後 ○
初等英語 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（国語） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（社会） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（算数） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（理科） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（生活） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（音楽） 講義 2 ２後 ○
初等教科教育法（図画工作） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（家庭） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（体育） 講義 2 ２前 ○
初等教科教育法（英語） 講義 2 ２後 ○
小学校実習事前事後指導 演習 1 ３前 ○
小学校教育実習 実習 4 ３後 ○
教職実践演習（幼・小） 演習 2 ４後 ○
AIデータサイエンス入門 講義 2 １前・後 ○

自
由
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門
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

人間と文化 心理学概論 講義 2 １後 ○
人間と社会 日本国憲法 講義 2 １前 ○

情報処理 演習 2 １後 ○
基礎統計学 講義 2 １後 ○
英語Ⅰ 演習 2 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 １後 ○
スポーツ 演習 2 １前 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 2 ３通 ○
卒業研究Ⅱ 演習 2 ４通 ○
チーム医療概論Ⅰ 講義 1 １前 ○
チーム医療概論Ⅱ 講義 1 １後 ○
人体の構造と機能Ⅰ(循環・骨格・筋系等) 演習 2 １前 ○
人体の構造と機能Ⅱ(神経・内分泌・消化器等) 演習 2 １前 ○
生化学 講義 2 １前 ○
病態学総論 講義 1 １後 ○
病態治療論Ⅰ(呼吸と循環) 講義 2 １後 ○
病態治療論Ⅱ(代謝と栄養) 講義 2 １後 ○
病態治療論Ⅲ(神経と運動） 講義 2 １後 ○
病態治療論Ⅳ(血液) 講義 1 ２前 ○
病態治療論Ⅴ(排泄・感覚) 講義 1 ２前 ○
微生物と感染 講義 2 １後 ○
治療学総論 講義 1 １前 ○
薬理学 講義 2 ２前 ○
看護と法律 講義 1 ３前 ○
環境と健康 講義 1 １前 ○
保健医療福祉行政論 講義 2 ３前 ○
精神保健 講義 2 ２前 ○
食品・栄養学 講義 1 ２前 ○
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

基礎看護学総論Ⅰ 講義 2 １前 ○
基礎看護学総論Ⅱ 講義 2 １後 ○
基礎看護技術論Ⅰ 講義 2 １前 ○
基礎看護技術論Ⅱ 講義 2 １後 ○
基礎看護学演習Ⅰ 演習 1 １前 ○
基礎看護学演習Ⅱ 演習 1 １後 ○
基礎看護学演習Ⅲ 演習 1 ２前 ○
基礎看護学実習Ⅰ 実習 1 １後 ○
基礎看護学実習Ⅱ 実習 2 ２前 ○
成人看護学総論 講義 2 １後 ○
成人臨床看護学Ⅰ 講義 2 ２前 ○
成人臨床看護学Ⅱ 講義 2 ２後 ○
成人看護学演習 演習 1 ３前 ○
成人看護学実習Ⅰ（急性期・回復期） 実習 3 ３後 ○
成人看護学実習Ⅱ（慢性期・終末期） 実習 3 ３後 ○
老年看護学総論 講義 2 ２前 ○
老年臨床看護学 講義 2 ２後 ○
老年看護学演習 演習 1 ３前 ○
老年看護学実習Ⅰ（生活援助） 実習 2 ３後 ○
老年看護学実習Ⅱ（健康障害） 実習 2 ３後 ○
小児看護学総論 講義 2 ２前 ○
小児臨床看護学 講義 2 ２後 ○
小児看護学演習 演習 1 ３前 ○
小児看護学実習 実習 2 ４前 ○
母性看護学総論 講義 2 ２前 ○
母性臨床看護学 講義 2 ２後 ○
母性看護学演習 演習 1 ３前 ○
母性看護学実習 実習 2 ４前 ○
精神看護学総論 講義 2 ２前 ○
精神臨床看護学 講義 2 ２後 ○
精神看護学演習 演習 1 ３前 ○
精神看護学実習 実習 2 ３後 ○
在宅看護学総論 講義 1 ２前 ○
在宅臨床看護学 講義 2 ２後 ○
在宅看護学演習 演習 1 ３前 ○
在宅看護学実習 実習 2 ４前 ○
家族ケア論 講義 1 ４後 ○
国際看護 講義 1 ４後 ○
災害看護 講義 1 ４後 ○
看護と安全 講義 2 ３前 ○
看護倫理 講義 1 １後 ○
看護管理 講義 1 ３前 ○
統合実習 実習 2 ４前 ○

基
礎
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護
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

公衆衛生看護学総論 講義 2 ２前 ○
健康相談活動の理論及び方法 講義 2 ２後 ○
産業保健論 講義 2 ３前 ○
学校保健論（学校安全を含む） 講義 2 ２前 ○
公衆衛生看護活動論 講義 2 ２後 ○
公衆衛生学 講義 1 １後 ○
疫学 講義 1 ２後 ○
保健基礎統計学 講義 2 ３前 ○
公衆衛生看護学総論実習Ⅰ 実習 1 ３後 ○
公衆衛生看護学総論実習Ⅱ 実習 2 ４前 ○
公衆衛生看護学総論実習Ⅲ 実習 2 ４後 ○
助産学概論 講義 2 ２前 ○
助産管理論 講義 2 ２後 ○
周産期医学 講義 2 ２後 ○
助産診断・技術学概論 講義 1 ３前 ○
助産診断・技術学Ⅰ 演習 1 ３前 ○
助産診断・技術学Ⅱ 演習 1 ３前 ○
助産診断・技術学Ⅲ 演習 1 ３前 ○
助産診断・技術学Ⅳ 演習 1 ３前 ○
助産学実習Ⅰ 実習 5 ４前 ○
助産学実習Ⅱ 実習 6 ４後 ○
研究方法論 講義 2 ２後 ○
卒業論文 演習 2 ４通 ○
言葉と文学 講義 2 ○
くらしと芸術 講義 2 ○
心理学概論 講義 2 ○
哲学概論 講義 2 ○
生活文化概論 講義 2 ○
くらしと福祉 講義 2 ○
くらしと人権 講義 2 ○
国際関係論 講義 2 ○
経済学概論 講義 2 ○
経営学入門 講義 2 ○
政治学入門 講義 2 ○
行政学入門 講義 2 ○
現代社会学 講義 2 ○
健康科学概論 講義 2 ○
AIデータサイエンス入門 講義 2 ○

自
由
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

人間と文化 心理学概論 講義 2 １後 ○
人間と社会 日本国憲法 講義 2 １前 ○

情報処理 演習 2 １前 ○
基礎統計学 講義 2 １後 ○
発達心理学 講義 2 １前 ○
教育の方法技術 講義 2 １後 ○
英語Ⅰ 演習 2 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 １後 ○
スポーツ 演習 2 １後 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 1 ３前 ○
卒業研究Ⅱ 演習 1 ３後 ○
卒業研究Ⅲ 演習 1 ４後 ○
卒業研究Ⅳ 演習 1 ４後 ○
チーム医療概論Ⅰ 講義 1 １前 ○
チーム医療概論Ⅱ 講義 1 １後 ○
解剖学総論 講義 2 １前 ○
解剖学Ⅰ(骨・筋の形態学) 講義 2 １前 ○
解剖学Ⅱ(神経の形態学) 講義 2 １後 ○
生理学Ⅰ 講義 2 １前 ○
生理学Ⅱ 講義 2 １後 ○
運動学 講義 2 １後 ○
運動学演習 演習 1 ２前 ○
人間発達学 講義 2 ２前 ○
臨床心理学 講義 2 ２前 ○
病理学 講義 1 ２後 ○
内科学 講義 2 ２後 ○
臨床神経学 講義 2 ２前 ○
整形外科学 講義 2 ２前 ○
精神医学 講義 2 ２前 ○
小児科学 講義 2 ２後 ○
リハビリテーション医学Ⅰ 講義 2 ２前 ○
リハビリテーション医学Ⅱ 講義 2 ２後 ○
リハビリテーション概論 講義 1 １前 ○
保健医療論 講義 2 １前 ○
社会保障制度 講義 2 ２後 ○

第24条関係
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

理学療法概論 講義 2 １前 ○
基礎理学療法学 講義 2 １後 ○
基礎理学療法学演習 演習 2 ２前 ○

理学療法管理学 理学療法管理学 講義 2 ２後 ○
基礎理学療法評価学 講義 2 １後 ○
神経系検査法 講義 2 ２後 ○
運動器系検査法 演習 2 ２前 ○
運動・動作分析学演習 演習 1 ２後 ○
運動器障害理学療法学 講義 1 ３前 ○
運動器障害理学療法学演習 演習 1 ３後 ○
神経系理学療法 講義 1 ２前 ○
中枢神経障害理学療法学 講義 1 ３前 ○
中枢神経障害理学療法学演習 演習 1 ３後 ○
発達障害理学療法学 講義 1 ３前 ○
発達障害理学療法学演習 演習 1 ３後 ○
内部・循環障害理学療法学 講義 1 ３前 ○
内部・循環障害理学療法学演習 演習 1 ３後 ○
理学療法評価治療演習 演習 1 ３後 ○
物理療法学 講義 1 ３前 ○
物理療法学演習 演習 1 ３後 ○
呼吸障害理学療法学 講義 1 ３前 ○
呼吸障害理学療法学演習 演習 1 ３後 ○
日常生活活動評価学 講義 1 ３前 ○
日常生活活動指導法 講義 1 ３後 ○
義肢学・装具学 講義 1 ３前 ○
スポーツ障害学 講義 1 ２後 ○
理学療法特論Ⅰ 演習 3 ４後 ○
理学療法特論Ⅱ 演習 3 ４後 ○
理学療法特論Ⅲ 演習 3 ４後 ○
地域理学療法学 講義 2 ３前 ○
生活環境整備学 講義 1 ３前 ○
理学療法学臨床実習Ⅰ 実習 2 ２前 ○
理学療法学臨床実習Ⅱ 実習 3 ３後 ○
理学療法学臨床実習Ⅲ 実習 7 ４前 ○
理学療法学臨床実習Ⅳ 実習 8 ４前 ○
研究方法論 講義 2 ２前 ○
卒業論文 演習 2 ４後 ○
言葉と文学 講義 2 ○
くらしと芸術 講義 2 ○
心理学概論 講義 2 ○
哲学概論 講義 2 ○
生活文化概論 講義 2 ○
くらしと福祉 講義 2 ○
くらしと人権 講義 2 ○
国際関係論 講義 2 ○
経済学概論 講義 2 ○
経営学入門 講義 2 ○
政治学入門 講義 2 ○
行政学入門 講義 2 ○
現代社会学 講義 2 ○
健康科学概論 講義 2 ○
AIデータサイエンス入門 講義 2 ○

自
由
選
択
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

基礎理学療法学

理学療法評価学

理
学
療
法
治
療
学

地域理学療法学

臨床実習

卒業論文

-学則 -25-



授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

備　　　　考

英語Ⅱ 演習 2 ４後 ○ 「英語Ⅱ」に読替

卒業研究Ⅳ 演習 1 ４後 ○ 「卒業研究Ⅳ」に読替

４年次編入生用授業科目（保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻）

外国語科目
共
通
基
礎
科
目

科目区分

キャリア・
ガイダンス
科目

-学則 -26-



授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

人間と文化 心理学概論 講義 2 １後 ○
人間と社会 日本国憲法 講義 2 １前 ○

情報処理 演習 2 １前 ○
基礎統計学 講義 2 １後 ○
発達心理学 講義 2 １前 ○
教育の方法技術 講義 2 １後 ○
英語Ⅰ 演習 2 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 １後 ○
スポーツ 演習 2 １後 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 1 ３前 ○
卒業研究Ⅱ 演習 1 ３後 ○
卒業研究Ⅲ 演習 1 ４後 ○
卒業研究Ⅳ 演習 1 ４後 ○
チーム医療概論Ⅰ 講義 1 １前 ○
チーム医療概論Ⅱ 講義 1 １後 ○
解剖学総論 講義 2 １前 ○
解剖学Ⅰ(骨・筋の形態学) 講義 2 １前 ○
解剖学Ⅱ(神経の形態学) 講義 2 １後 ○
生理学Ⅰ 講義 2 １前 ○
生理学Ⅱ 講義 2 １後 ○
運動学 講義 2 １後 ○
運動学演習 演習 1 ２前 ○
人間発達学 講義 2 ２前 ○
臨床心理学 講義 2 ２前 ○
病理学 講義 1 ２後 ○
内科学 講義 2 ２後 ○
臨床神経学 講義 2 ２前 ○
整形外科学 講義 2 ２前 ○
精神医学 講義 2 ２前 ○
小児科学 講義 2 ２後 ○
リハビリテーション医学Ⅰ 講義 2 ２前 ○
リハビリテーション医学Ⅱ 講義 2 ２後 ○
リハビリテーション概論 講義 1 １前 ○
保健医療論 講義 2 １前 ○
社会保障制度 講義 2 ２後 ○

第24条関係

専
門
教
育
科
目

専門共通科目

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

及
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
障
害
の
成

り
立
ち

及
び
回
復
過
程
の

促
進

保健医療福祉と
リハビリテーション

の理念

保健医療学部総合リハビリテーション学科作業療法学専攻　教育課程

科目区分

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人間と自然

社会の理解

外国語科目

保健体育科目

キャリア・
ガイダンス

科目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

作業療法概論 講義 2 １前 ○
基礎作業療法学Ⅰ 講義 1 １後 ○
基礎作業療法学Ⅱ 講義 2 ２前 ○

作業療法管理学 作業療法管理学 講義 2 ３前 ○
作業療法評価 講義 1 ２前 ○
身体機能評価法 演習 1 ２後 ○
精神機能評価法 講義 1 ２後 ○
日常生活活動 講義 1 ２前 ○
作業療法評価演習Ⅰ 演習 1 ２後 ○
作業療法評価演習Ⅱ 演習 1 ３後 ○
身体障害の作業療法Ⅰ 講義 1 ２後 ○
身体障害の作業療法Ⅱ 講義 1 ２後 ○
身体障害演習 演習 1 ３前 ○
精神障害の作業療法 講義 1 ３前 ○
精神障害演習 演習 1 ３後 ○
発達障害の作業療法 講義 1 ３前 ○
発達障害演習 演習 1 ３後 ○
高次脳機能障害の作業療法 講義 2 ３前 ○
老年期障害の作業療法 講義 1 ３前 ○
老年期障害演習 演習 1 ３後 ○
作業療法特論Ⅰ 講義 2 ４後 ○
作業療法特論Ⅱ 講義 2 ４後 ○
作業療法特論Ⅲ 講義 2 ４後 ○
作業療法特論Ⅳ 講義 3 ４後 ○
作業療法特論Ⅴ 講義 3 ４後 ○
作業療法特論Ⅵ 講義 3 ４後 ○
地域作業療法 講義 2 ３前 ○
地域作業療法演習 演習 1 ３後 ○
生活環境整備学 講義 1 ３後 ○
作業療法学臨床実習Ⅰ 実習 1 ２前 ○
作業療法学臨床実習Ⅱ 実習 4 ３後 ○
作業療法学臨床実習Ⅲ 実習 9 ４前 ○
作業療法学臨床実習Ⅳ 実習 9 ４前 ○
研究方法論 講義 2 ２前 ○
卒業論文 演習 2 ４後 ○
言葉と文学 講義 2 ○
くらしと芸術 講義 2 ○
心理学概論 講義 2 ○
哲学概論 講義 2 ○
生活文化概論 講義 2 ○
くらしと福祉 講義 2 ○
くらしと人権 講義 2 ○
国際関係論 講義 2 ○
経済学概論 講義 2 ○
経営学入門 講義 2 ○
政治学入門 講義 2 ○
行政学入門 講義 2 ○
現代社会学 講義 2 ○
健康科学概論 講義 2 ○
AIデータサイエンス入門 講義 2 ○

自
由
選
択
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

基礎作業療法学

作業療法評価学

作
業
治
療
学

地域作業療法学

臨床実習

卒業論文
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

備　　　　　考

英語演習 演習 2 ４後 ○ 「英語Ⅱ」に読替

卒業研究A 演習 1 ４前 ○ 「卒業研究Ⅱ」に読替

卒業研究B 演習 1 ４後 ○ 「卒業研究Ⅲ」に読替

卒業研究C 演習 1 ４前 ○ 「卒業研究Ⅳ」に読替

作業療法特論A 講義 3 ４通 ○ 「作業療法特論Ⅳ」に読替

作業療法特論B 講義 3 ４通 ○ 「作業療法特論Ⅴ」に読替

作業療法特論C 講義 3 ４通 ○ 「作業療法特論Ⅵ」に読替

４年次編入生用授業科目（保健医療学部総合リハビリテーション学科作業療法学専攻）

キャリア・
ガイダンス
科目

外国語科目

共
通
基
礎
科
目

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

作
業
治
療
学

科目区分
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

人間と文化 心理学概論 講義 2 １後 ○
人間と社会 日本国憲法 講義 2 １前 ○

情報処理 演習 2 １前 ○
基礎統計学 講義 2 １後 ○
英語Ⅰ 演習 2 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 １後 ○
スポーツ 演習 2 １後 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 2 ３通 ○
卒業研究Ⅱ 演習 2 ４通 ○
チーム医療概論Ⅰ 講義 1 １前 ○
チーム医療概論Ⅱ 講義 1 １後 ○
解剖学総論 講義 2 １前 ○
解剖学 講義 2 １後 ○
生理学Ⅰ 講義 2 １前 ○
病理学 講義 1 ２後 ○
内科学 講義 2 ２後 ○
臨床神経学 講義 2 ２前 ○
精神医学 講義 2 ２前 ○
小児科学 講義 2 ２後 ○
リハビリテーション医学診断学 講義 1 ２前 ○
耳鼻咽喉科学 講義 2 ２後 ○
形成外科学 講義 1 ２後 ○
臨床歯科学 （口腔外科学を含む） 講義 1 ２後 ○
発声発語系医学 講義 1 ２前 ○
神経系医学 講義 1 ２前 ○
聴覚系医学 講義 1 ２前 ○
発達心理学 講義 2 １前 ○
臨床心理学 講義 2 ２前 ○
学習・認知心理学 講義 2 １前 ○
心理測定法 講義 1 ２後 ○
言語学 講義 2 １後 ○
音声学 講義 2 １後 ○
音響学（聴覚心理学を含む） 講義 2 １後 ○
言語発達学 講義 1 １後 ○
リハビリテーション概論 講義 1 １前 ○
保健医療論 講義 2 １前 ○
社会保障制度 講義 2 ２後 ○

専
門
教
育
科
目

専門共通科目

専
門
基
礎
科
目

人体の構造と機能
及び心身の発達

科目区分

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人間と自然

外国語科目

保健体育科目

キャリア・
ガイダンス

科目

第24条関係

保健医療学部総合リハビリテーション学科言語聴覚学専攻　教育課程

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち

及
び
回
復
過
程
の
促
進

ことばとこころ
の科学

保健医療福祉と
リハビリテーション

の理念
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当
年次

必修
科目

選択
科目

科目区分

言語聴覚障害概論 講義 2 １前 ○
言語聴覚障害診断学 講義 2 １後 ○
言語聴覚障害診断学演習 演習 1 ２前 ○
失語症学 講義 2 ２後 ○
失語症評価学 講義 2 ３前 ○
高次脳機能障害学 講義 2 ３前 ○
失語・高次脳機能障害治療学 講義 2 ３後 ○
言語発達障害学 講義 2 ２前 ○
言語発達障害評価演習 演習 1 ３後 ○
小児言語聴覚教材演習 演習 1 ３後 ○
言語発達障害治療学 講義 2 ３前 ○
器質・機能性発声発語障害学 講義 2 ３前 ○
運動性発声発語障害学 講義 2 ３前 ○
発声発語評価演習 演習 1 ３後 ○
摂食・嚥下障害学 講義 2 ３前 ○
摂食・嚥下障害評価演習 演習 1 ３後 ○
発声発語・嚥下障害治療学 講義 2 ３前 ○
聴覚障害学 講義 2 ３前 ○
聴覚障害治療学 講義 2 ３後 ○
聴覚検査法 講義 2 ３後 ○
補聴器・人工内耳 講義 1 ３後 ○
言語聴覚学臨床実習Ⅰ 実習 1 ２前 ○
言語聴覚学臨床実習Ⅱ 実習 3 ３後 ○
言語聴覚学臨床実習Ⅲ 実習 4 ４前 ○
言語聴覚学臨床実習Ⅳ 実習 4 ４前 ○
研究方法論 講義 2 ２後 ○
卒業論文 演習 2 ４通 ○
言語聴覚評価特論 講義 2 ４後 ○
失語・高次脳機能障害特論 講義 2 ４後 ○
摂食・嚥下障害特論 講義 2 ４後 ○
言葉と文学 講義 2 ○
くらしと芸術 講義 2 ○
心理学概論 講義 2 ○
哲学概論 講義 2 ○
生活文化概論 講義 2 ○
くらしと福祉 講義 2 ○
くらしと人権 講義 2 ○
国際関係論 講義 2 ○
経済学概論 講義 2 ○
経営学入門 講義 2 ○
政治学入門 講義 2 ○
行政学入門 講義 2 ○
現代社会学 講義 2 ○
健康科学概論 講義 2 ○
AIデータサイエンス入門 講義 2 ○

選択必修科目

自
由
選
択
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

言語聴覚
障害学総論

失語・高次脳
機能障害学

言語発達障害学

発声発語・
嚥下障害学

聴覚障害学

臨床実習

卒業論文
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

政
治
学
専
攻

政
策
学
専
攻

言葉と文学 講義 2 1前 ○
くらしと芸術 講義 2 1前 ○
心理学概論 講義 2 1前 ○
哲学概論 講義 2 1後 ○
生活文化概論 講義 2 1前 ○
日本国憲法 講義 2 1前 ○
福祉と人権 講義 2 1前 ○
地理学 講義 2 1後 ○
近現代史 講義 2 1後 ○
地球環境論 講義 2 1後 ○
国際コミュニケーション論 講義 2 1後 ○
情報処理Ⅰ 演習 1 1前 ○
情報処理Ⅱ 演習 1 1後 ○
基礎数学 講義 2 1前 ○
科学史 講義 2 1後 ○
AI・データサイエンス 講義 2 1後 ○
英語Ⅰ 演習 1 1前 ○
英語Ⅱ 演習 1 1後 ○
英語Ⅲ 演習 1 2前 ○
英語Ⅳ 演習 1 2後 ○
英語基礎演習Ⅰ 演習 1 1前 ○
英語基礎演習Ⅱ 演習 1 1後 ○
TOEIC英語Ⅰ 演習 1 2前 ○
TOEIC英語Ⅱ 演習 1 2後 ○
英会話Ⅰ 演習 1 1前 ○
英会話Ⅱ 演習 1 1後 ○
ビジネス英語 演習 1 3前 ○
日本語Ⅰ 演習 1 1前 ○
日本語Ⅱ 演習 1 1後 ○
日本語Ⅲ 演習 1 2前 ○
日本語Ⅳ 演習 1 2後 ○
スポーツⅠ 実験・実習 1 1前 ○
スポーツⅡ 実験・実習 1 1後 ○
健康科学概論 講義 2 1前 ○
基礎演習Ⅰ 演習 2 1通 ○
基礎演習Ⅱ 演習 2 2通 ○
キャリア・ガイダンスⅠ 演習 2 1通 ○
キャリア・ガイダンスⅡ 演習 2 2通 ○
キャリア・ガイダンスⅢ 演習 2 3通 ○
キャリア・ガイダンスⅣ 演習 2 4通 ○

第24条関係

政治経済学部政治・政策学科　教育課程

科目区分

共
通
基
礎
科
目

人間と文化

-

人間と社会

人間と自然

教
養
科
目

外
国
語
科
目

保健体育
科目

基礎演習
科目

キャリア・
ガイダンス

科目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

政
治
学
専
攻

政
策
学
専
攻

科目区分

政治学入門 講義 2 1前 ○
政策学概論 講義 2 1後 ○
法学概論 講義 2 1前 ○
経済学基礎 講義 2 1前 ○
経営学入門 講義 2 1後 ○
政治学Ⅰ 講義 2 1後 ○
政治学Ⅱ 講義 2 2前 ○
日本国憲法特論 講義 2 1後 ○
国家論 講義 2 2前 ○
議会政治論 講義 2 2前 ○
政治体制論 講義 2 2後 ○
政治過程論 講義 2 2前 ○
比較政治学 講義 2 3前・4前 ○
政党政治論 講義 2 3前・4前 ○
政治思想史 講義 2 2後 ○
政治哲学 講義 2 3前・4前 ○
日本政治史 講義 2 2前 ○
欧米政治史 講義 2 3前・4前 ○
アジア政治史 講義 2 3後・4後 ○
国際政治学 講義 2 2後 ○
日本の政治と外交 講義 2 3前・4前 ○
平和安全保障論 講義 2 3後・4後 ○
国際機関論 講義 2 3後・4後 ○
ＮＰＯ／ＮＧＯ論 講義 2 3後・4後 ○
発展途上国論 講義 2 3後・4後 ○
国際法 講義 2 3前・4前 ○
マスメディア論Ⅰ 講義 2 2後 ○
マスメディア論Ⅱ 講義 2 3前・4前 ○
政治学実践演習 演習 2 3通 ○
行政学 講義 2 1後 ○
地方自治論 講義 2 2前 ○
公共政策学Ⅰ 講義 2 2前 ○
公共政策学Ⅱ 講義 2 2後 ○
政策評価論 講義 2 3前・4前 ○
公務員論 講義 2 3後・4後 ○
都市・地域政策 講義 2 2前 ○
自治体経営論 講義 2 3前・4前 ○
地方財政論 講義 2 3前・4前 ○
社会保障論 講義 2 2前 ○
環境政策論 講義 2 3後・4後 ○
経済政策論 講義 2 3前・4前 ○
金融政策論 講義 2 3前・4前 ○
福祉行政と人権 講義 2 2後 ○
社会政策 講義 2 3前・4前 ○
民法 講義 2 2前 ○
行政法 講義 2 2前 ○
地方自治法 講義 2 2後 ○
労働法 講義 2 3前・4前 ○
現代情報法 講義 2 3後・4後 ○
地方自治特論 講義 2 2後 ○
政策学実践演習 演習 2 3通 ○

-

「

政
治
学
Ⅰ
」
「

政
治
学
Ⅱ
」
「

日
本
政
治
史
」

「

日
本
国
憲
法
特
論
」

を
含
み
2
4
単
位
以
上

8
単
位
以
上

「

行
政
学
」
「

公
共
政
策
学
Ⅰ
」
「

地
方
自
治

論
」
「

社
会
保
障
論
」

を
含
み
2
4
単
位
以
上

8
単
位
以
上

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

政
策
分
野
科
目

基
盤
科
目

政
治
分
野
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

政
治
学
専
攻

政
策
学
専
攻

科目区分

社会学概論 講義 2 2前 ○
国際関係論 講義 2 2前 ○
ミクロ経済学 講義 2 1後 ○
マクロ経済学 講義 2 1後 ○
基礎統計学 講義 2 2前 ○
ゲーム理論 講義 2 2前 ○
経済分析Ⅰ 講義 2 2後 ○
経済統計学 講義 2 2後 ○
経済史 講義 2 2前 ○
産業組織論 講義 2 2後 ○
経済地理学 講義 2 2前 ○
国際経済学 講義 2 2後 ○
財政学 講義 2 2前 ○
金融論 講義 2 2後 ○
経済学演習 演習 2 1通 ○
経営戦略論 講義 2 2前 ○
経営組織論 講義 2 2前 ○
経営管理論 講義 2 2後 ○
経営分析論 講義 2 2後 ○
経営情報論 講義 2 2後 ○
企業統治論 講義 2 2後 ○
マーケティング論 講義 2 2前 ○
中小企業論 講義 2 2前 ○
簿記Ⅰ 講義 2 1前 ○
簿記Ⅱ 講義 2 1後 ○
会計学基礎 講義 2 2前 ○
原価計算論 講義 2 2前 ○
財務会計論 講義 2 2後 ○
税法 講義 2 2後 ○
会社法 講義 2 2後 ○
経済法 講義 2 2前 ○
産業社会学 講義 2 2前 ○
社会心理学 講義 2 2前 ○
社会調査論 講義 2 2後 ○
情報と法の倫理／情報セキュリティ 講義 2 3前・4前 ○
知的財産権 講義 2 3前・4前 ○
キャリア研究Ⅰ 演習 2 1通 ○
キャリア研究Ⅱ 演習 2 2通 ○
キャリア・ボランティア実践Ⅰ 実験・実習 2 1通 ○
キャリア・ボランティア実践Ⅱ 演習 2 2通 ○
卒業論文Ⅰ 演習 4 3通 ○
卒業論文Ⅱ 演習 4 4通 ○

8
単
位
以
上

8
単
位
以
上

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

-

卒業論文

実践演習
科目

関
連
分
野
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

経
済
学
専
攻

経
営
学
専
攻

言葉と文学 講義 2 1前 ○
くらしと芸術 講義 2 1前 ○
心理学概論 講義 2 1前 ○
哲学概論 講義 2 1後 ○
生活文化概論 講義 2 1前 ○
日本国憲法 講義 2 1前 ○
福祉と人権 講義 2 1前 ○
地理学 講義 2 1後 ○
近現代史 講義 2 1後 ○
地球環境論 講義 2 1後 ○
国際コミュニケーション論 講義 2 1後 ○
情報処理Ⅰ 演習 1 1前 ○
情報処理Ⅱ 演習 1 1後 ○
基礎数学 講義 2 1前 ○
科学史 講義 2 1後 ○
AI・データサイエンス 講義 2 1後 ○
英語Ⅰ 演習 1 1前 ○
英語Ⅱ 演習 1 1後 ○
英語Ⅲ 演習 1 2前 ○
英語Ⅳ 演習 1 2後 ○
英語基礎演習Ⅰ 演習 1 1前 ○
英語基礎演習Ⅱ 演習 1 1後 ○
TOEIC英語Ⅰ 演習 1 2前 ○
TOEIC英語Ⅱ 演習 1 2後 ○
英会話Ⅰ 演習 1 1前 ○
英会話Ⅱ 演習 1 1後 ○
ビジネス英語 演習 1 3前 ○
日本語Ⅰ 演習 1 1前 ○
日本語Ⅱ 演習 1 1後 ○
日本語Ⅲ 演習 1 2前 ○
日本語Ⅳ 演習 1 2後 ○
スポーツⅠ 実験・実習 1 1前 ○
スポーツⅡ 実験・実習 1 1後 ○
健康科学概論 講義 2 1前 ○
基礎演習Ⅰ 演習 2 1通 ○
基礎演習Ⅱ 演習 2 2通 ○
キャリア・ガイダンスⅠ 演習 2 1通 ○
キャリア・ガイダンスⅡ 演習 2 2通 ○
キャリア・ガイダンスⅢ 演習 2 3通 ○
キャリア・ガイダンスⅣ 演習 2 4通 ○

第24条関係

科目区分

政治経済学部経済経営学科　教育課程

教
養
科
目

人間と文
化

人間と社
会

人間と自
然

共
通
基
礎
科
目

-

外
国
語
科
目

保健体育
科目

基礎演習
科目

キャリア・
ガイダンス

科目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

経
済
学
専
攻

経
営
学
専
攻

科目区分

政治学入門 講義 2 1前 ○
政策学概論 講義 2 1後 ○
法学概論 講義 2 1前 ○
経済学基礎 講義 2 1前 ○
経営学入門 講義 2 1後 ○
ミクロ経済学 講義 2 1後 ○
マクロ経済学 講義 2 1後 ○
経済学演習 演習 2 1通 ○
基礎統計学 講義 2 2前 ○
ゲーム理論 講義 2 2前 ○
経済分析Ⅰ 講義 2 2後 ○
経済統計学 講義 2 2後 ○
経済史 講義 2 2前 ○
産業組織論 講義 2 2後 ○
経済地理学 講義 2 2前 ○
国際経済学 講義 2 2後 ○
財政学 講義 2 2前 ○
計量経済学 講義 2 3前・4前 ○
経済分析Ⅱ 講義 2 3前・4前 ○
公共経済学 講義 2 3前・4前 ○
アジア経済論 講義 2 3前・4前 ○
欧米経済論 講義 2 3後・4後 ○
国際貿易・流通論 講義 2 3前・4前 ○
労働経済学 講義 2 3前・4前 ○
環境経済学 講義 2 3後・4後 ○
農業経済学 講義 2 3前・4前 ○
経済政策論 講義 2 3前・4前 ○
金融論 講義 2 2後 ○
金融政策論 講義 2 3前・4前 ○
ファイナンス 講義 2 3前・4前 ○
証券市場論 講義 2 3後・4後 ○
銀行論 講義 2 3後・4後 ○
国際金融論 講義 2 3後・4後 ○
経営戦略論 講義 2 2前 ○
経営組織論 講義 2 2前 ○
経営管理論 講義 2 2後 ○
経営分析論 講義 2 2後 ○
経営情報論 講義 2 2後 ○
企業統治論 講義 2 2後 ○
マーケティング論 講義 2 2前 ○
中小企業論 講義 2 2前 ○
流通経済論 講義 2 1後 ○
市場調査論 講義 2 2前 ○
商品企画論 講義 2 2前 ○
生産管理論 講義 2 2後 ○
人的資源管理論 講義 2 3前・4前 ○
事業創造・承継論 講義 2 3後・4後 ○
リスクマネジメント論 講義 2 2前 ○
観光産業論 講義 2 3前・4前 ○
地域産業論 講義 2 3前・4前 ○
簿記Ⅰ 講義 2 1前 ○
簿記Ⅱ 講義 2 1後 ○
会計学基礎 講義 2 2前 ○
原価計算論 講義 2 2前 ○
財務会計論 講義 2 2後 ○
管理会計論 講義 2 2前 ○
会計監査論 講義 2 3後・4後 ○
税務会計論 講義 2 3前・4前 ○
ビジネス倫理 講義 2 3前・4前 ○

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

基盤科目

経
営
分
野
科
目

経
済
分
野
科
目

-

「

ミ
ク
ロ
経
済
学
」
「

マ
ク
ロ
経
済
学
」
「

経
済
学
演
習
」

「

基
礎
統
計
学
」

を
含
み
2
4
単
位
以
上

8
単
位
以
上

8
単
位
以
上

「

簿
記
Ⅰ
」
「

簿
記
Ⅱ
」
「

会
計
学
基
礎
」

「

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
論
」

を
含
み
2
4
単
位
以
上
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

経
済
学
専
攻

経
営
学
専
攻

科目区分

経営学実践演習Ⅰ 演習 2 2後 ○
経営学実践演習Ⅱ 演習 2 3前・4前 ○
社会学概論 講義 2 2前 ○
国際関係論 講義 2 2前 ○
政治学Ⅰ 講義 2 1後 ○
政治学Ⅱ 講義 2 2前 ○
日本国憲法特論 講義 2 1後 ○
国家論 講義 2 2前 ○
議会政治論 講義 2 2前 ○
政治体制論 講義 2 2後 ○
政治過程論 講義 2 2前 ○
政治思想史 講義 2 2後 ○
日本政治史 講義 2 2前 ○
国際政治学 講義 2 2後 ○
マスメディア論Ⅰ 講義 2 2後 ○
行政学 講義 2 1後 ○
地方自治論 講義 2 2前 ○
公共政策学Ⅰ 講義 2 2前 ○
公共政策学Ⅱ 講義 2 2後 ○
都市・地域政策 講義 2 2前 ○
社会保障論 講義 2 2前 ○
福祉行政と人権 講義 2 2後 ○
社会政策 講義 2 3前・4前 ○
民法 講義 2 2前 ○
行政法 講義 2 2前 ○
地方自治法 講義 2 2後 ○
地方自治特論 講義 2 2後 ○
税法 講義 2 2後 ○
会社法 講義 2 2後 ○
経済法 講義 2 2前 ○
産業社会学 講義 2 2前 ○
社会心理学 講義 2 2前 ○
社会調査論 講義 2 2後 ○
情報と法の倫理／情報セキュリティ 講義 2 3前・4前 ○
知的財産権 講義 2 3前・4前 ○
キャリア研究Ⅰ 演習 2 1通 ○
キャリア研究Ⅱ 演習 2 2通 ○
キャリア・ボランティア実践Ⅰ 実験・実習 2 1通 ○
キャリア・ボランティア実践Ⅱ 実験・実習 2 2通 ○
卒業論文Ⅰ 演習 4 3通 ○
卒業論文Ⅱ 演習 4 4通 ○

専
門
教
育
科
目

実践演習
科目

卒業論文

-

関
連
分
野
科
目

8
単
位
以
上

8
単
位
以
上

専
門
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

言葉と文学 講義 2 1・2前 ○
くらしと芸術 講義 2 1・2前 ○
心理学概論 講義 2 1・2前 ○
哲学概論 講義 2 1・2後 ○
生活文化概論 講義 2 1・2前 ○
経済学概論 講義 2 1・2前 ○
くらしと福祉 講義 2 1・2前 ○
くらしと人権 講義 2 1・2後 ○
日本国憲法 講義 2 1・2前 ○
教育基礎論 講義 2 1・2後 ○
国際関係論 講義 2 1・2前 ○
情報処理入門 演習 2 1前 ○
基礎数学 講義 2 1前 ○
基礎物理学 講義 2 1前 ○
基礎化学 講義 2 1前・後 ○
基礎生物学 講義 2 1前・後 ○
英語Ⅰ 演習 1 1前 ○
英語Ⅱ 演習 1 1後 ○
英語Ⅲ 演習 1 2前 ○
英語Ⅳ 演習 1 2後 ○
英語基礎演習Ⅰ 演習 1 1前 ○
英語基礎演習Ⅱ 演習 1 1後 ○
TOEIC英語Ⅰ 演習 1 3前 ○
TOEIC英語Ⅱ 演習 1 3後 ○
スポーツⅠ 実験・実習 1 1前 ○
スポーツⅡ 実験・実習 1 1・2後 ○
健康科学 講義 2 1・2後 ○
キャリアデザインⅠ 演習 2 1通 ○
キャリアデザインⅡ 演習 2 2通 ○
キャリアデザインⅢ 演習 2 3通 ○
キャリアデザインⅣ 演習 2 4通 ○

第24条関係

保健体育科
目

キャリアデ
ザイン科目

科目区分

人
間
と
自
然

人
間
と
社
会

理工学部理工学科　教育課程

外
国
語
科
目

教
養
科
目

人
間
と
文
化

共
通
基
礎
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

基礎数学演習 演習 1 1前 ○

微分積分学基礎Ⅰ 講義 2 1前 ○
微分積分学基礎Ⅱ 講義 2 1後 ○
線形代数学基礎Ⅰ 講義 2 1前 ○
線形代数学基礎Ⅱ 講義 2 1後 ○
集合と論理 講義 2 1前 ○
確率と統計 講義 2 2前 ○
微分積分学Ⅰ 講義 2 2前 ○
微分積分学演習Ⅰ 演習 1 2前 ○
微分方程式Ⅰ 講義 2 2後 ○

現代理工学序論 講義 2 1前 ○

理工学基礎セミナーⅠ 講義 2 1後 ○
理工学基礎セミナーⅡ 講義 2 2前 ○
物質科学基礎 講義 2 1後 ○
数理科学概論 講義 2 1後 ○
情報科学概論 講義 2 1後 ○
プログラミング基礎 講義 2 1前 ○
Webプログラミング演習 演習 1 1後 ○
情報通信ネットワーク概論 講義 2 2前 ○
機械工学概論 講義 2 1後 ○
力学Ⅰ 講義 2 1後 ○
電気電子工学概論 講義 2 1後 ○
電磁気学Ⅰ 講義 2 1後 ○
電気回路Ⅰ 講義 2 1後 ○
熱力学と統計物理 講義 2 2前 ○
建築学概論Ⅰ 講義 2 1前 ○
科学技術英語 講義 2 3前 ○

知的財産権 講義 2 4前 ○

工学倫理・研究倫理 講義 2 3後 ○
情報社会と情報倫理 講義 2 4前 ○

基
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授業科目の名称 授業形態
単位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

微分積分学Ⅱ 講義 2 2後 ○
微分積分学演習Ⅱ 演習 1 2後 ○
線形代数学 講義 2 2後 ○
線形代数学演習 演習 1 2後 ○
集合と位相Ⅰ 講義 2 2前 ○
集合と位相Ⅱ 講義 2 2後 ○
集合と位相演習Ⅰ 演習 1 2前 ○
集合と位相演習Ⅱ 演習 1 2後 ○
代数学Ⅰ 講義 2 2後 ○
代数学演習 演習 1 2後 ○
代数学Ⅱ 講義 2 3前 ○
代数学Ⅲ 講義 2 3後 ○
幾何学Ⅰ 講義 2 2後 ○
幾何学演習 演習 1 2後 ○
幾何学Ⅱ 講義 2 3前 ○
幾何学Ⅲ 講義 2 3後 ○
解析学Ⅰ 講義 2 3前 ○
解析学演習 演習 1 3前 ○
解析学Ⅱ 講義 2 3前 ○
解析学Ⅲ 講義 2 3後 ○
解析学Ⅳ 講義 2 3後 ○
微分方程式Ⅱ 講義 2 3後 ○
複素関数論 講義 2 3前 ○
複素関数論演習 演習 1 3前 ○
数理統計学 講義 2 3前 ○
確率論 講義 2 3後 ○
記号論理学 講義 2 3後 ○
数値解析 講義 2 3後 ○
離散数学 講義 2 2後 ○

数
理
科
学
専
攻
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

-学則 -40-



授業科目の名称 授業形態
単位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

情報理論 講義 2 2前 ○
情報数理Ⅰ 講義 2 2前 ○
情報数理Ⅱ 講義 2 2後 ○
応用解析学Ⅰ 講義 2 2後 ○
応用解析学Ⅱ 講義 2 3前 ○
暗号と符号 講義 2 2後 ○
信号処理 講義 2 2後 ○
データ構造とアルゴリズム 講義 2 2前 ○
データ科学とデータ分析 講義 2 2後 ○
データ科学とデータ分析演習 演習 1 3前 ○
グラフ理論 講義 2 2前 ○
数理計画論 講義 2 3前 ○
データベース工学 講義 2 3前 ○
プログラミングⅠ 講義 2 2前 ○
プログラミングⅡ 講義 2 2後 ○
プログラミング演習 演習 1 3前 ○
ソフトウェア工学 講義 2 3後 ○
情報セキュリティ 講義 2 3前 ○
画像・音声情報処理 講義 2 3後 ○
情報通信ネットワーク 講義 2 3前 ○
計算機アーキテクチャー 講義 2 3前 ○
コンピュータグラフィックス 講義 2 3前 ○
数理モデルと統計 講義 2 3前 ○
多変量解析 講義 2 3前 ○
最適化理論 講義 2 3後 ○
オペレーティングシステム 講義 2 3前 ○
マルチメディア 講義 2 3後 ○
モデリングとシミュレーション科学 講義 2 3後 ○
プログラミング言語論 講義 2 2後 ○
ヒューマンインターフェイス 講義 2 3後 ○
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授業科目の名称 授業形態
単位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

機械学習 講義 2 3後 ○

人工知能 講義 2 3後 ○
機構学 講義 2 1前 ○
機械設計基礎 講義 2 1後 ○
機械図学・製図基礎 講義 2 1後 ○
機械設計製図 講義 2 2前 ○
機械設計工学 講義 2 3前 ○
機械材料学 講義 2 2後 ○
材料力学 講義 2 2後 ○
材料力学演習 演習 1 3前 ○
材料強度学 講義 2 3後 ○
力学Ⅱ 講義 2 2前 ○
機械力学Ⅰ 講義 2 2前 ○
機械力学Ⅱ 講義 2 2後 ○
流れ学 講義 2 2前 ○
流れ学演習 演習 1 2後 ○
流体力学 講義 2 3前 ○
熱工学 講義 2 2後 ○
熱工学演習 演習 1 3前 ○
生産工学Ⅰ 講義 2 3前 ○
生産工学Ⅱ 講義 2 3後 ○
機械工学実験・実習Ⅰ 実験・実習 2 2後 ○
機械工学実験・実習Ⅱ 実験・実習 2 3前 ○
機械計測 講義 2 2前 ○
機械制御工学 講義 2 3前 ○
伝熱工学 講義 2 3後 ○
産業・交通機械工学特論 講義 2 3後 ○
宇宙システム工学特論 講義 2 3後 ○
ロボティックス基礎 講義 2 3後 ○
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授業科目の名称 授業形態
単位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

電磁気学Ⅱ 講義 2 2前 ○
基礎電磁気学演習 演習 1 2前 ○
電磁気学演習 演習 1 2後 ○
電気回路演習Ⅰ 演習 1 1後 ○
電気回路Ⅱ 講義 2 2前 ○
電気回路演習Ⅱ 演習 1 2後 ○
電子回路 講義 2 2後 ○
論理回路 講義 2 3前 ○
半導体・電子デバイス工学 講義 2 3前 ○
半導体・電子デバイス工学演習 演習 1 3後 ○
電気電子計測 講義 2 2後 ○
ネットワーク工学 講義 2 3前 ○
固体電子物性 講義 2 2後 ○
発変電工学 講義 2 3前 ○
送配電工学 講義 2 3後 ○
設備工学 講義 2 3前 ○
電気電子材料学 講義 2 2前 ○
電気法規・電気施設管理 講義 2 4前 ○
電気エネルギー工学 講義 2 3前 ○
電気機器工学 講義 2 3前 ○
パワーエレクトロニクス 講義 2 3後 ○
電気電子制御工学 講義 2 3前 ○
電気電子制御工学演習 演習 1 3後 ○
電気通信システム 講義 2 3前 ○
電気電子工学実習 実験・実習 2 3後 ○
電気電子工学実験Ⅰ 実験・実習 2 2前 ○
電気電子工学実験Ⅱ 実験・実習 2 3前 ○
電子回路設計 講義 2 3前 ○
光・電波工学 講義 2 2後 ○
量子力学 講義 2 2後 ○
電波・電気通信法規 講義 2 4前 ○
無線工学特論 講義 2 4前 ○
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授業科目の名称 授業形態
単位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

建築学概論Ⅱ 講義 2 1後 ○
建築構法 講義 2 1後 ○
建築設計製図基礎Ⅰ 講義 2 1前 ○
建築設計製図基礎Ⅱ 講義 2 1後 ○
建築設計学 講義 2 2前 ○
建築設計製図Ⅰ 演習 2 2前 ○
建築設計製図Ⅱ 演習 2 2後 ○
建築設計製図Ⅲ 演習 2 3前 ○
建築設計製図Ⅳ 演習 2 3後 ○
建築ＣＡＤ 演習 1 3後 ○
住計画論 講義 2 2前 ○
建築計画学Ⅰ 講義 2 2前 ○
建築計画学Ⅱ 講義 2 2後 ○
建築史Ⅰ 講義 2 2後 ○
建築史Ⅱ 講義 2 3前 ○
インテリアデザイン 講義 2 2前 ○
建築ユニバーサルデザイン論 講義 2 3後 ○
建築環境工学Ⅰ 講義 2 2前 ○
建築環境工学Ⅱ 講義 2 2後 ○
色彩デザイン論 講義 2 3前 ○
建築設備学 講義 2 3前 ○
建築構造力学Ⅰ 講義 2 2前 ○
建築構造力学Ⅱ 講義 2 2後 ○
建築構造学Ⅰ 講義 2 3前 ○
建築構造学Ⅱ 講義 2 3後 ○
耐震設計法 講義 2 4前 ○
建築材料学 講義 2 2後 ○
建築学実験Ⅰ 実験・実習 2 3前 ○
建築学実験Ⅱ 実験・実習 2 3後 ○
建築施工 講義 2 3後 ○
建築法規 講義 2 4前 ○
造形デザイン 講義 2 1後 ○
都市計画論 講義 2 3前 ○
理工学実践演習Ⅰ 演習 1 3前 ○
理工学実践演習Ⅱ 演習 1 3後 ○
卒業研究Ⅰ 演習 3 4前 ○
卒業研究Ⅱ 演習 3 4後 ○
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

哲学入門 講義 2 1・2後 〇
倫理学入門 講義 2 1・2前 〇
心理学入門 講義 2 1後 〇
日本人論 講義 2 1・2後 〇
伝統と文化 講義 2 1・2前 〇
ことばと文学 講義 2 1・2前 〇
法律学入門 講義 2 1・2後 〇
日本国憲法 講義 2 1・2前 〇
人間関係論 講義 2 1・2後 〇
数学入門 講義 2 1・2前 〇
物理学入門 講義 2 1・2後 〇
化学入門 講義 2 1・2前 〇
コンピュータ入門 演習 2 1・2前 〇
統計学入門 講義 2 1後 〇
英語Ⅰ 演習 1 1前 〇
英語Ⅱ 演習 1 1後 〇
英語Ⅲ 演習 1 2前 〇
英語Ⅳ 演習 1 2後 〇
英語演習Ⅰ 演習 1 3前 〇
英語演習Ⅱ 演習 1 3後 〇

スポーツ 実験・実習 2 1通 〇

キャリアデザインⅠ 演習 2 1通 〇
キャリアデザインⅡ 演習 2 2通 〇
キャリアデザインⅢ 演習 2 3通 〇
キャリアデザインⅣ 演習 2 4通 〇

第24条関係

社会学部社会学科　教育課程

科目区分

外
国
語
科
目

共
通
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礎
科
目
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成
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保健体
育科目

キャリアデ
ザイン科目

-学則 -45-



授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

社会学入門Ⅰ 講義 2 1前 〇
社会学入門Ⅱ 講義 2 1後 〇
現代と社会 講義 2 1前 〇
社会とメディア 講義 2 1前 〇
社会と心理 講義 2 1前 〇
社会と歴史 講義 2 1後 〇
社会と文化 講義 2 1後 〇
社会と環境 講義 2 1後 〇
社会調査入門 講義 2 1前 〇
データ分析 講義 2 1前 〇
社会調査方法論 講義 2 1前 〇
社会統計学 講義 2 1後 〇
量的調査法 演習 1 1後 〇
質的調査法 演習 1 1後 〇
社会調査実習 実験・実習 2 2通 〇
人文地理学概論 講義 2 2前 〇
自然地理学概論 講義 2 2前 〇
地誌学概論 講義 2 2前 〇
日本史概論 講義 2 2前 〇
外国史概論 講義 2 2前 〇
政治学概論 講義 2 2前 〇
経済学概論 講義 2 2前 〇
人文地理学 講義 2 2・3後 〇
自然地理学 講義 2 2・3後 〇
地誌学 講義 2 2・3後 〇
日本史 講義 2 2・3後 〇
外国史 講義 2 2・3前 〇
政治学 講義 2 2・3前 〇
経済学原論 講義 2 2・3後 〇
現代社会学概論 講義 2 2前 〇
地域社会学 講義 2 2・3前 〇
家族社会学 講義 2 2・3後 〇
産業社会学 講義 2 2・3前 〇
環境社会学 講義 2 2・3前 〇
教育社会学 講義 2 2・3後 〇
国際社会学 講義 2 2・3後 〇
社会保障論 講義 2 2・3前 〇
社会問題論 講義 2 2・3後 〇
日本思想史 講義 2 2・3前 〇
社会文化論 講義 2 2・3後 〇
大衆文化論 講義 2 2・3後 〇
サブカルチャー論 講義 2 2・3後 〇
ジェンダー論 講義 2 2・3後 〇
観光学概論 講義 2 2・3後 〇
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

メディア社会学概論 講義 2 2前 〇
メディア環境論 講義 2 2・3後 〇
メディア文化論 講義 2 2・3前 〇
メディアの法と倫理 講義 2 2・3後 〇
マス・コミュニケーション論 講義 2 2・3前 〇
ジャーナリズム論 講義 2 2・3前 〇
活字メディア論 講義 2 2・3後 〇
新聞論 講義 2 2・3後 〇
広告論 講義 2 2・3後 〇
インターネットコミュニケーション論 講義 2 2・3後 〇
マルチメディア論 講義 2 2・3後 〇
ネット報道論 講義 2 2・3前 〇
放送メディア論 講義 2 2・3後 〇
映像コミュニケーション論 講義 2 2・3前 〇
メディア制作演習 演習 2 2・3後 〇
社会心理学概論 講義 2 2前 〇
社会と個人 講義 2 2・3後 〇
動機づけの心理 講義 2 2・3前 〇
認知心理学 講義 2 2・3前 〇
知覚心理学 講義 2 2・3前 〇
生理心理学 講義 2 2・3前 〇
対人関係論 講義 2 2・3後 〇
コミュニケーション論 講義 2 2・3前 〇
犯罪心理学 講義 2 2・3後 〇
社会と集団 講義 2 2・3後 〇
意思決定の心理学 講義 2 2・3後 〇
行動科学 講義 2 2・3後 〇
経済心理学 講義 2 2・3後 〇
人間と文化 講義 2 2・3前 〇
人間と音楽 講義 2 2・3後 〇
宗教と社会 講義 2 2・3前 〇
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

グローバリゼーション論 講義 2 1・2・3後 〇
日本の地域文化 講義 2 2・3前 〇
社会と子ども 講義 2 2・3前 〇
人間と暮らし 講義 2 2・3後 〇
地域研究 講義 2 2・3前 〇
資源論 講義 2 1・2・3前 〇
都市と空間 講義 2 1・2・3後 〇
まちと美術館 講義 2 1・2・3後 〇
生涯学習概論 講義 2 1・2・3前 〇
文化人類学 講義 2 1・2・3後 〇
報道の現場 講義 2 1・2・3後 〇
国際報道論 講義 2 1・2・3後 〇
スポーツ報道論 講義 2 1・2・3後 〇
オリンピック論 講義 2 1・2・3後 〇
伝える文化 講義 2 1・2・3前 〇
広告史 講義 2 1・2・3前 〇
PR論 講義 2 1・2・3前 〇
コミュニティ心理 講義 2 2・3前 〇
心理測定法 講義 2 2・3前 〇
心理学実験Ⅰ 実験・実習 2 2・3前 〇
心理学実験Ⅱ 実験・実習 2 2・3後 〇
基礎演習 演習 2 1通 〇
専門演習Ⅰ 演習 2 2通 〇
専門演習Ⅱ 演習 2 3通 〇
卒業研究 演習 4 4通 〇

基礎・専門
演習科目

卒業研究
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門
科
目

関
連
科
目

-学則 -48-



授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

中等教科教育法（社会）Ⅰ 講義 2 2前 〇
中等教科教育法（社会）Ⅱ 講義 2 2前 〇
中等教科教育法（地歴） 講義 2 2後 〇
中等教科教育法（公民） 講義 2 2後 〇
教育学概論 講義 2 2前 〇
教育基礎論 講義 2 2前 〇
教師論 講義 2 2前 〇
教育心理学 講義 2 2後 〇
教育制度論 講義 2 3前 〇
教育課程論 講義 2 2後 〇
特別支援教育 講義 1 4前 〇
道徳理論と指導法 講義 2 4前 〇
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 講義 2 3前 〇
教育の方法技術 講義 2 3後 〇
生徒・進路指導論 講義 2 4前 〇
教育相談 講義 2 2後 〇
学級経営 講義 2 2前 〇
中等教育実習事前事後指導 講義 1 4前 〇
中等教育実習Ⅰ 実験・実習 2 4後 〇
中等教育実習Ⅱ 実験・実習 2 4後 〇
教職実践演習（中・高） 演習 2 4後 〇
学校経営と学校図書館 講義 2 4前 〇
学校図書館メディアの構成 講義 2 4前 〇
学習指導と学校図書館 講義 2 4前 〇
読書と豊かな人間性 講義 2 3後 〇
情報メディアの活用 講義 2 3後 〇
図書館概論 講義 2 3前 〇
図書館情報技術論 講義 2 3前 〇
図書館制度・経営論 講義 2 3前 〇
図書館サービス概論 講義 2 3後 〇
情報サービス論 講義 2 3後 〇
児童サービス論 講義 2 3後 〇
情報サービス演習 演習 2 3後 〇
図書館情報資源概論 講義 2 3前 〇
情報資源組織論 講義 2 3後 〇
情報資源組織演習 演習 2 3後 〇
図書・図書館史 講義 1 4前 〇
図書館施設論 講義 1 4後 〇
博物館概論 講義 2 3前 〇
博物館経営論 講義 2 3前 〇
博物館資料論 講義 2 3後 〇
博物館資料保存論 講義 2 3後 〇
博物館展示論 講義 2 4前 〇
博物館教育論 講義 2 4前 〇
博物館情報・メディア論 講義 2 4後 〇
博物館実習 実験・実習 3 4通 〇
AIデータサイエンス入門 講義 2 1前・後 〇

自
由
選
択
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

哲学入門 講義 2 1前 ○
心理学入門 講義 2 1前 ○
倫理学入門 講義 2 1後 ○
日本国憲法 講義 2 1前 ○
人間関係論 講義 2 1前 ○
数学入門 講義 2 1前 ○
統計学入門 講義 2 1後 ○
AI・データサイエンス入門 講義 2 1前 ○
英語Ⅰ 演習 1 1前 ○
英語Ⅱ 演習 1 1後 ○
英語Ⅲ 演習 1 2前 ○
英語Ⅳ 演習 1 2後 ○

スポーツ 実験・実習 2 1通 ○

キャリアデザインⅠ 演習 2 1通 ○
キャリアデザインⅡ 演習 2 2通 ○
キャリアデザインⅢ 演習 2 3通 ○
キャリアデザインⅣ 演習 2 4通 ○

第24条関係

情報学部情報学科　教育課程

科目区分

共
通
基
礎
科
目

視
野
形
成
科
目

外
国
語

科
目

保健体
育科目

キャリアデ
ザイン科目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

基礎数学Ⅰ 講義 2 1前 ○
基礎数学Ⅱ 講義 2 1後 ○
情報数学 講義 2 1後 ○
微分積分 講義 2 1後 ○
線形代数 講義 2 1後 ○
確率統計 講義 2 1後 ○
情報学概論 講義 2 1前 ○
データサイエンス基礎 講義 2 1前 ○
データエンジニアリング基礎 講義 2 2前 ○
コンピュータシステム基礎 講義 2 2前 ○
AI基礎 講義 2 2前 ○
情報科学 講義 2 2前 ○
AI社会の情報倫理と法 講義 2 2前 ○
データ構造とアルゴリズム 講義 2 2後 ○
データベース工学 講義 2 2後 ○
データ分析基礎 演習 1 2後 ○
データ分析演習 演習 1 3前 ○
プログラミングⅠ 演習 1 2後 ○
プログラミングⅡ 演習 1 3前 ○
情報システム 講義 2 2・3前 ○
データマイニング 講義 2 2・3後 ○
数理モデリング 講義 2 2・3後 ○
オペレーティングシステム 講義 2 2・3前 ○
最適化理論 講義 2 2・3前 ○
グラフ理論 講義 2 2・3前 ○
多変量解析 講義 2 2・3後 ○
画像解析 講義 2 2・3後 ○
信号処理 講義 2 2・3後 ○
意思決定論 講義 2 2・3後 ○
ソフトウェア工学 演習 1 2・3後 ○
コンピュータネットワーク 講義 2 2・3前 ○
コンピュータアーキテクチャ 講義 2 2・3前 ○
コンピュータグラフィックス 講義 2 2・3後 ○
マルチメディア論 講義 2 2・3後 ○
ヒューマンインターフェイス 講義 2 2・3前 ○
AI技術と社会 講義 2 2・3前 ○
機械学習・深層学習 講義 2 2・3後 ○
情報セキュリティ 講義 2 2・3後 ○

専
門
教
育
科
目

情
報
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
科
目

専
門
科
目

基
盤
科
目
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授業科目の名称 授業形態
単
位
数

配当年次
必修
科目

選択
科目

科目区分

経済学概論 講義 2 2前 ○
経営学概論 講義 2 2前 ○
ミクロ経済学 講義 2 2・3後 ○
マクロ経済学 講義 2 2・3後 ○
計量経済学 講義 2 2・3後 ○
経営情報論 講義 2 2・3前 ○
マーケティング論 講義 2 2・3後 ○
ビジネスイノベーション論 講義 2 2・3後 ○
金融論 講義 2 2・3後 ○
社会学概論 講義 2 2前 ○
情報社会論 講義 2 2・3前 ○
情報政策論 講義 2 2・3前 ○
社会調査法 演習 1 2・3後 ○
認知科学 講義 2 2・3後 ○
情報行動論 講義 2 2・3前 ○
情報文化論 講義 2 2・3前 ○
情報メディア論 講義 2 2・3前 ○
基礎演習 演習 2 1通 ○
専門演習Ⅰ 演習 2 2通 ○
専門演習Ⅱ 演習 2 3通 ○
卒業研究 演習 4 4通 ○

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

経
済
・
経
営
分
野
科
目

基礎・専門
演習科目

卒業研究
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変更事項を記載した書類 

 

 

【変更の事由】 

 

＜保健医療学部総合リハビリテーション学科＞ 

 

〇 理学療法学専攻・作業療法学専攻に編入学定員（各 5 名・4 年次）を設定する。 

 

＜政治経済学部＞ 

 

〇 政治・政策学科の入学定員を 40 名から 60 名に、経済経営学科の入学定員を 80 

名から 120 名に変更する。 

 

〇 政治・政策学科の専攻・コースを変更する（政治コース・政策コースから政治学 

専攻・政策学専攻に変更）。 

 

〇 経済経営学科の専攻・コースを変更する（経済・経済分析コース・国際経済コー 

ス・経営戦略コース・起業・事業承継コース・金融・会計コースから経済学専攻・ 

経営学専攻に変更）。 

 

＜情報学部＞ 

 

    〇 情報学科（入学定員 200 名）を設置する。 

 

 

【変更点】 

 

第 6条  学部     → 政治経済学部の教育研究上の目的の記載を変更 

→ 情報学部の教育研究上の目的の記載を挿入 

 

第 8条  入学定員   → 保健医療学部総合リハビリテーション学科の入学定員・収 

容定員の記載を変更 

→ 政治経済学部の専攻・コース・収容定員・収容定員の記載 

を変更 

              → 情報学部の記載を挿入 

 

 

【変更年月日】   令和 5年 4月 1日施行 
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新旧対照表 

 

旧学則 

 

 （学部）                        

第６条 本学に、次の学部を置き、学

部ごとに次のとおり教育研究上の目的

を定める。 

 

・教育学部 

 

 教育学科のもとに、初等幼児教育専

攻、国語教育専攻、数学教育専攻、英

語教育専攻の４つの専攻を置き、初等

幼児教育専攻は初等幼児教育を柱に、

国語教育、数学教育、英語教育の各専

攻は、それぞれの教科教育を柱に関連

する領域に関する専門的知識を身につ

けることによって、教育保育分野に貢

献する人材を育成する。 

 

・保健医療学部 

 

 看護学、理学療法学、作業療法学、

言語聴覚学の各分野について、理論及

び応用の研究を行うとともに、十分な

知識と技能を有し、保健医療の実践を

担うことができる応用能力及び豊かな

人間性を備えた看護師、保健師、助産

師、理学療法士、作業療法士、言語聴

覚士等の人材を育成する。 

 

・政治経済学部 

 

政治・政策学科のもとに政治コ

ース、政策コース、経済経営学科

のもとに経済・経済分析コース、

国際経済コース、経営戦略コー

ス、起業・事業承継コース、金融・

会計コースを設け、政治、経済の

各分野を広く俯瞰し、各分野にお

ける豊かな専門的知識・理論に裏

打ちされた実学的・実践的視点を

もった人材を育成する（３年次コ

ース選択制）。 

 

新学則 

 

（学部）                        

第６条 本学に、次の学部を置き、学

部ごとに次のとおり教育研究上の目的

を定める。 

 

・教育学部 

 

 教育学科のもとに、初等幼児教育専

攻、国語教育専攻、数学教育専攻、英

語教育専攻の４つの専攻を置き、初等

幼児教育専攻は初等幼児教育を柱に、

国語教育、数学教育、英語教育の各専

攻は、それぞれの教科教育を柱に関連

する領域に関する専門的知識を身につ

けることによって、教育保育分野に貢

献する人材を育成する。 

 

・保健医療学部 

 

 看護学、理学療法学、作業療法学、

言語聴覚学の各分野について、理論及

び応用の研究を行うとともに、十分な

知識と技能を有し、保健医療の実践を

担うことができる応用能力及び豊かな

人間性を備えた看護師、保健師、助産

師、理学療法士、作業療法士、言語聴

覚士等の人材を育成する。 

 

・政治経済学部 

 

政治経済学部のもとに、政治・

政策学科、経済経営学科を置き、 

政治・政策学科のもとに政治学専

攻、政策学専攻、経済経営学科の

もとに経済学専攻、経営学専攻を

設け、政治、経済の各分野を広く

俯瞰し、各分野における豊かな専

門的知識・理論に裏打ちされた実

学的・実践的視点をもった人材を

育成する（2年次専攻選択制）。 

 

-学則 -54-



 
 

 

 ・理工学部 

 

理工学科のもとに数理科学専

攻、情報科学専攻、機械工学専攻、

電気電子工学専攻、建築学専攻を

設け、幅広い視野、専門的知識、

また、強い探究心、使命感を有し、

持続可能な社会の実現に向けて、

創造性、独創性、発想力を発揮し

てイノベーションを創出するこ

とができる科学技術者、研究者を

育成する。 

 

・社会学部 

 

社会学に関する理論、知識を活

かし、社会が抱える課題の解決に

意欲的に取り組み、社会の発展と

幸せな暮らしの創造に貢献する人

材を養成する（２年次コース選択

制）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（入学定員） 

第７条 本学の学部、学科及び課程別

の入学定員及び収容定員は、次のと

おりとする。 

 

 

 

 ・理工学部 

 

理工学科のもとに数理科学専

攻、情報科学専攻、機械工学専攻、

電気電子工学専攻、建築学専攻を

設け、幅広い視野、専門的知識、

また、強い探究心、使命感を有し、

持続可能な社会の実現に向けて、

創造性、独創性、発想力を発揮し

てイノベーションを創出するこ

とができる科学技術者、研究者を

育成する。 

 

・社会学部 

 

社会学に関する理論、知識を活

かし、社会が抱える課題の解決に

意欲的に取り組み、社会の発展と

幸せな暮らしの創造に貢献する人

材を養成する（２年次コース選択 

 制）。 

 

・情報学部 

 

情報学を基軸とする情報科学、社 

会科学の文理融合の学びにより、多 

角的な視点で情報をとらえ、課題解 

決に意欲的に取り組み、社会の発展 

と豊かな暮らしの創造に貢献する人 

材を養成する。 

 

 

 

（入学定員） 

第７条 本学の学部、学科及び課程別

の入学定員及び収容定員は、次のと

おりとする。 
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 学科 専攻・

コース 

入学

定員 

収容

定員 

教

育

学

部 

教育学

科 

初等幼

児教育

専攻 

190

名 

(3年

次編

入 

初等

幼児

教育

専攻

5名) 

770

名 

国語教

育専攻 

数学教

育専攻 

英語教

育専攻 

保

健

医

療

学

部 

看護学

科 
 

100

名 

400

名 

総合リ

ハビリ

テーシ

ョン学

科 

理学療

法学専

攻 

40名 
160

名 

作業療

法学専

攻 

40名 
160

名 

言語聴

覚学専

攻 

40名 
160

名 

政

治

経

済

学

部 

政治・

政策学

科 

政治コ

ース 
40名 

160

名 政策コ

ース 

経済経

営学科 

経済・

経済分

析コー

ス 

80名 
320

名 

国際経

済コー

ス 

経営戦

略コー

ス 

起業・

事業承

継コー

ス 

金融・

会計コ

ース 

 

 

 
 学科 専攻・

コース 

入学

定員 

収容

定員 

教

育

学

部 

教育学

科 

初等幼

児教育

専攻 

190

名 

(3年

次編

入 

初等

幼児

教育

専攻

5名) 

770

名 

国語教

育専攻 

数学教

育専攻 

英語教

育専攻 

保

健

医

療

学

部 

看護学

科 
 

100

名 

400

名 

総合リ

ハビリ

テーシ

ョン学

科 

理学療

法学専

攻 

40名 

(4年

次編

入 5

名) 

165

名 

作業療

法学専

攻 

40名 

(4年

次編

入 5

名) 

165

名 

言語聴

覚学専

攻 

40名 
160

名 

政

治

経

済

学

部 

政治・

政策学

科 

政治学

専攻 
60名 

240

名 政策学

専攻 

経済経

営学科 

経済学

専攻 120

名 

480

名 経営学

専攻 

 

 

-学則 -56-



 

 

 

理

工

学

部 

理工学

科 

数理科

学専攻 

230

名 

920

名 

情報科

学専攻 

機械工

学専攻 

電気電

子工学

専攻 

建築学

専攻 

社

会

学

部 

社会学

科 

現代社

会学コ

ース 

200

名 

800

名 

メディ

ア社会

学コー

ス 

社会心

理学コ

ース 

 

 

 

 

理

工

学

部 

理 工

学科 

数理科

学専攻 

230

名 

920

名 

情報科

学専攻 

機械工

学専攻 

電気電

子工学

専攻 

建築学

専攻 

社

会

学

部 

社 会

学科 

現代社

会学コ

ース 

200

名 

800

名 

メディ

ア社会

学コー

ス 

社会心

理学コ

ース 

情

報

学
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学則変更の趣旨を記載した書類 

 

 

１ 学則変更（収容定員変更）の内容 

 

令和 5（2023）年 4月 1日より、大和大学学則第 8条「入学定員」について以下の 

 事項を改定する。 

 

 

〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

＜編入学定員・収容定員＞   

 

（旧）理学療法学専攻  編入学定員   －    収容定員 160名 

作業療法学専攻  編入学定員   －      収容定員 160名 

 

（新）理学療法学専攻  編入学定員 4年次 5名   収容定員 165名 

作業療法学専攻  編入学定員 4年次 5名   収容定員 165名 

 

〇 政治経済学部  

 

＜入学定員・収容定員＞ 

 

（旧）政治・政策学科  入学定員 40名      収容定員 160名 

         経済経営学科    入学定員 80名           収容定員 320名 

 

    （新）政治・政策学科  入学定員 60名      収容定員 240名 

         経済経営学科   入学定員 120名        収容定員 480名 

 

〇 情報学部 

 

   ＜学部設置＞ 令和 4（2022）年 4月届出予定 

 

     （新）情報学科     入学定員 200名       収容定員 800名 
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２ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

 

〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

    保健医療学部総合リハビリテーション学科は、平成 26（2014）年 4月の開設から 8 

年目を迎え、社会的認知も広がり、理学療法学専攻、作業療法学専攻とも、順調に入 

学定員充足を継続している。 

また、本学は、系列校に、白鳳短期大学総合人間学科リハビリテーション学専攻理 

   学療法学課程（入学定員 40名）、作業療法学課程（入学定員 30名）を有しており、受 

験時に、本学とともに系列の白鳳短期大学を併願受験し、大学への進学意思を持ちな 

がら短期大学に進学する学生も多い。 

また、近畿圏の 3年制課程の理学療法士、作業療法士の養成校は、本学の位置する 

大阪府、及び隣接する兵庫県、奈良県に集中しており、大学に編入学し、発展的、実 

践的な学びを深め、医療現場や大学院進学を目指したいと考える 3年制課程修了学生 

のニーズに応えるには、本学は最適の立地に位置している。 

これら近隣の 3年制課程養成校の学生を対象とするアンケート調査の高いニーズ 

結果、また、継続的な高齢者人口の高まり、医療技術のさらなる進展の観点から、発 

展的、実践的な学びを深め、医療現場や大学院進学を目指したいと考える学生を育て、 

世に輩出する意義、必要性は高いと考え、保健医療学部総合リハビリテーション学科 

理学療法学課程、作業療法学課程に 3年制課程の養成校修了学生を対象とする 4年次 

編入学定員を設定することとした。 

 

〇 政治経済学部 

 

  ＜政治・政策学科＞ 

 

政治経済学部政治・政策学科（認可時：政治行政学科）は、設置認可時、今回の変更 

後入学定員と同数の入学定員 60名で認可を受け、平成 28（2016）年に開設したが、教 

育の質の維持を図るため、翌年、平成 29(2017)年度に入学定員を 40名に減員変更した。 

以降、現在に至るまで、質の高い教育研究の実践、個々の学生の希望進路の実現を 

図るべく、学部所属教員、キャリアセンター職員等が緊密に連携をとり、教育研究に取 

り組んできた。 

結果、開設から 6年を経て、十分な成果、実績を上げる体制を構築することができ、 

学生確保の見通しに記載の通り、社会や高校生からの評価も年々高まりつつある。 

そこで、この社会からの要請に応えるべく、入学定員・収容定員を認可当初の規模 

に戻し、政治経済学部が掲げる教育目標である「広い教養と倫理観の上に政治、経済の 
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各分野を広く俯瞰する視点を獲得し、さらに各分野における豊かな専門的知識・理論に 

裏打ちされた実学的・実践的視点を修得することで、学術文化の向上と社会の発展に貢 

献することができる人材」の育成を実践し、有為な人材を世に輩出するため、入学定員 

を変更することとした。 

 

＜経済経営学科＞ 

 

政治経済学部経済経営学科は、設置認可時、今回の変更後入学定員と同数の入学定員 

120名で認可を受け、平成 28（2016）年に開設したが、教育の質の維持を図るため、翌 

年、平成 29（2017）年度に入学定員を 80名に減員変更した。 

以降、現在に至るまで、質の高い教育研究の実践、個々の学生の希望進路の実現を図 

るべく、学部所属教員、キャリアセンター職員等が緊密に連携をとり、教育研究に取り 

組んできた。 

結果、開設から 6年を経て、十分な成果、実績を上げる体制を構築することができ、 

学生確保の見通しに記載の通り、社会や高校生からの評価も年々高まりつつある。 

そこで、この社会からの要請に応えるべく、入学定員・収容定員を認可当初の規模に 

戻し、政治経済学部が掲げる教育目標である「広い教養と倫理観の上に政治、経済の各 

分野を広く俯瞰する視点を獲得し、さらに各分野における豊かな専門的知識・理論に裏 

打ちされた実学的・実践的視点を修得することで、学術文化の向上と社会の発展に貢献 

することができる人材」の育成を実践し、有為な人材を世に輩出するため、入学定員を 

変更することとした。 

 

 

〇 情報学部 

 

大和大学は、平成 26（2014）年 4月、設置母体の学校法人西大和学園設立の精神で 

ある「国づくりは人づくりから」を柱に、「高い専門性と幅広い視野を授けるとともに、 

豊かな人間性を涵養し、一人ひとりの「ひと」を見つめ、学術文化の向上と社会の発 

展に貢献する有能な人材を育成する」を建学の精神に掲げ開学し、この度設置する情 

報学部に関連する学部として、平成 28（2016）年 4月に、「政治、経済の各分野を広 

く俯瞰し、各分野における豊かな専門的知識・理論に裏打ちされた実学的・実践的視 

点をもった人材を育成する」を教育目標とする政治経済学部を、そして、令和 2（2020） 

年 4月に、『理工の基礎力、各専門分野の知識、技術とともに、「理学」「工学」領域を 

俯瞰的に見つめる幅広い視野を身につけることにより、創造性と発想力を発揮して持 

続可能な社会実現に貢献する技術者、研究者』を養成することを目的とする理工学部 

を開設し、理系・文系計 5学部 7学科を擁する総合大学として発展してきた。 
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一方、わが国においては、平成 7（1995）年、「科学技術基本法」に基づき、「科学技

術基本計画」が策定され、長期的視野に立った体系的かつ一貫した科学技術政策が推

進されてきており、平成 30（2018）年 6月、文部科学省は、「Society5.0に向けた人

材育成～社会が変わる、学びが変わる～」を発表し、「Society  5.0 を牽引するため

の鍵は、技術革新や価値創造の源となる飛躍知を発見・創造する人材と、それらの成

果と社会課題をつなげ、プラットフォームをはじめとした新たなビジネスを創造する

人材であると考えられる。大学においては、高等学校における文理分断の改善、社会

ニーズ等を背景に、文理両方を学ぶ教育プログラムの充実を図る必要がある。また、

AI・データ科学分野等の高度専門人材育成のための施策を加速させる必要がある」と

提起している。 

また、平成 31（2019）年 4 月、「未来投資政略 2017」（平成 29（2017）年 6 月 9 日

閣議決定）に基づき、経済産業省、厚生労働省、文部科学省の三省連携で実施された

「ＩＴ人材需給に関する調査、試算」では、中位シナリオで約 45万人のＩＴ人材が不

足すると試算され、令和 3(2021)年 3 月に策定された「第 6 期科学技術・イノベーシ

ョン基本計画」では、「Society5.0は、サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合さ

せたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会」と定

義され、「Society5.0 への移行において、新たな技術を社会で活用するに当たり生じ

る制度面や倫理面、社会需要面などの課題に対応するためには、俯瞰的な視野で物事

を捉える必要があり、自然科学のみならず、人文・社会科学も含めた『総合知』を活

用できる仕組みを構築しなければならない」と提起している。 

本学では、こうした社会的背景、人材要請をふまえ、「社会の発展に貢献する有能な 

人材を育成する」建学の精神に照らし、情報学に関する知識、技術とともに、文系、 

理系の枠組みを超えた知識、視野を備えた人材を養成することを目的とする「情報学 

部」を開設することとした。 

 

 

３ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 

 （１）教育課程の変更内容 

 

〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

この度、設定する編入学生の教育課程は、「理学療法学、作業療法学のそれぞれの分 

野に関する知識と技能を有し、保健医療の実践を担うことができる応用能力及び医療 

人としての豊かな人間性を備えた人材を育成する」の養成する人材像に照らし、編入 

学前の 3年制課程養成校において修得した単位数の読み替えを行うとともに、本学科 

で開設している既設の授業科目、及び、応用能力、実践力の養成を目的とする編入学 
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生用の授業科目から所定の単位数を履修し、卒業要件を満たすこととする。 

 

〇 政治経済学部 

 

   ＜政治・政策学科＞ ＜経済経営学科＞ 

 

政治・政策学科、経済経営学科とも、収容定員の変更に伴う教育課程の変更はない。 

 

〇 情報学部 

 

本学部では、情報学に関する専門的な学びを展開する基礎となる視野、教養、コミ 

ュニケーション能力や、心身の健康の増進、アカデミックスキル、キャリア意識の養 

成を図ることを目的とする「共通基礎科目」を設定する。 

  「専門教育科目」には、情報を収集、分析、表現する基礎的知識、能力を身につけ 

ることを目的とする「基盤科目」、情報科学、社会科学にわたる幅広い知識、視野を身 

につけることや、情報社会と情報技術に深い関心をもち、意欲的に学ぼうとする姿勢 

を養成することを目的とする「情報・データサイエンス分野科目」「経済・経営分野科 

目」を設定する。 

    また、「専門教育科目」には、多角的な視点で情報をとらえ、課題解決に取り組むこ 

   とができる能力、情報を収集、考察し、自らの考えを発信することができる能力、他 

者と協力して、より良い社会の創造に貢献することができる能力を養成することを目 

的とする「基礎・専門演習科目」「卒業研究」を設定する。 

    本教育課程のうち、他学部の専任教員が担当する授業科目は、「共通基礎科目」の 2 

   科目、「専門科目」の 2科目のみであり、本学部の教育課程が他学部の教育体制に与え 

る影響はきわめて限定的であり、問題はないと考える。 

 

 （２）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

 

〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

編入学生の教育、履修指導は、各専攻の 4年次担任教員が担当し、大学生活や履修 

の進め方、留学、進学等の全般に関する相談、指導にあたる。 

また、編入学時に実施するオリエンテーション、個人面談において、履修のてびき、 

及び、授業の目的と内容、到達目標、各回の授業内容、使用する教科書・参考書、評 

価方法等を記載したシラバスを用いて、養成する人材像、教育課程の編成、入学前修 

得単位の単位数の考え方、卒業要件、大学生活等について説明を行うとともに、ポー 

タルサイトを活用し、学生が円滑に履修計画を策定できる体制を整備する。 
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    以上の通り、本学部の編入学生の教育指導は、保健医療学部総合リハビリテーショ 

ン学科が主体的に設定実施にあたっており、これらが他学部等に影響を与えるもので 

はないと考える。 

 

〇 政治経済学部 

 

   ＜政治・政策学科＞ ＜経済経営学科＞ 

 

収容定員に対応した教育方法及び履修指導方法の体制を設置認可時に整備しており、 

政治・政策学科、経済経営学科とも、収容定員変更による教育の質が低下、他学部へ 

の影響はなく、問題ないと考える。 

 

〇 情報学部 

 

情報学部の教育課程における「共通基礎科目」区分は、「視野形成科目」「外国語科 

目」「保健体育科目」「キャリアデザイン科目」によって構成され、「情報学」に関する 

専門的な学びを展開する基礎となる視野、教養、コミュニケーション能力や、アカデ 

ミックスキル、心身の健康の維持・増進、キャリア意識の養成を図ることを目的とす 

る科目を配置する。 

また、「視野形成科目」に配する「哲学入門」「心理学入門」「倫理学入門」「日本国 

憲法」「人間関係論」「数学入門」「統計学入門」「AI・データサイエンス入門」の授業 

科目は、情報学部情報学科の入学定員の 200名を超えない規模とし、1年次配当の選 

択科目として講義形式で展開し、「情報学」に関する専門的な学びを展開する基礎とな 

る視野、教養を養成する。 

   また、「外国語科目」に配する「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」の授業科目は、 

50～60名規模とし、1年次・2年次配当の必修科目として演習形式で展開し、外国語 

能力の修得を図る。 

また、「保健体育科目」に配する「スポーツ」の授業科目は、50～60 名の規模とし、 

1年次配当の選択科目として、実験・実習形式で展開し、心身の健康の維持・増進を 

図る。 

また、「キャリアデザイン科目」に配する「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザイン 

Ⅱ」「キャリアデザインⅢ」「キャリアデザインⅣ」の授業科目は、50～60名規模、また 

は学年単位で実施し、1年次から 4年次までの通年開設の必修科目として演習形式で展 

開し、専門の学びの意義理解、アカデミックスキルの修得、キャリア意識の形成を図 

る。 

また、「専門教育科目」の科目区分は、「専門科目」「基礎・専門演習科目」「卒業研究」 

によって構成され、「専門科目」は、さらに「基盤科目」「情報・データサイエンス分野 
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科目」「経済・経営分野科目」に区分される。 

「基盤科目」区分は、「情報学」の専門の学びの基盤となる知識、視野の修得を、「情 

報・データサイエンス分野」区分は、情報・データサイエンス分野に関する知識能力 

の修得を、「経済・経営分野科目」区分は、経済・経営分野に関する知識能力の修得を、 

「基礎・専門演習科目」区分は、情報に関する諸問題、課題をテーマに、調査研究、 

議論、発表する取り組みを通じ、課題解決の方法や、社会に貢献する意欲の養成を、 

「卒業研究」区分は、各学生が研究テーマを掲げ、研究を深めることにより、課題解 

決能力や、将来進路に対する意識の養成を図ることを目的とする。 

また、「基盤科目」区分に配する「基礎数学Ⅰ」「基礎数学Ⅱ」「情報数学」「微分積 

分」「線形代数」の授業科目は、50～60名規模で実施し、1年次配当の必修科目（基礎 

数学Ⅱは選択科目）として講義形式で展開し、「情報学」を学ぶうえで基礎となる知識 

の修得を図る。 

   また、「情報学概論」「データサイエンス基礎」「データエンジニアリング基礎」「コ 

ンピュータシステム基礎」「AI基礎」の授業科目は、100名程度までの規模で実施し、 

「情報学概論」「データサイエンス基礎」は 1年次配当、「データエンジニアリング基 

礎」「コンピュータシステム基礎」「AI基礎」は 2年次配当の必修科目として講義形式 

で展開し、「情報学」の導入にあたる知識能力の修得を図る。 

    また、「情報・データサイエンス分野科目」には、情報科学基礎、コンピュータのハ 

ードウェア・ソフトウェア、情報システム・ネットワーク、マルチメディア、データ 

分析・知能情報に関する知識、能力の修得を目的とする授業科目を 2～3年次配当で開 

設し、授業の目標、方法をふまえ、「データ分析基礎」「データ分析演習」「プログラ 

ミングⅠ」「プログラミングⅡ」「ソフトウェア工学」は演習形式、その他の授業科目 

は講義形式で実施する。また、全学生共通で知識、能力の修得を図りたい「情報科学」 

「AI社会の情報倫理と法」「データ構造とアルゴリズム」「データベース工学」「デー 

タ分析基礎」「プログラミングⅠ」「AI技術と社会」「機械学習・深層学習」「情報セキ 

ュリティ」は必修科目とし、基礎的な知識や視野を身につけたうえで、体系的に専門 

の学びを深めることができるよう、「情報科学」「「AI社会の情報倫理と法」「データ構 

造とアルゴリズム」「データベース工学」「データ分析基礎」「プログラミングⅠ」は 2 

年次配当、「データ分析演習」「プログラミングⅡ」は 3年次配当とし、学生数は 100 

名程度までの規模で実施する。 

    また、「経済・経営分野科目」区分には、経済学、経営学、及び関連分野に関する知 

識、能力の修得を目的とする授業科目を 2～3年次配当で開設する。授業方法は、目 

標、方法をふまえ、「社会調査法」は演習形式、それ以外の授業科目は、講義形式で実 

施する。 

また、全学生共通で知識、能力の修得を図りたい「経済学概論」「経営学概論」「社 

会学概論」「情報社会論」「情報政策論」は必修科目とし、基礎的な知識や視野を身に 

つけたうえで、体系的に専門の学びを深めることができるよう、「経済学概論」「経営 
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学概論」「社会学概論」は 2年次配当とし、学生数は 100名程度までの規模で実施す 

る。 

また、「基礎・専門演習科目」区分に配する「基礎演習」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」 

では、共通課題をテーマに掲げ、調査研究、議論、発表をおこなう取り組みを通じ、 

課題解決の方法や、社会に貢献する意欲の養成を図るとともに、卒業研究における研 

究テーマを模索する取り組みを展開し、「卒業研究」では、各学生が研究テーマを掲げ、 

研究を深めることによって、課題解決能力や、将来進路に対する意識の養成を図る取 

り組みをそれぞれ演習形式で展開する。 

   学生数は、「基礎演習」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」は、学年単位、または 20名程 

度のグループ単位、「卒業研究」は、10名前後の学生を指導教官が担当する形態で展 

開する。 

  また、履修指導については、本学部で開設する全ての授業について、授業の目的と 

内容、到達目標、各回の授業内容、使用する教科書・参考書、評価方法等を記載した 

シラバスを作成し、前述のポータルサイトで公開することにより、学生が円滑に履修 

計画を策定できる体制を整備するとともに、学生の履修に関する理解を深めるため、 

入学時にオリエンテーションを実施し、学部の目標、養成する人材像、教育課程の編 

成、単位数の考え方、卒業要件、大学生活等について説明を行うとともに、各学年の 

学期当初に履修ガイダンスを実施し、適切な履修計画の策定に向け履修指導を行う。 

また、本学部は、担任制をとっており（１クラス 50～60名）、各学年の担任教員が、 

大学生活や履修の進め方、留学、進学等の全般に関する相談、指導にあたり、学部会 

議、教授会を通じて、学部内での情報共有、連携を図るとともに、必要に応じて関係 

部署と連携協力し、適切な学生指導を展開する。 

また、本学では、学生への円滑な情報伝達、授受を図るため、「学生情報システム」 

   を導入し、大学の内外を問わず、システムにアクセスし、ポータルサイト上から履修 

登録、授業時間割、シラバス、単位取得に関する情報を照会することが可能な体制を 

整備している。 

  以上の通り、本学部の教育方法については、本学の教育方針に基づき、学部が主体 

的に設定実施にあたり、これらが他学部に影響を与えるものではないと考える。 

 

 （３）教員組織の変更内容 

 

〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻・作業療法学専攻への編

入学生の教育指導は、4 年次担当の専任教員が学部入学生とともにあたる。また、編

入学前の修得単位の読み替えを行うことにより、編入学生が 4年次の 1年間に修得す

る授業科目の単位数は 32～34 単位で、その大半を正規学生の既設授業科目から履修

-設置等の趣旨（本文) -8-



 

 

することになる。 

従って、教員の負担増は限定的であり、問題なく対応できるものと考えられるため、 

現行の教員組織に変更はなく、完成年度において以下の教員体制を整備する。 

 

   総合リハビリテーション学科 

   理学療法学専攻   専任教員  6名 （教授 3名、准教授 1名、講師 2名） 

    作業療法学専攻   専任教員  6名 （教授 2名、准教授 1名、講師 3名） 

 

〇 政治経済学部 

 

     ＜政治・政策学科＞ ＜経済経営学科＞ 

 

政治経済学部政治・政策学科及び経済経営学科は、収容定員の変更に対応し、令和 

5（2023）年度より、経済経営学科の専任教員数の増員を図り、完成年度において、以 

下の教員体制を整備する。 

   

政治・政策学科   専任教員 12名 （教授 9名、准教授 1名、講師 2名） 

      経済経営学科    専任教員 14名 （教授 7名、准教授 5名、講師 2名） 

 

〇 情報学部 

 

情報学部は、主に「共通基礎科目」を担当する専任教員 3名（教授 2名・准教授 1 

名）、主に「専門教育科目」の「基盤科目」を担当する専任教員 3名（教授 2名・准教 

授 1名）、「情報・データサイエンス分野科目」を担当する専任教員 8名（教授 7名・ 

准教授 1名）、「経済・経営分野科目」を担当する専任教員 4名（教授 3名・准教授 1 

名）を配置する。 

    また、「専門教育科目」区分の「専門科目」に配する必修の授業科目、及び「基礎・ 

専門演習科目」を中核授業科目に位置づけ、専任の教授、准教授を配置する。 

また、「専門科目」区分の「情報・データサイエンス分野科目」に配する専門の学び 

の中核を担う授業科目の 9割以上を専任の教授、准教授が担当する。 

  また、本学部の教員組織は、大半が新たに採用する教員によって構成され、本学部 

の基礎となる他学部から移籍する教員は 1名であり、情報学部設置により、他学部の 

教員組織に与える影響はきわめて限定的であり、問題ないと考える。 

 

 

 （４）大学全体の施設・設備の変更内容 
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この度、本学では、情報学部設置にあたり、主に情報学部の教育研究を展開するＦ 

講義棟（4,648.92㎡）を、既設のＥ講義棟と連結させる形で新たに建設する（令和 4 

（2020）年 12月竣工予定）。同校舎 1Ｆの「教員フロア」（約 519㎡）には、プライベ 

イトラボ 18室（約 15㎡／人）、教員相互の教育研究の連携、情報交換を目的としたオ 

ープンラボ（220.03㎡）の 2つの機能からなる研究空間を整備する。プライベイトラ 

ボは、施錠可能な完全個室とし、机椅子、棚、ロッカー、ミーティングデスク、ノー 

トパソコンを配備し、オープンラボには、全専任教員の机・椅子等を配備する。 

情報インフラは、全棟フリーアクセスのネット環境を整備し、学内ネットワークに 

厳格なセキュリティシステムを導入するとともに、「個人情報等の取り扱いに関する 

ガイドライン」の徹底を図ることにより、厳重なデータセキュリティ体制を整備する。 

また、教室施設については、本棟の 1Ｆに 275名収容の「大講義室」、「中講義・演 

習室」2室、「卒研演習室」1室、2Ｆに「中講義・演習室」8室を配するとともに、本 

棟に隣接する別棟に、主に卒業研究で使用する「演習室」9室を配し、学生必携のノ 

ート PCを使用した授業展開を図ることができる情報機器、設備、及び「卒研演習室」 

には、高度な情報処理に対応するワークステーション 30台を整備する。 

    また、この度の情報学部設置に伴って、講義棟とともに、講義エリアのレクチャー 

ホールを有するＧアリーナ棟（5,470.71㎡）を建設し（令和 4（2020）年 12月竣工予

定）、スポーツ関連の授業展開や課外活動スペースの充実を図るとともに、キャンパス

中央に、芝生広場や小川を配した緑地エリア（約 8,800㎡）を整備する。 

また、本学の図書館は、Ａ厚生棟 1階に位置し、総面積 1,378.98㎡（本館・サイレ 

ントエリア／閲覧スペース・コモンズエリア）、閲覧席数 432席の規模で、学生証、職 

員証による磁気管理の入館管理システムを配備するとともに、オンライン蔵書目録 

OPACをインターネットで公開し、学内外から蔵書検索が可能な検索システムを導入し 

ている。 

また、新設の情報学部に関連する図書・雑誌も完備しており、開設後も、教職員、 

学生の希望を考慮し、必要に応じて新刊書の整備を継続する計画である。 

  以上の通り、新設の情報学部設置に伴う専用校舎の整備とともに、大学全体として 

一層の施設充実を図る計画であり、この度の保健医療学部総合リハビリテーション学 

科における収容定員増は各専攻 5名と小規模であり、また、政治経済学部は、設置認 

可時に定員増分の学生数に対応した施設設備を既に整備していることから、他学部の 

施設・設備に与える影響はきわめて限定的であり、問題ないと考える。 
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人間と文化 心理学概論 １後 2 〇 1 兼1

人間と社会 日本国憲法 １前 2 〇 1 兼1

情報処理 １前 2 〇 1 兼1

基礎統計学 １後 2 〇 1 兼1

発達心理学 １前 2 〇 1

教育の方法技術 ４前 2 〇 1

英語Ⅰ １前 2 〇 1 兼1

英語Ⅱ １後 2 〇 1 兼1

スポーツ １後 2 〇 1 兼1

基礎セミナーⅠ １通 2 〇 3 3 共同

基礎セミナーⅡ ２通 2 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅰ ３前 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅱ ３後 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅲ ４前 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅳ ４後 1 〇 3 3 共同

26 0 0 22 3 20 0 0 兼7

チーム医療概論Ⅰ １前 1 〇 1 4 共同

チーム医療概論Ⅱ １前 1 〇 1 4 共同

解剖学総論 １前 2 〇 1

解剖学Ⅰ(骨・筋の形態学) １前 2 〇 1

解剖学Ⅱ(神経の形態学) １前 2 〇 1

生理学Ⅰ １前 2 〇 1

生理学Ⅱ １前 2 〇 1

運動学 １後 2 〇 1

運動学演習 １後 1 〇 1

人間発達学 ２前 2 〇 1

臨床心理学 ２前 2 〇 1

病理学 ２前 1 〇 1

内科学 ２前 2 〇 1

臨床神経学 １後 2 〇 1

整形外科学 １後 2 〇 1

精神医学 ２前 2 〇 1

小児科学 ２前 2 〇 1

リハビリテーション医学Ⅰ １後 2 〇 4 1 2 共同

リハビリテーション医学Ⅱ ２前 2 〇 5 1 2 共同

リハビリテーション概論 １前 1 〇 1

保健医療論 １前 2 〇 1

社会保障制度 ２前 2 〇 1

39 0 0 15 3 25 0 0

理学療法概論 １前 2 〇 1

基礎理学療法学 ２前 2 〇 1

基礎理学療法学演習 ２後 2 〇 1

理学療法管理学 理学療法管理学 ３後 2 〇 1

基礎理学療法評価学 １後 2 〇 1

神経系検査法 ２前 2 〇 1

運動器系検査法 ２前 2 〇 1

運動・動作分析学演習 ２前 1 〇 1

運動器障害理学療法学 ２後 1 〇 1

運動器障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

神経系理学療法 ２後 1 〇 1

中枢神経障害理学療法学 ２後 1 〇 1

中枢神経障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

発達障害理学療法学 ２後 1 〇 1

発達障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

内部・循環障害理学療法学 ２後 1 〇 1

内部・循環障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

理学療法評価治療演習 ３前 1 〇 1

物理療法学 ２後 1 〇 1

物理療法学演習 ３前 1 〇 1

呼吸障害理学療法学 ２後 1 〇 1

呼吸障害理学療法学演習 ３前 1 〇 1

日常生活活動評価学 ２前 1 〇 1

日常生活活動指導法 ２後 1 〇 1

義肢学・装具学 ２後 1 〇 1

スポーツ障害学 ３前 1 〇 1

理学療法特論Ⅰ ４前 3 〇 3 3 共同

理学療法特論Ⅱ ４後 3 〇 3 3 共同

理学療法特論Ⅲ ４後 3 〇 3 3 共同

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人間と自然

社会の理解

外国語科目

保健体育科目

キ
ャ

リ
ア
・
ガ
イ

ダ
ン
ス
科
目

小計15（科目） －

専
門
教
育
科
目

専門共通科目

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

及
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
障
害
の
成
り
立

ち
及
び
回
復
過
程
の
促

進

保健医療福祉とリハビリテーショ
ンの理念

小計22（科目） －

専
門
科
目

基礎理学療法学

理学療法評価学

理
学
療
法
治
療
学
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科目
区分

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地域理学療法学 ２後 2 〇 1

生活環境整備学 ３前 1 〇 1

理学療法学臨床実習Ⅰ １後 2 〇 3 3

理学療法学臨床実習Ⅱ ３前 3 〇 3 3

理学療法学臨床実習Ⅲ ３後 7 〇 3 3

理学療法学臨床実習Ⅳ ３後 8 〇 3 3

研究方法論 ２後 2 〇 1

卒業論文 ４後 2 〇 3 3 共同

－ 69 0 0 5 0 12 0 0

－ 134 0 0 11 3 24 0 0 兼7

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

地域理学療法学

臨床実習

卒業論文

小計37（科目） －

合計（17科目） －

学位又は称号
学士（保健衛生

学）
学位又は学科の分野 保健衛生学関係(リハビリテーション関係）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下に掲げる基準を満たし、合計134単位以上修得することを卒業要件とする。

＜共通基礎科目＞
　　・必修科目26単位を修得すること。
　　・合計26単位以上修得すること。

＜専門基礎科目＞
　　・必修科目39単位を修得すること。
　　・合計39単位以上修得すること。

＜専門科目＞
　　・必修科目69単位を修得すること。
　　・合計69単位以上修得すること。

※　履修科目の登録の上限は、年間45単位を上限とする。

<履修要件>

      専門教育科目の必修科目をすべて修得すること。

１学年の学期区分 2期

90分
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英語演習 ４後 2 〇 1 「英語Ⅱ」に読替

卒業研究 ４後 1 〇 3 3 「卒業研究Ⅳ」に読替

4年次編入生用授業科目（保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻）

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間と文化 心理学概論 １後 2 〇 1 兼1

人間と社会 日本国憲法 １前 2 〇 1 兼1

情報処理 １前 2 〇 1 兼1

基礎統計学 １後 2 〇 1 兼1

発達心理学 １前 2 〇 1

教育の方法技術 １後 2 〇 1

英語Ⅰ １前 2 〇 1 兼1

英語Ⅱ １後 2 〇 1 兼1

スポーツ １後 2 〇 1 兼1

基礎セミナーⅠ １通 2 〇 3 3 共同

基礎セミナーⅡ ２通 2 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅰ ３前 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅱ ３後 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅲ ４前 1 〇 3 3 共同

卒業研究Ⅳ ４後 1 〇 3 3 共同

26 0 0 22 3 20 0 0 兼7

チーム医療概論Ⅰ １前 1 〇 1 4 共同

チーム医療概論Ⅱ １後 1 〇 1 4 共同

解剖学総論 １前 2 〇 1

解剖学Ⅰ(骨・筋の形態学) １前 2 〇 1

解剖学Ⅱ(神経の形態学) １後 2 〇 1

生理学Ⅰ １前 2 〇 1

生理学Ⅱ １後 2 〇 1

運動学 １後 2 〇 1

運動学演習 ２前 1 〇 1

人間発達学 ２前 2 〇 1

臨床心理学 ２前 2 〇 1

病理学 ２後 1 〇 1

内科学 ２後 2 〇 1

臨床神経学 ２前 2 〇 1

整形外科学 ２前 2 〇 1

精神医学 ２前 2 〇 1

小児科学 ２後 2 〇 1

リハビリテーション医学Ⅰ ２前 2 〇 4 1 2 共同

リハビリテーション医学Ⅱ ２後 2 〇 5 1 2 共同

リハビリテーション概論 １前 1 〇 1

保健医療論 １前 2 〇 1

社会保障制度 ２後 2 〇 1

39 0 0 15 3 25 0 0

作業療法概論 １前 2 〇 1

基礎作業療法学Ⅰ １後 1 〇 1

基礎作業療法学Ⅱ ２前 2 〇 1

作業療法管理学 作業療法管理学 ３前 2 〇 1

作業療法評価 ２前 1 〇 1

身体機能評価法 ２後 1 〇 1

精神機能評価法 ２後 1 〇 1

日常生活活動 ２前 1 〇 1

作業療法評価演習Ⅰ ２後 1 〇 1

作業療法評価演習Ⅱ ３前 1 〇 2 4 共同

身体障害の作業療法Ⅰ ２後 1 〇 1

身体障害の作業療法Ⅱ ２後 1 〇 2 共同

身体障害演習 ３前 1 〇 1

精神障害の作業療法 ２後 1 〇 1

精神障害演習 ３前 1 〇 1

発達障害の作業療法 ３前 1 〇 1

発達障害演習 ３前 1 〇 1

高次脳機能障害の作業療法 ３前 2 〇 1

老年期障害の作業療法 ３前 1 〇 1

老年期障害演習 ３前 1 〇 1

作業療法特論Ⅰ ４後 2 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅱ ４後 2 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅲ ４後 2 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅳ ４後 3 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅴ ４後 3 〇 2 4 共同

作業療法特論Ⅵ ４後 3 〇 2 4 共同

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健医療学部総合リハビリテーション学科作業療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人間と自然

社会の理解

外国語科目

保健体育科目

キ
ャ

リ
ア
・
ガ
イ

ダ
ン
ス
科
目

小計15（科目） －

専
門
教
育
科
目

専門共通科目

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

及
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
障
害
の
成
り
立

ち
及
び
回
復
過
程
の
促

進

保健医療福祉とリハビリテーショ
ンの理念

小計22（科目） －

専
門
科
目

基礎作業療法学

作業療法評価学

作
業
療
法
治
療
学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地域作業療法 ３前 2 〇 1

地域作業療法演習 ３前 1 〇 1

生活環境整備学 ３前 1 〇 1

作業療法学臨床実習Ⅰ ２前 1 〇 〇 1

作業療法学臨床実習Ⅱ ３後 4 〇 〇 1

作業療法学臨床実習Ⅲ ３後 9 〇 〇 1

作業療法学臨床実習Ⅳ ４前 9 〇 〇 1

研究方法論 ２前 2 〇 1

卒業論文 ４前 2 〇 2 4 共同

－ 70 0 0 32 0 44 0 0

－ 135 0 0 69 6 89 0 0 兼7

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

地域作業療法学

臨床実習

卒業論文

小計35（科目） －

合計（72科目） －

学位又は称号
学士（保健衛生

学）
学位又は学科の分野 保健衛生学関係(リハビリテーション関係）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下に掲げる基準を満たし、合計135単位以上修得することを卒業要件とする。

＜共通基礎科目＞
　　・必修科目26単位を修得すること。
　　・合計26単位以上修得すること。

＜専門基礎科目＞
　　・必修科目39単位を修得すること。
　　・合計39単位以上修得すること。

＜専門科目＞
　　・必修科目70単位を修得すること。
　　・合計70単位以上修得すること。

※　履修科目の登録の上限は、年間45単位を上限とする。

<履修要件>

      専門教育科目の必修科目をすべて修得すること。

１学年の学期区分 2期

90分

-教育課程の概要 -5-



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

英語演習 ４後 2 〇 1 「英語Ⅱ」に読替

卒業研究Ａ ４前 1 〇 3 3 「卒業研究Ⅱ」に読替

卒業研究Ｂ ４後 1 〇 3 3 「卒業研究Ⅲ」に読替

卒業研究Ｃ ４前 1 〇 3 3 「卒業研究Ⅳ」に読替

作業療法特論Ａ ４通 3 〇 2 4 「作業療法特論Ⅳ」に読替

作業療法特論Ｂ ４通 3 〇 2 4 「作業療法特論Ⅴ」に読替

作業療法特論Ｃ ４通 3 〇 2 4 「作業療法特論Ⅵ」に読替

4年次編入生用授業科目（保健医療学部総合リハビリテーション学科作業療法学専攻）

授業科目の名称 開講学期

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

-教育課程の概要 -6-



別記様式第2号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

言葉と文学 1前 2 ○ 兼1

くらしと芸術 1前 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学概論 1前 2 ○ 兼1

哲学概論 1後 2 ○ 1

生活文化概論 1前 2 ○ 兼1

日本国憲法 1前 2 ○ 1

福祉と人権 1前 2 ○ 1

地理学 1後 2 ○ 兼1

近現代史 1後 2 ○ 1

地球環境論 1後 2 ○ 1

国際コミュニケーション論 1後 2 ○ 1

情報処理Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

情報処理Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

基礎数学 1前 2 ○ 兼1

科学史 1後 2 ○ 兼1

AI・データサイエンス 1後 2 ○ 兼1

英語Ⅰ 1前 1 ○ 1

英語Ⅱ 1後 1 ○ 1

英語Ⅲ 2前 1 ○ 1

英語Ⅳ 2後 1 ○ 1

英語基礎演習Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英語基礎演習Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

TOEIC英語Ⅰ 2前 1 ○ 1

TOEIC英語Ⅱ 2後 1 ○ 1

英会話Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英会話Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

ビジネス英語 3前 1 ○ 1

日本語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

日本語Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

日本語Ⅲ 2前 1 ○ 兼1

日本語Ⅳ 2後 1 ○ 兼1

スポーツⅠ 1前 1 ○ 兼1

スポーツⅡ 1後 1 ○ 兼1

健康科学概論 1前 2 ○ 兼1

基礎演習Ⅰ 1通 2 ○ 2 共同

基礎演習Ⅱ 2通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅠ 1通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅡ 2通 2 ○ 2 共同

キャリア・ガイダンスⅢ 3通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅣ 4通 2 ○ 1 1 共同

小計40（科目） － 22 39 0 5 2 2 0 0 兼15

政治学入門 1前 2 ○ 1

政策学概論 1後 2 ○ 1

法学概論 1前 2 ○ 1

経済学基礎 1前 2 ○ 兼1

経営学入門 1後 2 ○ 兼1

政治学Ⅰ 1後 2 ○ 1

政治学Ⅱ 2前 2 ○ 1

日本国憲法特論 1後 2 ○ 1

国家論 2前 2 ○ 1

議会政治論 2前 2 ○ 1

政治体制論 2後 2 ○ 1

政治過程論 2前 2 ○ 1

比較政治学 3前・4前 2 ○ 1

政党政治論 3前・4前 2 ○ 1

政治思想史 2後 2 ○ 1

政治哲学 3前・4前 2 ○ 1

日本政治史 2前 2 ○ 1

欧米政治史 3前・4前 2 ○ 1

アジア政治史 3後・4後 2 ○ 1

国際政治学 2後 2 ○ 1

日本の政治と外交 3前・4前 2 ○ 1

平和安全保障論 3後・4後 2 ○ 1

国際機関論 3後・4後 2 ○ 1

ＮＰＯ／ＮＧＯ論 3後・4後 2 ○ 1

発展途上国論 3後・4後 2 ○ 1

国際法 3前・4前 2 ○ 1

マスメディア論Ⅰ 2後 2 ○ 兼1

マスメディア論Ⅱ 3前・4前 2 ○ 兼1

政治学実践演習 3通 2 ○ 1 1 共同

（用紙　日本工業規格A4縦型）

基
盤
科
目

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（政治経済学部政治・政策学科）

授業科目の名称

授業
形態

備考科目区分 配当年次

授業
形態

共
通
基
礎
科
目

ー

教
養
科
目

人
間
と
自
然

基礎演習
科目

単位数

キャリア・
ガイダンス

科目

人
間
と
文
化

人
間
と
社
会

政
治
分
野
科
目

外
国
語
科
目

保健体育
科目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

授業
形態

備考科目区分 配当年次

授業
形態単位数

行政学 1後 2 ○ 1

地方自治論 2前 2 ○ 1

公共政策学Ⅰ 2前 2 ○ 1

公共政策学Ⅱ 2後 2 ○ 1

政策評価論 3前・4前 2 ○ 1

公務員論 3後・4後 2 ○ 1

都市・地域政策 2前 2 ○ 1

自治体経営論 3前・4前 2 ○ 1

地方財政論 3前・4前 2 ○ 兼1

社会保障論 2前 2 ○ 1

環境政策論 3後・4後 2 ○ 1

経済政策論 3前・4前 2 ○ 兼1

金融政策論 3前・4前 2 ○ 兼1

福祉行政と人権 2後 2 ○ 1

社会政策 3前・4前 2 ○ 1

民法 2前 2 ○ 1

行政法 2前 2 ○ 1

地方自治法 2後 2 ○ 1

労働法 3前・4前 2 ○ 1

現代情報法 3後・4後 2 ○ 兼1

地方自治特論 2後 2 ○ 1

政策学実践演習 3通 2 ○ 1 1 共同

社会学概論 2前 2 ○ 兼1

国際関係論 2前 2 ○ 1

ミクロ経済学 1後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 1後 2 ○ 兼1

基礎統計学 2前 2 ○ 兼1

ゲーム理論 2前 2 ○ 兼1

経済分析Ⅰ 2後 2 ○ 兼1

経済統計学 2後 2 ○ 兼1

経済史 2前 2 ○ 兼1

産業組織論 2後 2 ○ 兼1

経済地理学 2前 2 ○ 兼1

国際経済学 2後 2 ○ 兼1

財政学 2前 2 ○ 兼1

金融論 2後 2 ○ 兼1

経済学演習 1通 2 ○ 兼1

経営戦略論 2前 2 ○ 兼1

経営組織論 2前 2 ○ 兼1

経営管理論 2後 2 ○ 兼1

経営分析論 2後 2 ○ 兼1

経営情報論 2後 2 ○ 兼1

企業統治論 2後 2 ○ 兼1

マーケティング論 2前 2 ○ 兼1

中小企業論 2前 2 ○ 兼1

簿記Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

簿記Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

会計学基礎 2前 2 ○ 兼1

原価計算論 2前 2 ○ 兼1

財務会計論 2後 2 ○ 兼1

税法 2後 2 ○ 兼1

会社法 2後 2 ○ 1

経済法 2前 2 ○ 1

産業社会学 2前 2 ○ 兼1

社会心理学 2前 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 兼1

情報と法の倫理／情報セキュリティ 3前・4前 2 ○ 兼1

知的財産権 3前・4前 2 ○ 兼1

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

政
策
分
野
科
目

関
連
分
野
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

授業
形態

備考科目区分 配当年次

授業
形態単位数

キャリア研究Ⅰ 1通 2 ○ 1 1 共同

キャリア研究Ⅱ 2通 2 ○ 2 共同

キャリア・ボランティア実践Ⅰ 1通 2 ○ 1

キャリア・ボランティア実践Ⅱ 2通 2 ○ 1

卒業論文Ⅰ 3通 4 ○ 8 1

卒業論文Ⅱ 4通 4 ○ 8 1

－ 22 168 0 8 2 1 0 0 兼14

－ 44 207 0 8 2 2 0 0 兼28

実践演習
科目

専
門
教
育
科
目

－

合計（133科目） －

卒業論文

小計93（科目）

学位又は学科の分野 　法学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下のすべてを満たし、124単位以上修得することを卒業要件とする。
＜共通基礎科目＞
・必修22単位を修得し、教養科目のうち「人間と文学」「人間と社会」「人間と自然」の各分野
について、必修単位以外にそれぞれ2単位を修得すること。（合計28単位）
＜専門教育科目＞
（1）専門科目
①「基盤科目」の必修科目10単位を修得すること。
②政治学専攻選択者は、政治分野科目の選択科目から、「政治学Ⅰ」「政治学Ⅱ」「日本政治
史」「日本国憲法特論」を含み24単位以上、政策分野科目、関連分野科目から、それぞれ8単位以
上修得すること。
③政策学専攻選択者は、政策分野科目の選択科目から、「行政学」「公共政策学Ⅰ」「地方自治
論」「社会保障論」を含み24単位以上、政治分野科目、関連分野科目から、それぞれ8単位以上修
得すること。
（2）実践演習科目
・必修4単位を修得すること。
（3）卒業論文
・必修8単位を修得すること。
※　履修科目の登録の上限は、年間43単位を上限とする。

１学年の学期区分 2期

学位又は称号 学士(政治・政策学)

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

-教育課程の概要 -9-



別記様式第2号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

言葉と文学 1前 2 ○ 兼1

くらしと芸術 1前 2 ○ 兼2 オムニバス

心理学概論 1前 2 ○ 兼1

哲学概論 1後 2 ○ 兼1

生活文化概論 1前 2 ○ 兼1

日本国憲法 1前 2 ○ 兼1

福祉と人権 1前 2 ○ 兼1

地理学 1後 2 ○ 兼1

近現代史 1後 2 ○ 兼1

地球環境論 1後 2 ○ 兼1

国際コミュニケーション論 1後 2 ○ 兼1

情報処理Ⅰ 1前 1 ○ 1

情報処理Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

基礎数学 1前 2 ○ 兼1

科学史 1後 2 ○ 兼1

AI・データサイエンス 1後 2 ○ 兼1

英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

英語Ⅲ 2前 1 ○ 兼1

英語Ⅳ 2後 1 ○ 兼1

英語基礎演習Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英語基礎演習Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

TOEIC英語Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

TOEIC英語Ⅱ 2後 1 ○ 兼1

英会話Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

英会話Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

ビジネス英語 3前 1 ○ 兼1

日本語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

日本語Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

日本語Ⅲ 2前 1 ○ 兼1

日本語Ⅳ 2後 1 ○ 兼1

スポーツⅠ 1前 1 ○ 1

スポーツⅡ 1後 1 ○ 1

健康科学概論 1前 2 ○ 1

基礎演習Ⅰ 1通 2 ○ 2 1 1 共同

基礎演習Ⅱ 2通 2 ○ 2 2 共同

キャリア・ガイダンスⅠ 1通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅡ 2通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ガイダンスⅢ 3通 2 ○ 1 1 兼1 共同

キャリア・ガイダンスⅣ 4通 2 ○ 1 1 兼1 共同

小計40（科目） － 22 39 0 6 5 1 0 0 兼22

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

人
間
と
文
化

人
間
と
社
会

人
間
と
自
然

外
国
語
科
目

保健体育
科目

基礎演習
科目

キャリア・
ガイダンス

科目

（用紙　日本工業規格A4縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（政治経済学部経済経営学科）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業
形態 授業
形態

備考

ー
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業
形態 授業
形態

備考

政治学入門 1前 2 ○ 兼1

政策学概論 1後 2 ○ 兼1

法学概論 1前 2 ○ 兼1

経済学基礎 1前 2 ○ 1

経営学入門 1後 2 ○ 1

ミクロ経済学 1後 2 ○ 1

マクロ経済学 1後 2 ○ 1

経済学演習 1通 2 ○ 1

基礎統計学 2前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前 2 ○ 1

経済分析Ⅰ 2後 2 ○ 1

経済統計学 2後 2 ○ 1

経済史 2前 2 ○ 1

産業組織論 2後 2 ○ 1

経済地理学 2前 2 ○ 1

国際経済学 2後 2 ○ 1

財政学 2前 2 ○ 1

計量経済学 3前・4前 2 ○ 1

経済分析Ⅱ 3前・4前 2 ○ 1

公共経済学 3前・4前 2 ○ 1

アジア経済論 3前・4前 2 ○ 1

欧米経済論 3後・4後 2 ○ 兼1

国際貿易・流通論 3前・4前 2 ○ 1

労働経済学 3前・4前 2 ○ 1

環境経済学 3後・4後 2 ○ 1

農業経済学 3前・4前 2 ○ 1

経済政策論 3前・4前 2 ○ 1

金融論 2後 2 ○ 1

金融政策論 3前・4前 2 ○ 1

ファイナンス 3前・4前 2 ○ 1

証券市場論 3後・4後 2 ○ 1

銀行論 3後・4後 2 ○ 1

国際金融論 3後・4後 2 ○ 1

経営戦略論 2前 2 ○ 1

経営組織論 2前 2 ○ 1

経営管理論 2後 2 ○ 1

経営分析論 2後 2 ○ 1

経営情報論 2後 2 ○ 1

企業統治論 2後 2 ○ 1

マーケティング論 2前 2 ○ 1

中小企業論 2前 2 ○ 1

流通経済論 1後 2 ○ 1

市場調査論 2前 2 ○ 1

商品企画論 2前 2 ○ 1

生産管理論 2後 2 ○ 1

人的資源管理論 3前・4前 2 ○ 1

事業創造・承継論 3後・4後 2 ○ 1

リスクマネジメント論 2前 2 ○ 1

観光産業論 3前・4前 2 ○ 1

地域産業論 3前・4前 2 ○ 1

簿記Ⅰ 1前 2 ○ 1

簿記Ⅱ 1後 2 ○ 1

会計学基礎 2前 2 ○ 1

原価計算論 2前 2 ○ 1

財務会計論 2後 2 ○ 1

管理会計論 2前 2 ○ 1

会計監査論 3後・4後 2 ○ 1

税務会計論 3前・4前 2 ○ 1

ビジネス倫理 3前・4前 2 ○ 1

経営学実践演習Ⅰ 2後 2 ○ 1 兼1 共同

経営学実践演習Ⅱ 3前・4前 2 ○ 1 兼1 共同

基
盤
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

経
済
分
野
科
目

経
営
分
野
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業
形態 授業
形態

備考

社会学概論 2前 2 ○ 兼1

国際関係論 2前 2 ○ 兼1

政治学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

政治学Ⅱ 2前 2 ○ 兼1

日本国憲法特論 1後 2 ○ 兼1

国家論 2前 2 ○ 兼1

議会政治論 2前 2 ○ 兼1

政治体制論 2後 2 ○ 兼1

政治過程論 2前 2 ○ 兼1

政治思想史 2後 2 ○ 兼1

日本政治史 2前 2 ○ 兼1

国際政治学 2後 2 ○ 兼1

マスメディア論Ⅰ 2後 2 ○ 兼1

行政学 1後 2 ○ 兼1

地方自治論 2前 2 ○ 兼1

公共政策学Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

公共政策学Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

都市・地域政策 2前 2 ○ 兼1

社会保障論 2前 2 ○ 兼1

福祉行政と人権 2後 2 ○ 兼1

社会政策 3前・4前 2 ○ 兼1

民法 2前 2 ○ 兼1

行政法 2前 2 ○ 兼1

地方自治法 2後 2 ○ 兼1

地方自治特論 2後 2 ○ 兼1

税法 2後 2 ○ 1

会社法 2後 2 ○ 兼1

経済法 2前 2 ○ 兼1

産業社会学 2前 2 ○ 1

社会心理学 2前 2 ○ 兼1

社会調査論 2後 2 ○ 兼1

情報と法の倫理／情報セキュリティ 3前・4前 2 ○ 1

知的財産権 3前・4前 2 ○ 1

キャリア研究Ⅰ 1通 2 ○ 1 1 共同

キャリア研究Ⅱ 2通 2 ○ 1 1 共同

キャリア・ボランティア実践Ⅰ 1通 2 ○ 兼1

キャリア・ボランティア実践Ⅱ 2通 2 ○ 兼1

卒業論文Ⅰ 3通 4 ○ 7 5 1 共同

卒業論文Ⅱ 4通 4 ○ 7 5 1 共同

－ 22 182 0 7 5 1 0 0 兼12

－ 44 221 0 7 6 1 0 0 兼28

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下のすべてを満たし、124単位以上修得することを卒業要件とする。
＜共通基礎科目＞
・必修22単位を修得し、教養科目のうち「人間と文学」「人間と社会」「人間と自然」の各分野
について、必修単位以外にそれぞれ2単位を修得すること。（合計28単位）
＜専門教育科目＞
（1）専門科目
①「基盤科目」の必修科目10単位を修得すること。
②経済学専攻選択者は、経済分野科目の選択科目から、「ミクロ経済学」「マクロ経済学」「経
済学演習」「基礎統計学」を含み24単位以上、経営分野科目、関連分野科目から、それぞれ8単
位以上修得すること。
③経営学専攻選択者は、経営分野科目の選択科目から、「簿記Ⅰ」「簿記Ⅱ」「会計学基礎」
「マーケティング論」を含み24単位以上、経済分野科目、関連分野科目から、それぞれ8単位以
上修得すること。
（2）実践演習科目
・必修4単位を修得すること。
（3）卒業論文
・必修8単位を修得すること。
※　履修科目の登録の上限は、年間43単位を上限とする。

１学年の学期区分 2期

卒業論文

小計100（科目） －

合計（140科目） －

学位又は学科の分野

専
門
教
育
科
目

90分

　経済学関係

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

専
門
科
目

学位又は称号 　学士（経済経営学）

関
連
分
野
科
目

実践演習
科目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学入門 1前 2 〇 1

心理学入門 1前 2 〇 兼1

倫理学入門 1後 2 〇 1

日本国憲法 1前 2 〇 1

人間関係論 1前 2 〇 兼1

数学入門 1前 2 〇 1 1

統計学入門 1後 2 〇 1

AI・データサイエンス入門 1前 2 〇 1

英語Ⅰ 1前 1 〇 1

英語Ⅱ 1後 1 〇 1

英語Ⅲ 2前 1 〇 1

英語Ⅳ 2後 1 〇 1

スポーツ 1通 2 〇 1

キャリアデザインⅠ 1通 2 〇 4 3 共同

キャリアデザインⅡ 2通 2 〇 5 4 共同

キャリアデザインⅢ 3通 2 〇 5 4 共同

キャリアデザインⅣ 4通 2 〇 4 3 共同

－ 12 18 0 9 4 0 0 0 兼2

基礎数学Ⅰ 1前 2 〇 2 1

基礎数学Ⅱ 1後 2 〇 2 1

情報数学 1後 2 〇 5

微分積分 1後 2 〇 4 1

線形代数 1後 2 〇 4 1

確率統計 1後 2 〇 4 1

情報学概論 1前 2 〇 2

データサイエンス基礎 1前 2 〇 1

データエンジニアリング基礎 2前 2 〇 1 1

コンピュータシステム基礎 2前 2 〇 2

AI基礎 2前 2 〇 2

情報科学 2前 2 〇 2

AI社会の情報倫理と法 2前 2 〇 2

データ構造とアルゴリズム 2後 2 〇 2

データベース工学 2後 2 〇 1

データ分析基礎 2後 1 〇 1 1

データ分析演習 3前 1 〇 1 1

プログラミングⅠ 2後 1 〇 2

プログラミングⅡ 3前 1 〇 2

情報システム 2・3前 2 〇 2

データマイニング 2・3後 2 〇 2

数理モデリング 2・3後 2 〇 2

オペレーティングシステム 2・3前 2 〇 1

最適化理論 2・3前 2 〇 1

グラフ理論 2・3前 2 〇 2

多変量解析 2・3後 2 〇 2

画像解析 2・3後 2 〇 2

信号処理 2・3後 2 〇 1

意思決定論 2・3後 2 〇 1

ソフトウェア工学 2・3後 1 〇 2

コンピュータネットワーク 2・3前 2 〇 1 1

コンピュータアーキテクチャ 2・3前 2 〇 2

コンピュータグラフィックス 2・3後 2 〇 2

マルチメディア論 2・3後 2 〇 2

ヒューマンインターフェイス 2・3前 2 〇 2

AI技術と社会 2・3前 2 〇 2

機械学習・深層学習 2・3後 2 〇 2

情報セキュリティ 2・3後 2 〇 2

外
国
語
科
目

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（情報学部情報学科）

配当年次授業科目の名称 備考

共
通
基
礎
科
目

視
野
形
成
科
目

保
健
体

育
科
目

－小計17（科目）

キ
ャ

リ
ア
デ

ザ
イ
ン
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

基
盤
科
目

情
報
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

経済学概論 2前 2 〇 1

経営学概論 2前 2 〇 1

ミクロ経済学 2・3後 2 〇 1

マクロ経済学 2・3後 2 〇 兼1

計量経済学 2・3後 2 〇 2

経営情報論 2・3前 2 〇 2

マーケティング論 2・3後 2 〇 2

ビジネスイノベーション論 2・3後 2 〇 2

金融論 2・3後 2 〇 兼1

社会学概論 2前 2 〇 1

情報社会論 2・3前 2 〇 1 1

情報政策論 2・3前 2 〇 2

社会調査法 2・3後 1 〇 1

認知科学 2・3後 2 〇 2

情報行動論 2・3前 2 〇 2

情報文化論 2・3前 2 〇 1 1

情報メディア論 2・3前 2 〇 2

基礎演習 1通 2 〇 7 1 共同

専門演習Ⅰ 2通 2 〇 11 2 共同

専門演習Ⅱ 3通 2 〇 11 2 共同

卒業研究 4通 4 〇 9 2

－ 56 58 0 12 3 0 0 0 兼2

－ 68 76 0 14 4 0 0 0 兼4

小計59（科目） －

１学年の学期区分

以下に掲げる基準を満たし、合計124単位以上修得することを卒業要件とする。

＜共通基礎科目＞
　　・必修科目12単位を修得すること。
　　・合計22単位以上修得すること。

＜専門教育科目＞

　（専門科目）
　　・「基盤科目」の必修科目20単位を修得すること。
　　・「情報・データサイエンス分野科目」の必修科目16単位を修得すること。
　　・「経済・経営分野科目」の必修科目10単位を修得すること。
　　・合計92単位以上修得すること。

　（基礎・専門演習科目）
　　・6単位修得すること。

　（卒業研究）
　　・4単位修得すること。

※　履修科目の登録の上限は、年間45単位を上限とする。

合計（76科目）

授業期間等

－

学位又は学科の分野
工学関係
経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号

１時限の授業時間

学士（情報学）

2期

15週

90分

１学期の授業期間

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

経
済
・
経
営
分
野
科
目

卒業研究

基礎・専門
演習科目
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

（１） 学生確保の見通し 

 

① 定員充足の見込み 

 

〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

      保健医療学部総合リハビリテーション学科は、平成 26（2014）年 4月の開設から 8年 

目を迎え、社会的認知も広がり、理学療法学専攻、作業療法学専攻とも、順調に入学定 

員充足を継続している。 

 また、本学は、系列校に、白鳳短期大学総合人間学科リハビリテーション学専攻理学 

療法学課程（入学定員 40名）、作業療法学課程（入学定員 30名）を有しており、受験 

時に、本学とともに、系列の白鳳短期大学を併願受験し、大学への進学意思を持ちなが 

ら短期大学に進学する学生も多い。 

  また、本学の位置する大阪府、及び隣接する兵庫県、奈良県に３年制の養成校が集中 

しており、これら系列短期大学の学生、及び 3年制課程修了後、本学部学科理学療法学 

専攻・作業療法学専攻 4年次への編入が可能な専門学校の各専門課程で学ぶ学生を対象 

に、第三者機関によるニーズ調査を実施したところ、本学部学科の各専攻 4年次に編入 

学し、専門課程に関する発展的、実践的な学びを深め、卒業後、医療現場や大学院進学 

を目指したいという意思をもつ希望者が、編入学定員を満たす理学療法専攻 24人、作 

業療法学専攻 19人という結果を得た。 

継続的な高齢者人口比率の高まり、また、医療技術のさらなる進展の観点から、本学 

部学科各専攻 4年次編入学の需要は、今後さらに高まるものと見込まれ、また、4年次 

編入設定について、さらに幅広く告知展開を図ることにより、十分定員充足できるもの 

と考える。 

 

【資料１】 保健医療学部 総合リハビリテーション学科（理学療法学専攻・作業療 

法学専攻）入学志願状況（直近５か年） 

【資料２】 大和大学「保健医療学部 総合リハビリテーション学科 4 年次編入」 

      学生確保の見通し報告書 

 

    〇 政治経済学部 

 

＜政治・政策学科＞ 
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      政治経済学部政治・政策学科は、平成 28（2016）年 4月の開設時、「政治行政学科」 

としてスタートした。しかし、大学自体が開学 3年目であり知名度が不足していたこ 

とや、関西に「政治経済学部」が存在せず、学部の認知が行き渡らなかったことから、 

開設年度の平成 28（2016）年度入学者は、入学定員 60名に対し 36名という結果とな 

った。 

そこで、「入学者の受入れに関する方針」に掲げる入学者基準の堅持、教育研究の質 

の維持を図るため、平成 29（2017）年度より、入学定員を 40名に減員し、以降、懸命 

に、質の高い教育研究の実践を図るとともに、精力的に広報展開を図ってきた。 

その結果、平成 29(2017)年度、受験者数 587名、入学者数 40名、平成 30(2018)年 

度、受験者数 676名、入学者数 38名、平成 31(2019)年度、受験者数 927名、入学者数 

46名、令和 2(2020)年度、受験者数 930名、入学者数 43名、令和 3(2021)年度、受験 

者数 1,651名、入学者数 46名と、志願者数・入学者数とも堅調に増加してきた。 

また、令和 4(2022)年度から、「政治行政学科」の学科名称を関西エリアに類例が存 

在する「政治・政策学科」に変更したことにより、受験生の本学科の認知は一層高ま 

るものと見込まれる。 

また、本学が立地する「大阪」における私立大学の入学定員充足率、及び、同系統学 

     部の入学定員充足率、関西主要私立大学の同系統学部学科の倍率、入学定員充足状況 

は、いずれも堅調に推移しており、入学定員を認可時の 60名に復し、志願者数、競争 

倍率と入学定員規模の適正化を図ることによって、定員充足をしつつ、本学部学科へ 

の入学を強く志望する学生の安定的な受け入れを図ることができるものと考える。 

 

【資料３】 政治経済学部 入学志願状況（直近 5か年） 

【資料４】 私立大学 地域別動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料５】 私立大学 主な学部別の志願者・入学者動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料６】 令和 3(2021)年度 関西主要私立大学 政治・政策系統学部学科 入試

結果 

 

＜経済経営学科＞ 

 

平成 28（2016）年 4月の政治経済学部経済経営学科開設時は、大学自体が設置 3年 

目であり知名度が不足していたことや、関西に「政治経済学部」が存在せず、学部の 

認知が行き渡らなかったことから、開設年度の平成 28（2016）年度入学者は、入学定 

員 120名に対し入学者数 88名という結果となった。 

そこで、「入学者の受入れに関する方針」に掲げる入学者の基準の堅持、教育研究の 

質の維持を図るため、平成 29（2017）年度入学者より入学定員を 80名に減員し、以 
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降、懸命に、質の高い教育研究の実践を図るとともに、精力的に広報展開を図ってき 

た。 

その結果、平成 29(2017)年度、受験者数 730名、入学者数 97名、平成 30(2018)年 

度、受験者数 820名、入学者数 97名、平成 31(2019)年度、受験者数 1,147名、入学者 

数 93 名、令和 2(2020)年度、受験者数 1,130 名、入学者数 88 名、令和 3(2021)年度、 

受験者数 2,007 名、入学者数 86 名と、志願者数・入学者数とも堅調に増加している。 

また、本学が立地する「大阪」における私立大学の入学定員充足率、及び、同系統学 

     部の入学定員充足率、関西主要私立大学の同系統学部学科の倍率、入学定員充足状況 

は、いずれも堅調に推移しており、入学定員を認可時の 120名に復し、志願者数、競 

争倍率と入学定員規模の適正化を図ることによって、定員充足をしつつ、本学部学科 

への入学を強く志望する学生の安定的な受け入れを図ることができるものと考える。 

 

【資料３】 政治経済学部 入学志願状況（直近 5か年） 

【資料４】 私立大学 地域別動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料５】 私立大学 主な学部別の志願者・入学者動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料６】 令和 3(2021)年度 関西主要私立大学 経済経営系統学部学科 入試

結果 

 

    〇 情報学部 

 

この度設置する情報学部の入学定員を設定するにあたり、全国主要私立大学の同系 

統学部の入学定員、志願者数、志願倍率の調査分析を行ったところ、平均学部入学定 

員は 296人、入学者数に対する平均志願倍率は約 12.0倍であった。 

また、後述の「定員充足の見込み」に記す本学部同系統分野の動向分析、アンケー 

ト調査結果をふまえ、このたび設置する情報学部情報学科の入学定員、収容定員を入 

学定員 200人、収容定員 800人に設定した。 

 本学が立地する大阪における私立大学の入学定員充足率、及びこの度設置する本学 

部の同系統学部の入学定員充足率は堅調に推移しており、また、全国主要私立大学の 

同系統学部学科の倍率、入学定員充足状況も堅調である。 

また、第三者機関に依頼実施した現高等学校２年生を対象とする本学部への受験、 

入学意欲に関する調査結果においても入学定員を上回る希望者数を得ることができた 

ことから、十分定員充足できるものと考える。 

 

【資料７】 令和 3(2021)年度 全国主要私立大学 情報学系統学部学科 入試結 

      果 

【資料８】 大和大学「情報学部（仮称）」設置に係る学生確保の見通し調査報告書 
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【資料４】 私立大学 地域別動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料５】 私立大学 主な学部別の志願者・入学者動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

 

 

② 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 

〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

この度、編入学定員を設定する保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法 

学専攻・作業療法学専攻の直近 5か年の入学志願状況をみると、平成 29（2017）年度、 

作業療法学専攻において入学定員を満たしていない状況があったが、以降の年度は、 

理学療法学専攻・作業療法学専攻とも、入学定員を充足しつつ、志願者数、受験者数 

とも安定推移を続けている。 

 また、直近 5か年の全国大学編入学者数推移データをみると、大学全体、リハビリ 

系統学部の双方において、短期大学出身者、専修学校出身者とも堅調に推移しており、 

大学編入学者数の全体動向は安定している。 

そこで、この度の編入学定員充足の根拠となる調査として、関西圏の対象教育機関 

（同系統分野課程を有する短期大学・専門学校）の現 2年生を対象に保健医療学部総 

合リハビリテーション学科理学療法学専攻・作業療法学専攻への４年次編入学受験、 

入学意欲の調査を第三者機関に依頼実施し、以下の結果を得た。 

 

 

＜保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻/作業療法学専攻につい 

ての短期大学・専門学校生を対象としたアンケート調査＞ 

 

実施概要 

 

調査内容 

大和大学が令和 5（2023）年度に 4 年次編入学定員を設ける予定の保

健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻/作業療法学

専攻における編入学生確保の見通しを検証するために、短期大学・専

門学校２年生を対象としたアンケートを実施した。 

アンケート項目は全 3問で、すべて選択肢式とした。 

調査実施時期 令和 4（2022）年 2月 

調査対象 
令和 5（2023）年 3月に短期大学・専門学校の理学療法士養成課程（3

年課程）または作業療法士養成課程（3 年課程）を卒業予定の現 2 年
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生 

実施校 

大和大学の設置母体である学校法人西大和学園が併設する白鳳短期

大学のリハビリテーション学専攻理学療法学課程/作業量法学課程、 

及び大阪府・兵庫県内の医療福祉系専門学校各１校 

有効回答数 128件 

 

この度設定する編入学定員の出願資格に、理学療法士または作業療法士の国家資格を 

    取得済み、または取得見込みであることを掲げており、アンケート調査は、令和 5(2022)

年 3月に短期大学・専門学校の理学療法士または作業療法士養成課程（3年課程）を卒業

予定である現 2年生を対象に、編入学制度の特色・学費・アクセスなどを具体的に示し 

たうえで、編入学意欲についての回答を求めた。 

その結果、理学療法学専攻については 24人（回答者全体の 18.8%）が本学部学科理学 

療法学専攻の 4年次に「編入学したいと思う」と回答し、作業療法学専攻については、 

19人（回答者全体の 14.8%）が「編入学したいと思う」と回答した。 

 また、近畿圏における理学療法士数、作業療法士数の対人口比及び養成校数データを 

みると、近畿２府４県の対人口比平均は、全国平均とほぼ同比率であるが、３年制課程 

の養成校の立地をみると、本学の位置する大阪府、及び隣接する兵庫県、奈良県に集中 

しており、本学の立地は、大学に編入学し、発展的、実践的な学びを深め、医療現場や 

大学院進学を目指したいと考える３年制課程修了学生のニーズに応えるには最適の立地 

に位置しているといえる。 

 また、今後、この度の編入学設定について、ホームページ、広報媒体等で、対象校へ 

の案内送付を幅広く展開する予定であり、さらに志願者増が見込まれることから、十分 

定員充足を図ることができるものと考える。 

 

         【資料１】 保健医療学部 総合リハビリテーション学科（理学療法学専攻・作業療 

法学専攻）入学志願状況（直近 5か年） 

     【資料１１】 全国大学編入学者数推移 

【資料２】 大和大学「保健医療学部 総合リハビリテーション学科 4年次編入」学 

生確保の見通し報告書 

     【資料９】 近畿圏 理学療法士比率・養成校数 

     【資料１０】近畿圏 作業療法士比率・養成校数 

    

 

〇 政治経済学部 

 

     ＜政治・政策学科＞ 
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本学科の定員変更にあたって、まず、本学が立地する地域の私立大学の入学志願者 

動向について、令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向の「地域別の動 

向」をみると、立地地域の「大阪」の入学定員充足率は、令和 2(2020)年度 105.46%、 

令和 3(2021)年度 103.58%と堅調に推移しており、また、学部系統別の動向について 

「主な学部別の志願者・入学者動向」をみると、本学科と同系統の「政治経済学部」の 

入学定員充足率は、令和 2（2020）年度 91.67%から令和 3（2021）年度 99.07%と増加 

傾向にあり、また、関西の同系統分野の主要私立大学の入試結果についても、各大学、 

倍率を維持しつつ、概ね入学定員を充足している状況にある。 

 また、本学政治経済学部のオープンキャンパス参加者数をみると、平成 29(2017)年 

度 308名、平成 30(2018)年度 402名、平成 31(2019)年度 453名、令和 3(2021)年度 470 

名と堅調に推移してきており、また、本学科の入学志願状況データにおいても、平成 

29(2017)年度、志願者数 608名、受験者数 587名、平成 30(2018)年度、志願者数 689 

名、受験者数 676名、平成 31・令和元(2019)年度は、志願者数 942名、受験者数 927 

名、令和 2(2020)年度、志願者数 962名、受験者数 930名、令和 3(2021)年度、志願者 

数 1,688名、受験者数 1,651名と、堅調に志願者数、受験者数の増加が続いており、 

また、うち本学科を第１志望とする人数も、平成 29(2017)年度、志願者数 256名、受 

験者数 242名、平成 30(2018)年度、志願者数 150名、受験者数 148名、平成 31・令和 

元(2019)年度は、志願者数 204名、受験者数 204名、令和 2(2020)年度、志願者数 196 

名、受験者数 188名、令和 3(2021)年度、志願者数 274名、受験者数 271名と、堅調に 

増加が続いている。 

以上の通り、入学定員規模に対し、志願者数、受験者数が高い状況が継続しており、 

入学定員を認可時の 60名に復し、志願者数、競争倍率と入学定員規模の適正化を図る 

ことによって、本学科への入学を強く志望する入学者 60名を安定的に確保しつつ、 

質の高い教育を展開できるものと考える。 

 

＜経済経営学科＞ 

 

本学科の定員変更にあたって、まず、本学が立地する地域の私立大学の入学志願者 

動向について、令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向の「地域別の動 

向」をみると、立地地域の「大阪」の入学定員充足率は、令和 2年度 105.46%、令和 3 

年度 103.58%と堅調に推移しており、また、学部系統別の動向について、「主な学部別 

の志願者・入学者動向」をみると、本学科と同系統の「政治経済学部」の入学定員充足 

率は、令和 2(2020)年度 91.67%から令和 3(2021)年度 99.07%と増加傾向にあり、また、 

本学科に関連する「経済学部」の入学定員充足率は、令和 2(2020)年度 102.68%、令和 

3(2021)年度 101.42%、「経営学部」の入学定員充足率は、令和 2(2020)年度 105.27%、 

令和 3(2021)年度 103.28%と堅調に推移しており、また、関西の同系統分野の主要私立 

大学の入試結果についても、各大学、倍率を維持しつつ、概ね入学定員を充足してい 

る状況にある。 
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また、本学政治経済学部のオープンキャンパス参加者数をみると、平成 29(2017)年 

度 308名、平成 30(2018)年度 402名、平成 31(2019)年度 453名、令和 3(2021)年度 470 

名と堅調に推移してきており、また、本学科の入学志願状況データにおいても、平成 

29(2017)年度、志願者数 753名、受験者数 730名、平成 30(2018)年度、志願者数 837 

名、受験者数 820名、平成 31・令和元(2019)年度、志願者数 1,164名、受験者数 938 

名、令和 2(2020)年度、志願者数 1,168名、受験者数 1,130名、令和 3(2021)年度、 

志願者数 2,050名、受験者数 2,007名と、堅調に志願者数、受験者数の増加が続いて 

おり、また、うち本学科を第１志望とする人数も、平成 29(2017)年度、志願者数 327 

名、受験者数 314名、平成 30(2018)年度、志願者数 431名、受験者数 422名、平成 31・ 

令和元(2019)年度、志願者数 564名、受験者数 551名、令和 2(2020)年度、志願者数 

608名、受験者数 586名、令和 3(2021)年度、志願者数 782名、受験者数 761名と、堅 

調に志願者数、受験者数の増加が続いている。 

以上の通り、入学定員規模に対し、志願者数、受験者数が高い状況が継続しており、 

入学定員を認可時の 120名に復し、志願者数、競争倍率と入学定員規模の適正化を図 

ることによって、本学科への入学を強く志望する入学者 120名を安定的に確保しつつ、 

質の高い教育を展開できるものと考える。 

 

【資料４】  私立大学 地域別動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料５】  私立大学 主な学部別の志願者・入学者動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料６】  令和 3(2021)年度 関西主要私立大学 政治・政策系統学部学科 入 

試結果 

        令和 3(2021)年度 関西主要私立大学 経済経営系統学部学科 試

結果 

【資料１２】 大和大学 オープンキャンパス参加者数・志願者数・入学者数推移 

（直近 5か年） 

【資料３】 政治経済学部 入学志願状況（直近 5か年） 

 

 

〇 情報学部 

 

この度設置する情報学部の定員充足について、「令和 3(2021)年度私立大学・短期大 

学等入学志願動向」の「地域別動向」をみると、本学が立地する「大阪」の入学定員充 

足率は、令和 2（2020)年度 105.46%、令和 3（2021）年度 103.58%と堅調に推移してお 

り、また、「私立大学 主な学部別の志願者・入学者動向」をみると、同系統の「情報 

科学部」の入学定員充足率は、令和 2（2020)年度 108.60%、令和 3（2021)年度 113.49%、

「情報学部」の入学定員充足率は、令和 2（2020)年度105.64%、令和 3（2021)年度 109.51%、
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「総合情報学部」の入学定員充足率は、令和 2（2020)年度 105.58%、令和 3（2021)年度

105.99%と、いずれも堅調に推移している。 

また、全国主要私立大学の同系統分野の入試結果をみると、各大学、いずれも倍率 

を維持しつつ、概ね入学定員を充足している状況にある。 

そこで、本学部の定員充足の根拠となる調査として、現在、高等学校２年生の生徒 

を対象に、本学部への受験、入学意欲の調査を第三者機関に依頼実施し、以下の結果 

を得た。 

 

        ＜情報学部についての高校生を対象としたアンケート調査＞   

 

実施概要 

 

調査目的 

令和 5（2023）年 4月新設予定の大和大学「情報学部情報学科（仮称）」

（入学定員 200名を予定）の学生確保の見通しを測定するために高校

生を対象としたアンケート調査を実施した。 

調査時期 令和 3（2021）年 11月～令和 4（2022）年 1月 

調査対象者 
令和 3（2021）年度時点の高校２年生（令和 5（2023）年度に大学進学

時期を迎える者） 

調査内容 

選択肢式の 7問 

■ 回答者の基本情報（居住地、性別、希望進路、関心のある学問分

野） 

■ 大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」への志願・入学意志等 

調査方法 

アンケート実施の了承が得られた高校に高校生アンケート用紙（必要

部数）を送付。各校の教職員から調査対象者にアンケート用紙を配布

のうえ、10分程度の回答時間を設け、その場で回収いただいた。 

実施人数 9,122件 

 

以上の通り、高校生アンケート調査は、本学が学生確保の基盤とする近畿地方を中心と 

した高校に依頼を行い、66校（大阪府 36校、兵庫県 12校、京都府 8校、滋賀県 3校、奈 

良県 5校、和歌山県 2校）より実施協力をいただき、これら 66校に在籍する高校 2年生 

（令和 5（2023）年 3 月卒業予定・令和 5（2023）年度に大学進学時期を迎える者）合計

9,122人を対象に高校生アンケート調査を行った。アンケート調査においては、本学の情報

学部の特色・学費・アクセスなどを具体的に示したうえで、受験意欲について回答を求めた。 

その結果、524人（回答者全体の 5.7%）が情報学部を「受験したい」と回答し、また、 

   受験意欲を示した 524人に対し合格した場合の入学意欲について回答を求めたところ、232 

人が「合格した場合、入学したい」、286人が「合格した場合、併願先の結果によっては入 

学したい」と回答した。「入学したい」と回答した高校生 232人のみで、情報学部が予定す 
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る入学定員 200名を上回っており、さらに「併願大学の結果によっては入学したい」と回 

答した 286人を加えると、情報学部への入学を具体的に検討している者は計 518人（入学 

定員 200名の 2.59倍）となり、入学定員を上回る十分な学生確保の見通しが得られた。 

 また、本調査は、設置予定地である大阪府を中心に依頼しているが、回答者の居住地の 

多くを占める大阪府や兵庫県の高校の調査実施率は、大阪府が 21.1％（依頼 170校中 36校 

実施）、兵庫県が 11.7％（依頼 103校中 12校実施）であり、上記の回答結果及び前述の実 

施状況を踏まえると、調査を実施していない高校にも入学意志を持つ者が潜在する可能性 

が十分ある。 

また、本学既設学部のオープンキャンパス、志願者数、入学者数の状況について、「大和 

大学 オープンキャンパス参加者数・志願者数・入学者数推移（5か年）」をみると、オー 

プンキャンパス参加者数、志願者数、入学者数とも堅調に推移しており、京阪神を結ぶ大 

動脈ＪＲ京都線の「吹田駅」（ＪＲ大阪駅から約 9分）から徒歩 10分以内でキャンパスに 

立つことができる本学の好立地も鑑みると、入学定員 200名、収容定員 800名の定員は十 

分充足できるものと考える。 

 

【資料４】  私立大学 地域別動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料５】  私立大学 主な学部別の志願者・入学者動向 

＜令和 3(2021)年度私立大学・短期大学等入学志願動向＞ 

【資料７】  令和 3(2021)年度 全国主要私立大学 情報学系統学部学科 入試 

結果 

【資料８】  大和大学「情報学部（仮称）」設置に係る学生確保の見通し調査報告 

       書 

【資料１２】 大和大学 オープンキャンパス参加者数・志願者数・入学者数推移 

（直近 5か年） 

 

 

（２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

 

学生確保に向け、以下のホームページ、案内資料、各種広報媒体、オープンキャンパス、 

説明会等の広報展開を図る。 

 

① ホームページ展開 

 

本学ホームページに、保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻・作業 

療法学専攻の４年次編入学定員設定、政治経済学部政治・政策学科及び経済経営学科の入 

学定員・収容定員変更、情報学部新設に関するインフォメーションを掲載するとともに、 

特設ページを開設し、定員変更・学部新設についての情報提供を行う。 
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② 大学案内展開 

 

本学大学案内（80,000部）に、保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専 

攻・作業療法学専攻の４年次編入学定員設定、政治経済学部政治・政策学科及び経済経営 

学科の入学定員・収容定員変更、情報学部新設に関する情報を掲載し、高校、塾予備校訪 

問、オープンキャンパス、各種説明会等で広く配布する（保健医療学部総合リハビリテー 

ション学科の編入学定員設定に伴い、専門学校へも配布展開を図る）。 

 

③ 専用リーフレット展開 

 

前述の大学案内に加え、特に、新たに編入学定員を設ける保健医療学部総合リハビリテ

ーション学科、及び学部を新設する情報学部について、内容、特色等を掲載したリーフレ

ットを作成する（80,000部）。 

本リーフレットは、高校、塾予備校への配置、資料請求者への発送物、オープンキャン 

パス、各種説明会、ダイレクトメール等の広報展開において活用する（保健医療学部総合 

リハビリテーション学科の編入学定員設定に伴い、専門学校へも配布展開を図る）。 

 

④ 入試ガイド展開 

 

保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻・作業療法学専攻の４年次編 

入学定員設定、政治経済学部政治・政策学科及び経済経営学科の入学定員・収容定員変更、 

情報学部新設に関する入試概要を記載したガイドを作成し（60,000部）、前述の大学案内、 

リーフレットと同様に広く配布する。 

 

⑤ 各種広報媒体展開 

 

大学全体の広報として、主に以下の媒体による告知広報を展開する。 

 

・進学情報業者による進学情報誌、進学情報サイト 

・ＪＲ西日本、阪急電鉄、近鉄日本鉄道、阪神電鉄、京阪電鉄、南海電鉄、大阪メトロな 

ど関西圏内の主要交通機関のメディア 

・グーグル、ヤフー、ユーチューブ、ＳＮＳ（ツイッター、インスタグラムなど）のＷｅ 

ｂ広告 

・新聞（全国紙、地方紙） 
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・ダイレクトメール、各種メディアによる告知広報 

 

⑥ オープンキャンパス 

 

年間 6 回程度のオープンキャンパスを開催し（6 月、7 月、8 月、9 月、11 月予定）、保

健医療学部総合リハビリテーション学科、政治経済学部、情報学部について、定員変更、編

入学定員設定、学部新設に関する説明を行うとともに、希望者には入試、奨学金、入学後の

学び、就職指導、下宿などの各種個別相談を実施する。また、在学生とのふれ合いを通じて

入学後のキャンパスライフをイメージできるよう、在学生とのフリートークコーナーや、キ

ャンパスツアーの取り組みを展開する。 

 

⑦ キャンパス見学会 

 

オープンキャンパスと並行して、土曜日を中心に年間を通じてキャンパス見学会を開催 

する。 

 

⑧ 教員対象説明会 

 

本学会場、及び、神戸、姫路、京都、彦根、奈良、和歌山の各会場において、高等学校、

及び塾予備校教員を対象とする説明会を開催する（例年は本学会場のみの実施で参加者 100

名程度だが、実施会場増を計画している）。 

 

⑨ 高等学校・塾予備校等での説明会 

 

高等学校、塾予備校に依頼し、本学の各学部学科分野を志望している受験生対象に進学 

説明会を開催する（保健医療学部総合リハビリテーション学科の編入学定員設定に伴い、 

専門学校へも配布展開を図る）。 

 

⑩ 同法人グループ校での説明会 

 

同法人グループ校の西大和学園高等学校において生徒対象説明会を開催する。 

 

⑪ 高等学校、塾予備校等への訪問アプローチ 

 

大阪都心から約 10分と、本学の立地はアクセス利便性が高く、通学可能な大阪府、兵庫

県、京都府、奈良県、滋賀県、和歌山県の近畿 2府 4県の重点校（高等学校 498校、塾予備

校約 3,526校）を年間を通じて定期的に訪問し、各学部の学びに関する告知、広報展開を図

る。 
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また、近畿圏外（特に西日本地区）の高等学校 562校、塾予備校 400校にも同様のアプロ 

ーチを展開する（保健医療学部総合リハビリテーション学科の編入学定員設定に伴い、専 

門学校へも配布展開を図る）。 

 

２ 人材需要の動向等社会の要請 

 

（１） 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 

  〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

理学療法学、作業療法学のそれぞれの分野に関する知識と技能を有し、保健医療の実践 

を担うことができる応用能力及び医療人としての豊かな人間性を備えた人材を育成する。 

 

○ 政治経済学部 

 

＜政治・政策学科＞ 

 

     広い教養と倫理観の上に政治、経済の各分野を広く俯瞰する視点を獲得し、さらに政治 

学分野および政策学分野における豊かな専門的知識・理論に裏打ちされた実学的・実践的 

視点を修得することで、学術文化の向上と社会の発展に貢献することができる人材を育成 

する。 

 

＜経済経営学科＞ 

 

     広い教養と倫理観の上に政治、経済の各分野を広く俯瞰する視点を獲得し、さらに経済 

学分野および経営学分野における豊かな専門的知識・理論に裏打ちされた実学的・実践的 

視点を修得することで、学術文化の向上と社会の発展に貢献することができる人材を育成 

する。 

 

○ 情報学部 

 

このたび設置する情報学部情報学科では、「社会学に関する理論、知識を活かし、社会 

が抱える課題の解決に意欲的に取り組み、社会の発展と幸せな暮らしの創造に貢献する人 

材を養成する」ことを教育の柱に掲げ、以下の資質、知識、能力を備えた人材を育成する。 

 

情報学を基軸とする情報科学、社会科学の文理融合の学びにより、多角的な視点で情報 

をとらえ、課題解決に意欲的に取り組み、社会の発展と豊かな暮らしの創造に貢献する人 

材。 
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（２） 上記（１）が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な

根拠 

 

  〇 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

 

本学部学科各専攻の近年 3年間の卒業生の就職実績をみると、理学療法学専攻について 

は、平成 31(2019)年 3月卒業生 62名のうち、60名（98.8％）が就職、0名（0.0％）が進 

学、計 60名が就職・進学しており、令和 2(2020)年 3月卒業生は、54名のうち、52名（96.3％） 

が就職、2名（3.7％）が進学、計 54名が就職・進学しており、令和 3(2021)年 3月卒業生 

は、46名のうち、46名（100.0％）が就職、0名（0.0％）が進学、計 46名が就職・進学を 

果たしている。 

  また、作業療法学専攻については、平成 31(2019)年 3月卒業生 21名のうち、20名（95.2％） 

が就職、0名（0.0％）が進学、計 20名が就職・進学しており、令和 2(2020)年 3月卒業生 

は、30名のうち、30名（100.0％）が就職、0名（0.0％）が進学、計 30名が就職・進学し 

ており、令和 3(2021)年 3月卒業生は、35名のうち、32名（91.4％）が就職、1名（2.9％） 

が進学、計 33名が就職・進学を果たしている。 

また、前述の通り、近畿圏における理学療法士数、作業療法士数の対人口比及び養成校 

数データをみると、近畿２府４県の対人口比平均は、全国平均とほぼ同比率であるが、３ 

年制課程の養成校の立地は、本学の位置する大阪府、及び隣接する兵庫県、奈良県に集中 

しており、３年制課程修了後、発展的、実践的な学びを深め、医療現場や大学院進学を目 

指す学生の養成を図るこの度の編入学定員設定は、高齢者人口比率の高まり、医療技術の 

さらなる進展の観点からも、社会的要請に副うものと考える。 

 

【資料１３】 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 卒業生就職実績 

 

 

  〇 政治経済学部 

 

＜政治・政策学科＞ 

 

本学科（開設時は政治行政学科、令和 4年 4月名称変更）は、平成 28(2016)年開設で、令 

和 2(2020)年 3月に第 1期生、令和 3(2021)年 3月に第 2期生が卒業しており、第 1期生は、 

卒業者 34名のうち、33名（97.1％）が就職、1名（2.9％）が進学、第 2期生は、卒業者 34 

名のうち、32名（94.1％）が就職、1名（2.9％）が進学を果たしている。 

 

＜経済経営学科＞ 
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本学科は、平成 28(2016)年開設で、令和 2(2020)年 3月に第 1期生、令和 3(2021)年 3月 

に第 2期生が卒業しており、第 1期生は、卒業者 76名のうち、75名（98.7％）が就職、0 

名（0.0％）が進学、第 2期生は、卒業者 83名のうち、80名（96.4％）が就職、2名（2.4％） 

が進学を果たしている。 

 

以上の通り、両学科とも社会的需要は高く、入学定員を認可開設時に復することは社会的 

要請に副うものと考える。 

 

【資料１４】 政治経済学部 卒業生就職実績（第 1期生・第 2期生） 

 

 

  〇 情報学部 

 

新たに開設する本学部が養成する人材需要の見通しについて、第三者機関に企業対象 

アンケート調査を依頼実施し、以下の回答を得た。 

 

＜情報学部についての人材需要アンケート調査＞  

 

実施概要 

 

調査目的 

令和 5（2023）年 4月新設予定の大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」

（入学定員 200名を予定）の人材需要の見通しを測定するために企業等

を対象としたアンケート調査を実施した。 

調査時期 令和 4（2022）年 1月 

調査対象 
近畿二府四県を主に本社所在地とする上場企業及び未上場大手、合計

1,344社を依頼対象とした。 

調査内容 

選択肢式 6問・記述 1問 

■ 回答企業・機関の基本情報（業種、所在地、従業員・職員数） 

■ 大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」の社会的ニーズ、採用意向

等 

有効回答件数 163件（返送率 12.0%） 

 

以上の通り、人材需要アンケート調査は情報学部の養成人材（卒業生）需要が見込まれ 

る近畿二府四県に本社がある上場企業及び非上場を中心に 1,344件の企業・機関にアンケ 

ート調査を依頼し 163件の回答を得た。 

回答企業・機関は、種類別でみると、回答数が多い順に「製造業」61件（全体の 37.4%）、 

卸売業・小売業 44 件（全体の 27.0％）、所在地別でみると、回答数が多い順に「大阪府」 
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101件（同 62.0%）、「兵庫県」（同 20.9％）、従業員数規模でみると、回答数が多い順に「100 

～299人」44件（同 27.0％）、「500～999人」31件（同 19.0％）であった。 

これら回答企業・機関に、情報学部の特色等を具体的に示した上で採用意向について質 

問したところ、「採用したい」と回答したのは 105件（全体の 64.4%）で、これら企業・機 

関の採用可能と思われる人数の合計は 228人と、予定する入学定員 200名を上回る結果と 

なった。 

    上記の通り、本調査（回収率 1.2％）のみの結果においても採用可能人数が入学定員を上 

回っており、また、必要性に記載した政策、及び社会的背景、人材要請もふまえると、本 

学情報学部が養成する人材の社会的需要は高いものと考える。 

 

【資料１５】 大和大学「情報学部（仮称）」設置に係る人材需要の見通し調査報告書 
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【資料１】　保健医療学部　総合リハビリテーション学科 （理学療法学専攻・作業療法学専攻）　入学志願状況（直近５か年）

理学療法学専攻

年度 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 辞退者数 入学者 競争倍率 歩留率 定員超過率

平成29（2017）年度 40 707 697 132 4 48 5.3 36.4% 1.20

平成30（2018）年度 40 760 746 111 3 44 6.7 39.6% 1.10

令和元（2019）年度 40 550 526 87 7 46 6.0 52.9% 1.15

令和2（2020）年度 40 728 700 121 5 49 5.8 40.5% 1.22

令和3（2021）年度 40 569 556 103 2 41 5.4 39.8% 1.02

作業療法学専攻

年度 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 辞退者数 入学者 競争倍率 歩留率 定員超過率

平成29（2017）年度 40 459 443 153 7 34 2.9 22.2% 0.85

平成30（2018）年度 40 517 504 148 3 44 3.4 29.7% 1.10

令和元（2019）年度 40 351 332 121 2 42 2.7 34.7% 1.05

令和2（2020）年度 40 566 554 154 8 41 3.6 26.6% 1.02

令和3（2021）年度 40 408 404 126 2 44 3.2 34.9% 1.10
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【資料２】 大和大学「保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

      ４年次編入」学生確保の見通し報告書 

 

 

 

 

 

 

 

大和大学 

保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

理学療法学専攻／作業療法学専攻 

編入学者受入れに係る学生確保の見通し調査 

（４年次編入学ついてのアンケート調査） 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 3月 

 

株式会社 高等教育総合研究所 
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大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻／作業療法学専攻 

 

 

大和大学 

保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻／作業療法学専攻 

編入学者受入れに係る学生確保の見通し調査（４年次編入学ついてのアンケート調査） 

報 告 書 

  

目次 

 

１． ４年次編入学についてのアンケート 概要 

２． ４年次編入学についてのアンケート 全質問事項の集計結果 

３． ４年次編入学についてのアンケート 集計結果のポイント 

 

添 付 資 料 
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大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻／作業療法学専攻 

 

 

１． ４年次編入学ついてのアンケート調査 概要 

 

調 査 目 的 

2023（令和 5）年 4月より受入れ予定の大和大学保健医療学部総合リ

ハビリテーション学科 理学療法学専攻/作業療法学専攻 4年次編入学

（定員各 5名を予定）の学生確保の見通しを測定するためにアンケー

ト調査を実施した。 

調 査 時 期 2022年 2月 

調 査 対 象 者 
2021年度時点の短期大学または専門学校の理学療法学系課程または作

業療法学系課程で学ぶ現 2年生（2023年度に編入学時期を迎える者） 

調 査 内 容 

選択肢式の 3問。 

 回答者の基本情報（在籍先する学校種と在籍課程） 

 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科 理学療法学

専攻/作業療法学専攻への 4年次編入学意向および希望する専攻 

調 査 方 法 

アンケート実施の了承が得られた短期大学・専門学校にアンケート用

紙（必要部数）を送付。各校の教職員から調査対象者にアンケート用

紙を配布の上、5分程度の回答時間を設け、その場で回収いただい

た。実施校は計 3校（大和大学と設置母体（学校法人西大和学園）が

同じ白鳳短期大学の他、大阪府内・兵庫県内の医療福祉系専門学校各

1校） 

有効回答件数 128件 
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大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻／作業療法学専攻 

 

 

２． ４年次編入学ついてのアンケート調査 全質問項目の集計結果 

※構成比はいずれも少数第二位を四捨五入した。したがって合計は必ずしも 100.0％とは一致しない。 

調査名称 回収総件数 

大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 

理学療法学専攻/作業療法学専攻 

４年次編入学についてのアンケート調査 

128件 

 

問１ あなたの現在の状況としてあてはまるものをお答えください。（あてはまるもの１つにマーク）  

選択項目 回答数 構成比 

1 短期大学２年生（理学療法学系課程） 41 32.0% 

2 短期大学２年生（作業療法学系課程） 29 22.7% 

3 専門学校２年生（理学療法学系課程） 53 41.4% 

4 専門学校２年生（作業療法学系課程） 5 3.9% 

  無回答 0 0.0% 

合計 128 100.0% 

    

問２ あなたは大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科に４年次編入したいと思いますか。 

（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 編入学したいと思う 43 33.6% 

2 編入学したいと思わない 85 66.4% 

  無回答 0 0.0% 

合計 9,122 100.0% 

    

 

問３は、問２で「編入学したいと思う」と回答した 43 人が回答対象である。 

    

問３ あなたが大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科において、編入学したいと思う専攻をお答え 

ください。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 
全体 問 1 で「理学療法学系」 問 1 で「作業療法学系」 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

1 理学療法学専攻 24 55.8% 24 100.0% 0 0.0% 

2 作業療法学専攻 19 44.2% 0 0.0% 19 100.0% 

  無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

合計 43 100.0% 24 100.0% 19 100.0% 
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大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻／作業療法学専攻 

 

 

３． ４年次編入学ついてのアンケート調査 集計結果のポイント 

※構成比はいずれも少数第二位を四捨五入した。したがって合計は必ずしも 100.0％とは一致しない。 

 

① 回答者の基本情報 

 

大和大学と設置母体が同じ白鳳短期大学および兵庫県・大阪府内の福祉医療系専門学校

で学ぶ合計 128人からアンケート回答を得た。 

いずれもリハビリテーション系学科等（3年制）に在籍する現 2年生で、大和大学が保

健医療学部総合リハビリテーション学科の理学療法学専攻および作業療法学専攻で 4年次

編入学者を受入れ開始予定の 2023年 4月に編入学対象となる学生（2023年 3月に現在の

在学先を卒業予定）である。 

このうち理学療法学系課程に在籍する者は 94人（回答者全体の 73.4%）で、短大生 41

人（同 32.0%）、専門学校生 53人（同 41.4%）であった。一方、作業療法学系課程に在籍

する者は 34人（同 26.6%）で、短大生 29人（同 22.7%）、専門学校生 5人（同 3.9%）で

あった。 

 

② 大和大学の理学療法学専攻・作業療法学専攻への 4年次編入学意向 

 

以上のような短大生・専門学校生に対し、大和大学が 2023年 4月より受入れ開始予定の

保健医療学部総合リハビリテーション学科理学療法学専攻/作業療法学専攻への 4年次編入

学（定員各専攻 5名）について、その概要を示した上で編入学意向について回答を求め

た。その結果、「編入学したいと思う」としたのは 43人（全体の 33.6%）いた。その上で

編入学したいと思うのは「理学療法学専攻」としたのは 24人で、全員が問 1で理学療法学

系課程に在籍するとした短大生または専門学校生であった。一方、編入学したいと思うの

は「作業療法学専攻」としたのは 19人で、全員が問 1で作業療法学系課程に在籍するとし

た短大生または専門学校生であった。 

 

このように大和大学が 4年次編入学者の受入れを予定する保健医療学部総合リハビリテ

ーション学科理学療法学専攻/作業療法学専攻に対しては、各入学定員 5名を上回る希望者

が存在することが明らかとなった。 

 

以上 
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大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻／作業療法学専攻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添 付 資 料 

 

１．大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科 4年次編入学概要 

２．４年次編入学ついてのアンケート調査 
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大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻／作業療法学専攻 

 

 

１． 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科 4年次編入学概要 
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大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 理学療法学専攻／作業療法学専攻 

 

 

２． ４年次編入学ついてのアンケート調査 
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【資料３】　政治経済学部　入学志願状況 （直近５か年）

政治・政策学科

年度 募集人員 区分 志願者数 受験者数 合格者数 辞退者数 入学者 競争倍率 歩留率 定員超過率

第１志望 256 242 70 2 32 3.5 45.7%

合計 608 587 120 2 40 4.9 33.3%

第１志望 150 148 33 2 17 4.5 51.5%

合計 689 676 132 3 38 5.1 28.8%

第１志望 204 204 21 4 6 9.7 28.6%

合計 942 927 152 5 46 6.1 30.3%

第１志望 196 188 41 0 13 4.6 31.7%

合計 962 930 164 0 43 5.7 26.2%

第１志望 274 271 60 2 33 4.5 55.0%

合計 1,688 1,651 332 7 46 5.0 13.9%

※ 併願制度 平成29（2017）年度～令和2（2020）年度　政治・政策学科（旧政治行政学科）と経済経営学科

令和3（2021）年度～　　　　　　　社会学部との併願制度導入

経済経営学科

年度 募集人員 区分 志願者数 受験者数 合格者数 辞退者数 入学者 競争倍率 歩留率 定員超過率

第１志望 327 314 63 3 38 5.0 60.3%

合計 753 730 191 3 97 3.8 50.8%

第１志望 431 422 94 4 44 4.5 46.8%

合計 837 820 186 7 97 4.4 52.2%

第１志望 564 551 60 4 21 9.2 35.0%

合計 1,164 1,147 166 4 93 6.9 56.0%

第１志望 608 586 97 22 32 6.0 33.0%

合計 1,168 1,130 239 22 88 4.7 36.8%

第１志望 782 761 154 14 73 4.9 47.4%

合計 2,050 2,007 340 22 86 5.9 25.3%

※ 併願制度 平成29（2017）年度～令和2（2020）年度　政治・政策学科（旧政治行政学科）と経済経営学科

令和3（2021）年度～　　　　　　　社会学部との併願制度導入

1.16

1.10

1.07

令和元（2019）年度

令和2（2020）年度

令和3（2021）年度

80

80

80

平成30（2018）年度

1.21

1.2180

令和元（2019）年度 40 1.15

令和2（2020）年度 40 1.07

令和3（2021）年度 40 1.15

平成29（2017）年度 80

40平成29（2017）年度 1.00

平成30（2018）年度 40 0.95
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１（書類等の題名）

【資料６】令和３（2021）年度　関西主要大学　政治・政策系統学部学科　入試結果

２（出典）

各大学HP等

３（引用範囲）

大学・学部・学科等名称、入学定員、志願者数、入学者数、倍率

４（その他の説明）

上記のデータを加工し、図表としてまとめた。

省略

資料６
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１（書類等の題名）

【資料７】令和３（2021）年度　全国主要私立大学　情報学系統学部学科　入試結果

２（出典）

各大学HP等

３（引用範囲）

大学・学部・学科等名称、入学定員、志願者数、入学者数、倍率

４（その他の説明）

上記のデータを加工し、図表としてまとめた。

省略

資料７
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【資料８】   大和大学「情報学部（仮称）」設置に係る学生確保の

見通し調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」 

新設構想に係る学生確保の見通し調査 

（新設構想についての高校生アンケート調査） 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 2月 

 

株式会社 高等教育総合研究所 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」新設構想に係る学生確保の見通し調査 

（新設構想についての高校生アンケート調査） 

報  告  書 

  

目次 

  

１． 新設構想についての高校生アンケート調査 概要 

２． 新設構想についての高校生アンケート調査 全質問項目の集計結果 

３． 新設構想についての高校生アンケート調査 集計結果のポイント 

学生確保の見通し調査結果 まとめ 

添 付 資 料 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

１ 新設構想についての高校生アンケート調査 概要 

 

調 査 目 的 

2023（令和 5）年 4月新設予定の大和大学「情報学部 情報学科 (仮

称)」（入学定員 200名を予定）の学生確保の見通しを測定するため

に高校生を対象としたアンケート調査を実施した。 

調 査 時 期 2021年 11月～2022年 1月 

調 査 対 象 者 2021年度時点の高校 2年生（2023年度に大学進学時期を迎える者） 

調 査 内 容 

選択肢式の 7問。 

 回答者の基本情報（居住地、性別、希望進路、関心のある学問分野） 

 大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」への受験・入学意志等。 

調 査 方 法 

アンケート実施の了承が得られた高校に高校生アンケート用紙（必要

部数）を送付。各校の教職員から調査対象者にアンケート用紙を配布

の上、10分程度の回答時間を設け、その場で回収いただいた。 

有効回答件数 
9,122件 

※実施 66校の内訳は下表の通り 

 

 

◆実施校の内訳 

 

 府県 公立 私立 合計 

滋賀県 2 1 3 

京都府 0 8 8 

大阪府 17 19 36 

兵庫県 9 3 12 

奈良県 1 4 5 

和歌山県 1 1 2 

合計 30 36 66 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

２ 新設構想についての高校生アンケート調査 全質問項目の集計結果 

※構成比はいずれも少数第二位を四捨五入した。したがって合計は必ずしも 100.0％とは一致しない。 

調査名称 回収総件数 

大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」 

新設構想についての高校生アンケート調査 
9,122件 

 

問１ あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにマーク）  

選択項目 回答数 構成比 

1 男性 4,803 52.7% 

2 女性 4,211 46.2% 

  無回答 108 1.2% 

合計 9,122 100.0% 

    

問２ あなたがお住まいの県・府をお答えください。（あてはまるもの 1つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 大阪府 5,041 55.3% 

2 京都府 763 8.4% 

3 兵庫県 1,919 21.0% 

4 奈良県 542 5.9% 

5 滋賀県 503 5.5% 

6 和歌山県 277 3.0% 

7 富山県 1 0.0% 

8 福井県 2 0.0% 

9 山梨県 2 0.0% 

10 岐阜県 2 0.0% 

11 静岡県 0 0.0% 

12 三重県 11 0.1% 

13 鳥取県 3 0.0% 

14 島根県 1 0.0% 

15 岡山県 0 0.0% 

16 広島県 1 0.0% 

17 山口県 1 0.0% 

18 香川県 1 0.0% 

19 その他 22 0.2% 

  無回答 30 0.3% 

合計 9,122 100.0% 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

    

問３ あなたの高校卒業後の希望進路をお答えください。（現時点で最もあてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 進学 7,968 87.3% 

2 就職 495 5.4% 

3 現時点では未定 554 6.1% 

  無回答 105 1.2% 

合計 9,122 100.0% 

    

問４ あなたが関心のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク） 

 ※複数回答のため、回答数は延べ   

 ※回答率は、各項目を挙げた者の割合   

選択項目 回答数 回答率 

1 社会科学（経営学、経済学、法学・政治学、社会学など） 2,426 26.6% 

2 人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など） 1,848 20.3% 

3 工学（機械工学、電気電子工学、応用化学、建築学など） 1,790 19.6% 

4 理学（数学、物理学、化学、生物学など） 907 9.9% 

5 農学（農学、農業経済学、林学、水産学、獣医学など） 522 5.7% 

6 医学・歯学・薬学 836 9.2% 

7 保健衛生学（看護学、リハビリ医学、歯科衛生学など） 1,334 14.6% 

8 家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など） 537 5.9% 

9 教育学・保育学 1,203 13.2% 

10 芸術学（音楽、デザイン、美術など） 1,202 13.2% 

11 その他 1,036 11.4% 

    

問５ あなたは大和大学「情報学部 情報学科 (仮称)」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 受験したい 524 5.7% 

2 受験しない 8,398 92.1% 

  無回答 200 2.2% 

合計 9,122 100.0% 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

問６は、問５で「受験したい」と回答した 524人が回答対象である。 

    

問６ 
あなたは大和大学「情報学部 情報学科 (仮称)」に合格した場合、入学したいと思いますか。（あてはまるもの 1 

つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 合格した場合、入学したい 232 44.3% 

2 合格した場合、併願大学等の結果によって入学したい 286 54.6% 

  無回答 6 1.1% 

合計 524 100.0% 

    

問７は、問５で「受験しない」と回答した 8,398人が回答対象である。 

    

問７ 
あなたが大和大学「情報学部 情報学科 (仮称)」を「受験しない」とした理由をお答えください。 （あてはまるものす

べてにマーク） 

 ※複数回答のため、回答数は延べ   

 ※回答率は、各項目を挙げた者の割合   

選択項目 回答数 構成比 

1 
大和大学「情報学部 情報学科 (仮称)」に興味・関心はあるが、詳細を知った上で検討した

いから 
586 7.0% 

2 興味・関心のある学科ではないから 4,024 47.9% 

3 国公立大学への進学を希望しているから 1,276 15.2% 

4 他の私立大学への進学を希望しているから 2,021 24.1% 

5 短期大学・専門学校への進学を希望しているから 704 8.4% 

6 就職を希望しているから 421 5.0% 

7 進路は未定だから 1,152 13.7% 

8 通学に時間がかかりそうだから 438 5.2% 

9 学費が高いから 436 5.2% 

10 その他 160 1.9% 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

３ 新設構想についての高校生アンケート調査 集計結果のポイント 

※構成比はいずれも少数第二位を四捨五入した。したがって合計は必ずしも 100.0％とは一致しない。 

 

① 回答者の基本情報 

 

回答者は「男性」が 4,803人（52.7％）、「女性」が 4,211人（46.2％）であった。＜

グラフ１＞居住地で最も多かったのは、当該学部が設置予定である「大阪府」で、回答者

の 55.3％にあたる 5,041人であった。次いで、「兵庫県」が 1,919人（21.0％）、「京都

府」が 763人（8.4％）、「奈良県」が 542人（5.9％）の順であった。＜グラフ２＞ 

回答者に高校卒業後の進路について質問したところ、回答者の 87.3％にあたる 7,968人

が「進学」と回答した。次いで、「現時点では未定」が 554人（6.1％）、「就職」が 495

人（5.4％）の順であった。＜グラフ３＞ 

 

 

グラフ１【問１】 

 

 

 

男性, 

4,803人, 

52.7%

女性, 

4,211人, 

46.2%

無回答, 108人, 1.2%
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

グラフ２【問２】 

 

 

 

グラフ３【問３】 

 

 

進学, 7,968人, 

87.3%

就職, 495人, 5.4%

現時点では未定, 554人, 6.1%
無回答, 105人, 1.2%
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

② 「社会科学」「人文科学」に 2割以上の回答者が関心を示す 

 

関心のある学問分野について質問したところ、「社会科学（経営学、経済学、法学・政

治学、社会学など）」が 2,426人（26.6％）で回答が最も多く、次いで「人文科学（文

学、史学、哲学、心理学、外国語学など）」が 1,848人（20.3％）、「工学（機械工学、

電気電子工学、応用化学、建築学など）」が 1,790人（19.6％）の順であった。（複数回

答の結果）＜グラフ４＞ 

 

 

グラフ４【問４】 

 

 

26.6%, 2,426人

20.3%, 1,848人

19.6%, 1,790人

9.9%, 907人

5.7%, 522人

9.2%, 836人

14.6%, 1,334人

5.9%, 537人

13.2%, 1,203人

13.2%, 1,202人

11.4%, 1,036人

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

社会科学

人文科学

工学

理学

農学

医学・歯学・薬学

保健衛生学

家政学

教育学・保育学

芸術学

その他
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

③ 入学定員（200名予定）の約 2．6倍の受験意志 

 

当該学部の受験意向について質問したところ、「受験したい」と回答したのが 524人

（5.7％）であった。当該学部は、入学定員を 200名と予定しており、当該学部への受験意

志が入学定員の約 2.6倍という結果となった。＜グラフ５＞ 

 

グラフ５【問５】 

 

 

受験したい, 

524人, 5.7%

受験しない, 8,398人, 92.1%

無回答, 200人, 

2.2%
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

④ 入学定員（200名予定）を上回る 232人が強い入学意志 

 

当該学部へ受験意志を示した 524人に対し、さらに入学意志について質問した。その結

果、当該学部を受験し合格した場合「入学したい」と 232人（44.3％）が回答した。「併

願大学等の結果によって入学したい」は 286人（54.6％）であった。 

 強い入学意志を持つと考えられる「入学したい」の回答のみでも、予定する入学定員

（200名予定）を上回る結果となった。 

 

グラフ６【問６】 

 

 

 

 

合格した場合、

入学したい, 

232人, 44.3%

合格した場合、併願大学

等の結果によって入学し

たい, 286人, 54.6%

無回答, 6人, 

1.1%
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

学生確保の見通し調査結果 まとめ 

 

 2023（令和 5）年 4月開設に向け、構想中の大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」の

学生確保の見通しを測るため、大和大学が学生確保の基盤とする近畿地方の高校にアンケ

ート調査を依頼し、2021（令和 3）年度の高校２年生の計 9,122件の回答を得た。 

「情報学部 情報学科（仮称）」の受験意向について質問したところ、「受験したい」と

回答したのは、524人（5.7％）であった。さらに、その 524人に対し、当該学部の入学意

志について質問し、合格した場合、「入学したい」と回答したのは 232人（44.3％、「併

願大学等の結果によって入学したい」は 286人（54.6％）であった。強い入学意志を持つ

と考えられる「入学したい」の回答のみでも、予定する入学定員（200名予定）を上回る

結果となった。 

 

 

 

 

 また、本調査は設置予定地である大阪府を中心に依頼をしているが、回答者の居住地の

多くを占める大阪府や兵庫県の高校の調査実施率は、大阪府が 21.1％（依頼 170校中 36

校実施）、兵庫県が 11.7％（依頼 103校中 12校実施）である。 

上記回答結果および前述の実施状況を踏まえると、調査を実施していない高校にも入学

意志を持つ者は潜在する可能性があることを勘案すると、今後の積極的な募集活動を前提

として、2023（令和 5）年 4月に設置構想中である大和大学「情報学部 情報学科（仮

称）」の学生確保の見通しについて問題がないと考えられる。 

 

200名

232人 286人

0 100 200 300 400 500 600

入学定員

入学意志を持つ高校２年生

入学したい 併願大学等の結果によっては、入学したい
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添 付 資 料 

 

１ 大和大学「情報学部 情報学科(仮称)」概要 

２ 新設構想についての高校生アンケート調査用紙 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

１ 大和大学「情報学部 情報学科(仮称)」概要 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

２ 新設構想についての高校生アンケート調査用紙 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 
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【資料９】　近畿圏　理学療法士比率・養成校数

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 全国

人口 1,418,886 2,530,609 8,839,532 5,523,627 1,344,952 944,750 126,654,244

理学療法士会員数 1,245 3,015 9,276 6,222 1,551 1,461 129,875

人口に対する

理学療法士会員数の比率
0.09% 0.12% 0.10% 0.11% 0.12% 0.15% 0.10%

3年制養成校 0 0 8 6 3 0 92

4年制養成校 1 4 16 8 2 3 187

計 1 4 24 14 5 3 279

・総務省住民基本台帳 都道府県別年齢階級別人口（令和3（2021）年1月1日現在）より

・公益社団法人日本理学療法士協会 都道府県別会員数（令和3（2021）年3月末現在）より

・公益社団法人日本理学療法士協会 養成校数（令和3（2021）年3月15日現在）より

人

口

比

率

養

成

校

数
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【資料１０】　近畿圏　作業療法士比率・養成校数

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 全国

人口 1,418,886 2,530,609 8,839,532 5,523,627 1,344,952 944,750 126,654,244

作業療法士会員数 570 1,202 3,178 2,753 683 509 62,294

人口に対する

作業療法士会員数の比率
0.04% 0.05% 0.04% 0.05% 0.05% 0.05% 0.05%

3年制養成校 0 0 4 5 2 0 72

4年制養成校 1 4 14 5 1 2 145

計 1 4 18 10 3 2 217

・総務省住民基本台帳 都道府県別年齢階級別人口（令和3（2021）年1月1日現在）より

・公益社団法人日本作業療法士協会 都道府県別会員数（令和2（2020）年3月末現在）より

・公益社団法人日本作業療法士協会 養成校数（令和3（2021）年3月末現在）より

人

口

比

率

養

成

校

数
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【資料１１】 全国大学編入学者数推移

短期大学 専修学校 短期大学 専修学校 短期大学 専修学校 短期大学 専修学校 短期大学 専修学校

3,984 1,381 3,832 1,451 3,519 2,310 3,684 1,552 3,966 1,837

医学部 11 117 8 108 4 88 1 73 5 55

医薬保健学域 16 2 16 1 12 13 11

医療福祉学部 11 3 2 6 6 1 3 7 1 7

医療科学部 1 3 2

医療学部 1 2

医療技術学部 3 2 2

医療保健学部 3 3 4 1 2 1 3 4

医療保健学域 11

看護福祉学部 1 2 1 2 2

健康科学部 59 18 48 9 44 10 36 5 43 3

健康メディカル学部 4 2 1 2 2 4 1

健康福祉学部 19 3 7 3 8 1 5 1 14 2

ヒューマンケア学部 5 3 2 9

保健医療学部 2 5 4 5 3 2 5 2

保健医療福祉学部 5 22 5 16 2 21 6 21 6 21

保健衛生学部 2 1

保健科学部 2 2 2 1

保健福祉学部 5 2 6 2 7 9 9

リハビリテーション学部 1 1 1 1 1

リハビリテーション科学部 2 1

計 129 190 89 172 86 143 84 124 98 113

大学全体

リハビリ系統学部

※ 学校基本調査　学部別編入学者数より

（昼間・人）

令和2（2020）年度

出身校

令和3（2021）年度

出身校出身校 出身校 出身校

平成29（2017)年度 平成30（2018）年度 令和元（2019）年度
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■オープンキャンパス 参加者数 （人）

平成29（2017）年度 平成30（2018）年度 令和元（2019）年度 令和2（2020）年度 令和3（2021）年度

教育学部 893 900 1,208 1,205

保健医療学部 1,367 1,112 1,581 1,398

政治経済学部 308 402 453 470

理工学部 ー 396 602 610

社会学部 ー ー ー 1,096

■ 志願者数 （人）

平成29（2017）年度 平成30（2018）年度 令和元（2019）年度 令和2（2020）年度 令和3（2021）年度

教育学部 2,144 3,494 3,569 3,374 3,088

保健医療学部 3,197 2,852 2,876 3,516 2,646

政治経済学部 1,526 2,057 2,106 2,130 3,738

理工学部 ー ー ー 4,591 3,226

社会学部 ー ー ー ー 3,013

■ 入学者数 （人）

平成29（2017）年度 平成30（2018）年度 令和元（2019）年度 令和2（2020）年度 令和3（2021）年度

教育学部 209 198 223 220 193

保健医療学部 238 233 248 259 231

政治経済学部 137 135 131 131 132

理工学部 ー ー ー 260 234

社会学部 ー ー ー ー 217

【資料１２】　大和大学　オープンキャンパス参加数・志願者数・入学者数推移（直近５か年）

新型コロナの影響によ

りweb実施としたため

統計情報なし
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【資料１３】　保健医療学部　総合リハビリテーション学科（理学療法学専攻・作業療法学専攻）　卒業生就職実績

第２期生（令和元（2019）年３月卒業）

人数 対卒業生 人数 対卒業生

男 41 39 95.1% 0 0.0%

女 21 21 100.0% 0 0.0%

合計 62 60 96.8% 0 0.0%

男 3 2 66.7% 0 0.0%

女 18 18 100.0% 0 0.0%

合計 21 20 95.2% 0 0.0%

男 44 41 93.2% 0 0.0%

女 39 39 100.0% 0 0.0%

合計 83 80 96.4% 0 0.0%

第３期生（令和2（2020）年３月卒業）

人数 対卒業生 人数 対卒業生

男 24 22 91.7% 2 8.3%

女 30 30 100.0% 0 0.0%

合計 54 52 96.3% 2 3.7%

男 5 5 100.0% 0 0.0%

女 25 25 100.0% 0 0.0%

合計 30 30 100.0% 0 0.0%

男 29 27 93.1% 2 6.9%

女 55 55 100.0% 0 0.0%

合計 84 82 97.6% 2 2.4%

第４期生（令和3（2021）年３月卒業）

人数 対卒業生 人数 対卒業生

男 27 27 100.0% 0 0.0%

女 19 19 100.0% 0 0.0%

合計 46 46 100.0% 0 0.0%

男 10 8 80.0% 1 10.0%

女 25 24 96.0% 0 0.0%

合計 35 32 91.4% 1 2.9%

男 37 35 94.6% 1 2.7%

女 44 43 97.7% 0 0.0%

合計 81 78 96.3% 1 1.2%

進学

理学療法学専攻

卒業生数
就職 進学

卒業生数
就職 進学

学部計

理学療法学専攻

作業療法学専攻

学部計

理学療法学専攻

作業療法学専攻

作業療法学専攻

学部計

卒業生数
就職

 -38-



【資料１４】　政治経済学部　卒業生就職実績（第１期生・第２期生）

第１期生（令和2（2020）年３月卒業）

人数 対卒業生 人数 対卒業生

男 26 25 96.2% 1 3.8%

女 8 8 100.0% 0 0.0%

合計 34 33 97.1% 1 2.9%

男 54 53 98.1% 0 0.0%

女 22 22 100.0% 0 0.0%

合計 76 75 98.7% 0 0.0%

男 80 78 97.5% 1 1.3%

女 30 30 100.0% 0 0.0%

合計 110 108 98.2% 1 0.9%

第２期生（令和3（2021）年３月卒業）

人数 対卒業生 人数 対卒業生

男 26 25 96.2% 0 0.0%

女 8 7 87.5% 1 12.5%

合計 34 32 94.1% 1 2.9%

男 63 62 98.4% 0 0.0%

女 20 18 90.0% 2 10.0%

合計 83 80 96.4% 2 2.4%

男 89 87 97.8% 0 0.0%

女 28 25 89.3% 3 10.7%

合計 117 112 95.7% 3 2.6%

卒業生数
就職 進学

卒業生数
就職 進学

学部計

政治行政学科

（現政治・政策学科）

経済経営学科

学部計

政治行政学科

（現政治・政策学科）

経済経営学科
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【資料１５】 大和大学「情報学部（仮称）」設置に係る人材需要の

見通し調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」 

新設構想に係る人材需要の見通し調査 

（新設構想についての人材需要アンケート調査） 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 2月 

 

株式会社 高等教育総合研究所 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」新設構想に係る人材需要の見通し調査 

（新設構想についての人材需要アンケート調査） 

報  告  書 

 

目次 

 

１． 新設構想についての人材需要アンケート調査の概要 

２． 全質問項目の集計結果 

３． 集計結果のポイント 

 

人材需要の見通し調査結果 まとめ 

 

添 付 資 料 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

１ 新設構想についての人材需要アンケート調査 概要 

 

調 査 目 的 

2023（令和 5）年 4月新設予定の大和大学「情報学部 情報学科 (仮

称)」（入学定員 200名を予定）の人材需要の見通しを測定するため

に企業等を対象としたアンケート調査を実施した。 

調 査 時 期 2022（令和 4）年 1月 

調 査 対 象 
近畿二府四県を主に本社所在地とする上場企業および未上場大手、合

計 1,344社を依頼対象とした。 

調 査 内 容 

選択肢式 6問・記述 1問。 

 回答企業・機関の基本情報（業種、所在地、従業員・職員数） 

 大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」の社会的ニーズ、採用意向

等 

有効回答件数 163件（返送率 12.0%） 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

２ 新設構想についての人材需要アンケート調査 全質問項目の集計結果 

※構成比はいずれも少数第二位を四捨五入した。したがって合計は必ずしも 100.0％とは一致しない。 

調査名称 回収総件数 

大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」 

新設構想についての人材需要アンケート調査 
163件 

 

問１ 貴社、貴機関の主業種として、最もあてはまるものをお答えください。（最もあてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 農業、林業、漁業、鉱業 0 0.0% 

2 建設業 17 10.4% 

3 製造業   61 37.4% 

4 電気、ガス、熱供給、水道業 1 0.6% 

5 通信業、放送業 2 1.2% 

6 情報サービス業 6 3.7% 

7 インターネット付随サービス業 0 0.0% 

8 映像・音声・文字情報制作業 0 0.0% 

9 運輸業 4 2.5% 

10 卸売業、小売業 44 27.0% 

11 金融業、保険業 4 2.5% 

12 不動産業、物品賃貸業 1 0.6% 

13 宿泊業、飲食サービス業 5 3.1% 

14 教育、学習支援 1 0.6% 

15 医療、福祉 4 2.5% 

16 学術研究、専門・技術サービス業 1 0.6% 

17 複合サービス業、その他サービス 8 4.9% 

18 公務 0 0.0% 

19 その他 4 2.5% 

 無回答 0 0.0% 

合計 163 100.0% 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

問２ 貴社の本社、貴機関の主たる事業所の所在地をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 大阪府 101 62.0% 

2 京都府 13 8.0% 

3 兵庫県 34 20.9% 

4 滋賀県 2 1.2% 

5 奈良県 6 3.7% 

6 和歌山県 4 2.5% 

7 東京都 2 1.2% 

8 神奈川県 0 0.0% 

9 愛知県 0 0.0% 

10 福岡県 0 0.0% 

11 その他 1 0.6% 

 無回答 0 0.0% 

合計 163 100.0% 

    

問３ 貴社の従業員数、貴機関の職員数をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 ～99 人 17 10.4% 

2 100～299 人 44 27.0% 

3 300～499 人 26 16.0% 

4 500～999 人 31 19.0% 

5 1,000～2,999 人 27 16.6% 

6 3,000～9,999 人 11 6.7% 

7 10,000 人～ 7 4.3% 

 無回答 0 0.0% 

合計 163 100.0% 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

問４ 大和大学「情報学部 情報学科(仮称)」は社会的ニーズが高いと思われますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 ニーズは極めて高い 58 35.6% 

2 ニーズはある程度高い 93 57.1% 

3 ニーズはあまり高くない 6 3.7% 

4 ニーズは高くない 3 1.8% 

 無回答 3 1.8% 

合計 163 100.0% 

    

問５ 大和大学「情報学部 情報学科(仮称)」が養成する人材を採用したいと思われますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 採用したい 105 64.4% 

2 採用しない 4 2.5% 

3 わからない 54 33.1% 

 無回答 0 0.0% 

合計 163 100.0% 

    

問６は、問５で「採用したい」と回答した 105件が回答対象である。 

    

問６ 
大和大学「情報学部 情報学科 (仮称)」で養成する人材について、採用を検討したいと思われる人数をお答えくださ

い。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 １名 55 33.7% 

2 ２名 27 16.6% 

3 ３名 8 4.9% 

4 ４名 1 0.6% 

5 ５名 5 3.1% 

6 ６名 1 0.6% 

7 ７名 0 0.0% 

8 ８名 0 0.0% 

9 ９名 0 0.0% 

10 １０名以上 6 3.7% 

 無回答 2 1.2% 

合計 105 64.4% 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

３ 新設構想についての人材需要アンケート調査 集計結果のポイント 

※構成比はいずれも少数第二位を四捨五入した。したがって合計は必ずしも 100.0％とは一致しない。 

 

① 回答企業・機関の基本情報 

 

回答企業・機関は「製造業」が 61件（37.4％）で最も回答が多く、次いで「卸売業、小

売業」が 44件（27.0％）であった。＜グラフ１＞ 

所在地で最も多かったのは、当該学部が設置予定である「大阪府」で 101件（62.0％）

であった。次いで「兵庫県」が 34件（20.9％）であった。＜グラフ２＞ 

従業員・職員数では、「100〜299人」が 44件（27.0％）で最も回答が多く、次いで

「500〜999人」が 31件（19.0％）であった。＜グラフ３＞ 

 

グラフ１【問１】 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

グラフ２【問２】 

 

 

 

グラフ３【問３】 

 

 

～99人, 17件, 

10.4%

100～299人, 44

件, 27.0%

300～499人, 26件, 

16.0%

500～999人, 31件, 

19.0%

1,000～2,999人, 27件, 

16.6%

3,000～9,999人, 

11件, 6.7%

10,000人～, 7件, 4.3%
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

② 回答企業・機関の 92.7％にあたる 151件が当該学部の社会的ニーズの高さを認める 

 

当該学部の社会的ニーズについて質問したところ、「ニーズは極めて高い」が 58件

（35.6％）、「ニーズはある程度高い」が 93件（57.1％）であった。合計すると、回答

企業・機関の 92.7％にあたる 151件が当該学部の社会的ニーズの高さを認める結果となっ

た。＜グラフ４＞ 

 

グラフ４【問４】 

 

 

ニーズは極めて高い, 

58件, 35.6%

ニーズはある程度高い, 

93件, 57.1%

ニーズはあまり

高くない, 6件, 

3.7%

ニーズは高くない, 3件, 1.8%
無回答, 3件, 1.8%

 -48-



大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

③ 回答企業・機関の 6割以上が「情報学部（仮称）」の卒業生を採用したいと回答 

 

当該学部の卒業生の採用意向について質問したところ、回答企業・機関の 64.4％に当た

る 105件が「採用したい」と回答した。次いで「わからない」が 54件（33.1％）であっ

た。＜グラフ５＞ 

 

グラフ５【問５】 

 

 

採用したい, 105件, 

64.4%

採用しない, 4件, 

2.5%

わからない, 54件, 33.1%
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

④ 入学定員（200名予定）を上回る採用可能人数 

 

当該学部の卒業生を「採用したい」と回答した 105件に対し、採用可能と思われる人数

について質問したところ、下表の通りであった。＜表６＞ 

採用可能人数は、回答件数と選択肢の人数を乗じたもので、合計 228人となり、当該学

部の入学定員（200名予定）を上回る結果となった。 

 

表６【問６】 

 

 

選択項目 回答件数 採用可能人数 

１名 55 件 55 人 

２名 27 件 54 人 

３名 8 件 24 人 

４名 1 件 4 人 

５名 5 件 25 人 

６名 1 件 6 人 

７名 0 件 0 人 

８名 0 件 0 人 

９名 0 件 0 人 

１０名以上 6 件 60 人 

合計 103件 228人 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

人材需要の見通し調査結果 まとめ 

 

 

 2023（令和 5）年 4月開設に向け、構想中の大和大学「情報学部 情報学科（仮称）」の

人材需要の見通しを測るため、近畿二府四県に本社がある上場企業および非上場を中心に

1,344件の企業・機関に、アンケート調査を依頼し、計 163件の回答を得た。 

 「情報学部 情報学科（仮称）」の採用意向について質問したところ、「採用したい」

と回答したのは、105件（64.4％）であった。さらに、その 105件に対し、採用可能と思

われる人数について質問したところ、合計 228人となり、予定する入学定員（200名）を

上回る結果となった。 

 上記の通り、本調査（回収率 1.2％）のみの結果においても、採用可能人数が入学定員

を上回っており、2023（令和 5）年 4月に設置構想中である大和大学「情報学部 情報学科

（仮称）」の人材需要の見通しについて問題がないと考えられる。 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添 付 資 料 

 

１ 大和大学「情報学部 情報学科(仮称)」概要 

２ 新設構想についての人材需要アンケート調査用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 -52-



大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

１ アンケート調査概要 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 

 

 

２ 人材需要アンケート調査用紙 
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大和大学 「情報学部 情報学科（仮称・設置構想中）」 
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